
このたびは、ヤマハクラビノーバをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

クラビノーバの優れた機能を十分に生かして演奏をお楽しみいただくため、本書をお読みください。 

また、お読みになったあとも、いつでもご覧になれるところに大切に保管してください。

この楽器のお取り扱いについては、ご使用の前に必ず4～7ページの「安全上のご注意」をお読みください。

組み立て説明については巻末をご参照ください。
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WR05320 911MWAP5.2-03D0 Printed in China

ヤマハ株式会社

PA･DMI事業部 
DMIマーケティング部 CL・PKグループ
〒430-8650 静岡県浜松市中区中沢町10-1

ピアノ/キーボードのホームページ
http://www.yamaha.co.jp/product/piano-keyboard/

ヤマハマニュアルライブラリー
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/

あなたの音楽生活をフルサポート ミュージックイークラブ
http://www.music-eclub.com/

 
* 都合により、住所、電話番号、名称、営業時間などが変更になる場合が 
ございますので、あらかじめご了承ください。

クラビノーバの機能や取り扱いについては、ご購入の特約店または 
下記ヤマハお客様コミュニケーションセンターへお問い合わせください。

お客様コミュニケーションセンター  
電子ピアノ・キーボードご相談窓口

 

携帯電話、PHS、IP電話からは 053-460-5272

営業時間：月曜日～金曜日 10:00～18:00、土曜日 10:00～17:00

(祝日およびセンター指定休日を除く)

http://www.yamaha.co.jp/support/
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こんなことができます
ノをはじめ、弦楽器、管楽器、パーカッションなどの豊富

器音で演奏できます。

でコードを押さえるだけで、楽器が伴奏を自動演奏してくれます(スタイ

能)。ポップス、ジャズ、ラテンなどからお好みのスタイルを選んで演奏し

ましょう。

コンサートグランドピアノの音「ピュアCFボイス」
ハ最高峰のフルコンサートグランドピアノ「CFIIIS」からサン

ングし、一音一音ていねいに調整した本格的なグランドピアノ

を搭載しています。 

ルボタンからワンタッチで呼び出せます。原音に忠実な、 

で弾きごたえのある音をお楽しみください。

コースティックピアノのような弾き心地  1章「クラビノーバでピアノ曲を演奏する」

華な自動伴奏が付けられます 3章「スタイル

ろいろな楽器音で演奏できます 2章「ボイス」

な鍵盤タッチ
部は重く、高音部は軽く、グランドピアノに近い鍵盤の重さで自然な弾き心地が得られます。 

P-509/505/503では、グランドピアノのように、ペダルを踏まずに音をつなげる奏法や高速の同音連打も可能です

ンドピアノのような豊かな響き iAFC (CVP-509のみ)................................................................
Cを適切に設定することで、まるでステージ上で演奏しているような音の広がり、アコースティック楽器特有の自然な

、ダンパーペダルを使ったときの弦の共鳴効果が得られます。

んなことができます

34ページ
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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ソングの再生 .................................................................................
ソング(曲データ)を鳴らしながら鍵盤を弾けば、オーケストラやバンドをバック

に楽しく演奏できます。

ガイド機能 ......................................................................................
鍵盤ガイドランプが、鍵盤を弾くタイミングや押さえる鍵盤位置などを教えてくれ

ます。

譜面表示 ........................................................................................
画面に譜面を表示させることができます。譜面を見ながら練習しましょう。

演奏の録音 ....................................................................................
ご自分の演奏を録音して、本体やUSBフラッシュメモリーなどに保存できます。

録音した演奏を聞けば、演奏の弱点を見つけたりするのにも役立ちます。

曲にあわせて楽しく演奏できます 4章「ソング」

USBフラッシュメモリーに入っているオーディオファイル

(.WAVや.MP3*)を楽器で再生できます。また、ご自分の演

奏をオーディオファイル(.WAV)としてUSBフラッシュメモリー

に録音することもできます。マイクからの入力音も一緒に録

音できるので、弾き語りの演奏を録音することもできます。

*MP3は、CVP-509/505にのみ対応しています。

USBフラッシュメモリーからオーディオファイルを   
再生/録音できます(CVP-509/505/503)

本体を直接インターネットに接続して、楽器の画面上でクラビノーバ専用 

サイトを表示させ、いろいろなコンテンツをお楽しみください。

インターネットに接続できます 9章「インターネットダイレクト接続」

ミュージックファインダーを使えば、弾きたい曲に合ったパネル設定（ボイスやスタイルなど）を呼び出すことができます。

また、いろいろな場所に保存された曲データをミュージックファインダーに登録すれば、曲名を指定するだけで、簡単に

呼び出せます。ミュージックファインダープラス機能では、楽器をインターネットに接続することにより、曲やパネル設定

を曲名から検索して楽器に追加できます。

弾きたい曲に合ったボイスや自動伴奏(スタイル)を 5章「ミュージックファインダー」 
呼び出せます

7章 オーディオファイルを再生/録音する 
(USBオーディオ: CVP-509/505/503)

56ページ

61ページ

59ページ

63ページ
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害
を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お子様がご使用になる場合は、保護者の方が以下の内容をお子様にご徹底くださいますようお願いいたしま
す。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。 

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示す
るために、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。 

■ 本体に表示されている注意マークについて

本体には、次の注意マークが付いています。

これは、以下の内容の注意を喚起するものです。
「感電防止のため、パネルやキャビネットを外さないでください。この製品の内部には、お客様が修理/交換
できる部品はありません。点検や修理は、必ずお買い上げの楽器店または巻末のヤマハ修理ご相談センター
にご依頼ください。」

「ご注意ください」という注意喚起を示します。 
 
～しないでくださいという「禁止」を示します。 
 
「必ず実行」してくださいという強制を示します。 

警告 
この表示の欄は、「死亡す
る可能性または重傷を負
う可能性が想定される」
内容です。 

注意 
この表示の欄は、「傷害を
負う可能性または物的損
害が発生する可能性が想
定される」内容です。 

注 意 
感電の恐れあり 

キャビネットをあけるな 
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警告

電源は必ず交流100Vを使用する。

エアコンの電源など交流200Vのものがあります。誤って接
続すると、感電や火災のおそれがあります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、ほこりをきれい
に拭き取る。

感電やショートのおそれがあります。

電源コード/プラグは、必ず付属のものを使用する。

他の電源コード/プラグを使用すると、発熱や感電の原因に
なります。

電源コードをストーブなどの熱器具に近づけたり、無理に曲
げたり、傷つけたりしない。また、電源コードに重いものを

のせない。
電源コードが破損し、感電や火災の原因になります。

この製品の内部を開けたり、内部の部品を分解したり改造し
たりしない。

感電や火災、けが、または故障の原因になります。

本体の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置かない。

また、浴室や雨天時の屋外など湿気の多いところで使用しな
い。

内部に水などの液体が入ると、感電や火災、または故障の原
因になります。入った場合は、すぐに電源スイッチを切り、

電源プラグをコンセントから抜いた上で、お買い上げの楽器
店または巻末のヤマハ修理ご相談センターに点検をご依頼

ください。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

本体の上にろうそくなど火気のあるものを置かない。
ろうそくなどが倒れたりして、火災の原因になります。

電源コード/プラグがいたんだ場合、または、使用中に音が

出なくなったり異常なにおいや煙が出たりした場合は、すぐ
に電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜く。

感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、お買い
上げの楽器店または巻末のヤマハ修理ご相談センターに

点検をご依頼ください。

注意

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに、必ず電源
プラグを持って引き抜く。

電源コードが破損して、感電や火災の原因になることがあり
ます。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるときは、必ずコ
ンセントから電源プラグを抜く。

感電や火災、故障の原因になることがあります。

たこ足配線をしない。
音質が劣化したり、コンセント部が異常発熱して火災の原因

になることがあります。

電源 / 電源コード

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

分解禁止

禁止 

水に注意

禁止 

禁止 

火に注意

禁止 

異常に気づいたら

必ず実行 

電源 / 電源コード

必ず実行 

必ず実行 

禁止 
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組み立てる前に、必ず本書の組み立て方の説明をよくお読み

ください。
手順どおりに正しく組み立てないと、楽器が破損したりお客

様がけがをしたりする原因になります。

直射日光のあたる場所( 日中の車内など) やストーブの近く

など極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いと
ころ、また、ほこりや振動の多いところに置かない。

本体のパネルが変形したり、内部の部品が故障したりする原
因になります。

テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の近

くで使用しない。
楽器本体またはテレビやラジオなどに雑音が生じる場合が

あります。

不安定な場所に置かない。
本体が転倒して故障したり、お客様や他の方々がけがをした

りする原因になります。

本体を移動するときは、必ず電源コードなどの接続ケーブル
をすべて外した上で行なう。

コードをいためたり、お客様や他の方々が転倒したりするお
それがあります。

この機器を電源コンセントの近くに設置する。

電源プラグに容易に手の届く位置に設置し、異常を感じた場
合にはすぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント

から抜いてください。また、電源スイッチを切った状態でも
微電流が流れています。この製品を長時間使用しないとき

は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

本体を壁につけない。
換気が十分でないと、本体内部に熱がこもり、故障や火災

の原因になることがあります。壁から3cm以上離してくだ
さい。

他の機器と接続する場合は、すべての機器の電源を切った上
で行なう。また、電源を入れたり切ったりする前に、必ず機

器のボリュームを最小にする。さらに、演奏を始める場合も
必ず両機器のボリュームを最小にし、演奏しながら徐々にボ

リュームを上げていき適切な音量にする。
感電または機器の損傷の原因になることがあります。

(つや出し仕上げのモデルの場合)本体のほこりや汚れは、柔

らかい布で軽く拭き取る。
強く拭くと、ほこりの粒子で本体の表面に傷がつく場合があ

ります。

本体を手入れするときは、ベンジンやシンナー、洗剤、化学
ぞうきんなどは使用しない。

本体のパネルや鍵盤が変色/ 変質する原因になります。お手
入れには、乾いた柔らかい布、もしくは水を固くしぼった柔ら

かい布をご使用ください。

水滴がついたらすぐに拭きとる。
極端に温湿度が変化すると、本体表面に水滴がつく(結露す

る)ことがあります。水滴をそのまま放置すると、木部が水
分を吸収して変形する原因になります。水滴がついた場合

は、柔らかい布ですぐに拭きとってください。

キーカバーで指などをはさまないように注意する。また、キー

カバーや本体のすき間に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。

キーカバーやパネル、鍵盤のすき間から金属や紙片などの異

物を入れない。
感電、ショート、火災や故障の原因になることがあります。

入った場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコ
ンセントから抜いた上で、お買い上げの楽器店または巻末の

ヤマハ修理ご相談センターに点検をご依頼ください。

本体上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製品などを
置かない。

本体のパネルや鍵盤が変色/変質する原因になります。

(つや出し仕上げのモデルの場合)本体の表面に金属、陶器、

その他硬い物を当てない。
表面にひびが入ったり、はがれたりする場合があります。

本体の上にのったり重いものをのせたりしない。また、ボタ
ンやスイッチ、入出力端子などに無理な力を加えない。

本体が破損したり、お客様や他の方々がけがをしたりする原
因になります。

大きな音量で長時間ヘッドフォンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

組み立て

必ず実行 

設置

禁止 

禁止 

禁止 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

接続

必ず実行 

手入れ

必ず実行 

禁止 

必ず実行 

使用時の注意

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 
(1)B-22 3/4
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不安定な場所に置かない。

イスが転倒して、お客様や他の方々がけがをする原因になり
ます。

イスで遊んだり、イスを踏み台にしたりしない。
このイスは楽器演奏用です。イスを遊び道具や踏み台にする

と、イスが転倒したりこわれたりして、お客様がけがをする
原因になります。

イスには二人以上ですわらない。

イスが転倒したりこわれたりして、お客様がけがをする原因
になります。

イスにすわったままでイスの高さを調節しない。
イスにすわったままイスの高さを調節すると、高低調節機構

に無理な力が加わり、高低調節機構がこわれたりお客様がけ
がをしたりする原因になります。

イスのネジを定期的に締め直す。

イスを長期間使用すると、イスのネジがゆるむことがありま
す。ネジがゆるんだ場合は、付属のスパナで締め直してくだ

さい。

イスの脚で床やたたみを傷つけないよう注意する。
イスの脚でフローリングの床やたたみを傷つけることがあ

ります。イスの下にマットを敷くなどして、床やたたみを保
護されることをおすすめします。

イスを手入れするときは、ベンジンやシンナー、洗剤、化学

ぞうきんなどは使用しない。
変色/変質する原因になります。お手入れには、乾いた柔らか

い布、または水を固くしぼった柔らかい布をご使用ください。

作成したデータの保存とバックアップ
編集したソング/スタイル/ボイスやMIDI設定などは、保存

前に電源を切ると消えてしまいます。保存しておきたいデー
タは「ユーザー」画面(65 ページ)や、USB記憶装置(USB

フラッシュメモリー /フロッピーディスクなど)に保存して
ください。

「ユーザー」画面に保存したデータは故障や誤操作などのた
めに失われることがあります。大切なデータは、USB記憶

装置に保存してください。

上記 ( 編集したソング /スタイル / ボイスやMIDI設定など ) 以外のデー
タは、設定を行なった画面またはページから抜けたときに保存されます。

設定を行なった画面またはページから抜けずに電源を切ると、設定した内
容は失われます。

USB記憶装置のバックアップ
保存したUSB記憶装置の万一の事故に備えて、大切なデー
タは予備のUSB記憶装置にバックアップとして保存される

ことをおすすめします。

使用後は、必ず電源スイッチを切りましょう。

* この製品は、JISC 61000-3-2 に適合しています。

イス

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

●データが破損したり失われたりした場合の補償はいたしかねま
すので、ご了承ください。

● 不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。

データの保存

必ず実行 

必ず実行 
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ご使用上のお願いとお知らせ 

■データの著作権に関するお願い  

• ヤマハ(株)および第三者から販売もしくは提供されている音楽/サウンドデータは、私的使用のための複製など著作権法上問題に

ならない場合を除いて、権利者に無断で複製または転用することを禁じられています。ご使用時には、著作権の専門家にご相談

されるなどのご配慮をお願いします。 

• この製品は、ヤマハ(株)が著作権を有する著作物やヤマハ(株)が第三者から使用許諾を受けている著作物を内蔵または同梱して

います。その著作物とは、すべてのコンピュータープログラムや、伴奏スタイルデータ、MIDI データ、WAVEデータ、音声記

録データ、楽譜や楽譜データなどのコンテンツを含みます。ヤマハ(株)の許諾を受けることなく、個人的な使用の範囲を超えて

上記プログラムやコンテンツを使用することについては、著作権法等に基づき、許されていません。 

■製品に搭載されている機能/データに関するお知らせ 

• 内蔵曲は、曲の長さやイメージが原曲と異なる場合があります。 

• この製品には、XGフォーマット以外の音楽/サウンドデータを扱う機能があります。その際、元のデータをこの楽器に最適化し

て動作させるため、オリジナルデータ(音楽/サウンドデータ)制作者の意図どおりには再生されない場合があります。ご了承のう

え、ご使用ください。 

• 本製品には、株式会社リコーのBitmap Fontが使われています。 

• 日本語変換はオムロンソフトウェア(株)のモバイルWnnを使用しています。

"Mobile Wnn" © OMRONSOFTWARE Co., Ltd. 1999 All Rights Reserved. 

• 本製品は、インターネット機能として株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。 

• NetFrontは、株式会社ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標または商標です。 

• 本製品のソフトウェアの一部分に、Independent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。 

• 本体の画面に写真が表示されるHarpsichord、Bandoneon、Hackbrett、Music Box、Dulcimer、Cimbalomは、国立音楽

大学 楽器学資料館からご提供いただいたものです。 

• 本体の画面に写真が表示されるBalafon、Gender、Kalimba、Kanoon、Santur、Gamelan Gong、Harp、Hand Bell、

Bagpipe、Banjo、Carillon、Mandolin、Oud、Pan Flute、Pungi、Rabab、Shanai、Sitar、Steel Drum、Tambraは、

浜松市楽器博物館の所蔵楽器です。 

• (CVP-509/505/503) 本製品はIVL Audio Inc.社より、アメリカ特許5231671、5301259、5428708、5567901

号のライセンスを受けて製造しています。 

• (CVP-509/505) MPEG Layer-3 audio coding technology licensed from Fraunhofer IIS and Thomson.
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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付属品 (お確かめください ) 

■イス(高さ調節付き) 

■ヘッドフォン 

■取扱説明書(本書) 

■データリスト 

■アクセサリー CD-ROM 

■アクセサリー CD-ROM for Windowsインストールガイド 

■保証書 

■ヤマハ オンラインメンバー製品ユーザー登録のご案内
*ユーザー登録の際に必要となるプロダクトIDが記載されています。

この楽器は、以下の規格に対応しています。

GMシステムレベル2
代表的な音色配列フォーマットの1つである「GMシステムレベル１*」を、さらに表現力を高める機能にまで拡張した

フォーマットです。

*多くのMIDI機器がGMシステムレベル1に対応しており、市販のミュージックデータの多くがGMシステムレベル1で作られて
います。

XG
「GMシステムレベル1」をさらに拡張し、豊かな表現力とデータの継続性を可能にしたヤマハの音源フォーマットの音

色配列です。クラビノーバのXG音色グループ内の音色で演奏を録音すると、録音されたデータの音色配列は「XG」に

なります。

GS
ローランド株式会社の音源フォーマットです。ヤマハのXG フォーマットと同様、GMシステムレベル1の仕様に加え、
音色セットやドラムセットの拡張、音色の修正、エフェクトなどの拡張機能を規定しています。

XF
SMF(スタンダードMIDIファイル)をより拡張し、歌詞表示などを可能にしたヤマハ独自のシーケンスフォーマットです。

スタイルファイルフォーマットGE (ギターエディション)
「スタイルファイルフォーマット(SFF)」とは、ヤマハの自動伴奏機能のノウハウを集大成した、伴奏スタイルに関する

フォーマットです。SFF GEは、ギターの表現力をさらに高めた、SFFの拡張フォーマットです。

VH (CVP-509/505/503)
VH (ボーカルハーモニー )は、歌声に適切なハーモニーを自動的に加えるデジタル信号処理技術です。

AEM (CVP-509のみ)
AEMはArticulation Element Modelingの略で、さまざまなアーティキュレーションをエレメント(要素波形)として分

解し、それらを演奏に応じた最適なサウンドに再合成していく技術です。詳しくは、41ページをご覧ください。
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取扱説明書について
この楽器には、以下の説明書が用意されています。

冊子マニュアル

取扱説明書(本書)
クラビノーバの基本機能について説明しています。下記「本書の見かた」をご覧ください。

データリスト
ボイス名、スタイル名などのリストや、MIDIに関する資料が掲載されています。

アクセサリー CD-ROMインストールガイド
付属CD-ROMに収録されているコンテンツ(ソフトウェアなど)の紹介や、ソフトウェアのインストール方法について説明
しています。

電子マニュアル
ヤマハマニュアルライブラリーのウェブサイトからご覧いただけます。インターネットに接続して以下のウェブサイト
を開き、「モデル名から検索」テキストボックスにモデル名(「CVP-509」など)を入力して「検索」をクリックします。

機能詳細編 もっと楽しむCVP
クラビノーバの詳細設定や、自分でスタイル(3章)やソング(4章)を作成する方法について説明しています。

インターネット接続ガイド
インターネットダイレクトコネクション機能(9章)を使用するために、クラビノーバをインターネットに接続する方法を
詳しく説明しています。

MIDI入門
MIDIについての詳細や使いかたを説明しています。

本書の見かた

・この取扱説明書に掲載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる場合があります。
・「MIDI」は社団法人音楽電子事業協会(AMEI)の登録商標です。
・その他、本書に記載されている会社名および商品名などは、各社の登録商標または商標です。

ヤマハマニュアルライブラリー http://www.yamaha.co.jp/manual/

XXX

1

2

1
2

3

XXXXXXXXXXXXXX

その章で説明するボタン
の位置を示しています。 

その章で説明する機能の
概要を紹介しています。 
 

CVP-509の画面を使用
して説明しています。 
(実際の仕様と異なる場
合があります。)

章のタイトルです。
機能の検索にお役立
てください。 

枠で囲まれた説明は、
知っておくと便利な情
報です。 

補足説明や注意事項
が書かれています。 
 

各章の最後で、その章に関連するもっと
進んだ使いかたを紹介しています。 
詳しい説明は、「機能詳細編 もっと楽し
むCVP」(上記)でご覧いただけます。 

<例> ここで説明している機能はCVP-509、505、503 
 にはありますが、CVP-501にはありません。 

特定のモデルにだけ搭載された機能であることを示します。 

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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各
部
の
名
称 
各部の名称 

! [USB TO DEVICE]端子 ...............................101ページ

USB記憶装置を接続します。  

" [音量]ダイアル.................................................... 15ページ

楽器全体の音量を調節します。  

#マイク[シグナル]/[オーバー ]ランプ(CVP-509/505/

503) .................................................................... 97ページ
マイク使用時の入力レベルを確認します。 

$ [デモ]ボタン........................................................ 18ページ
楽器のデモを再生します。  

% [メトロノーム オン/オフ]ボタン...................... 33ページ
メトロノームを鳴らします。 

&トランスポーズボタン ........................................41ページ
半音単位で移調します。 

' [タップ]/テンポボタン ...................................... 51ページ
ソングやスタイルなどのテンポを調節します。 

(スタイルコントロールボタン ............................ 47ページ
スタイルを選んだり、スタイル再生をコントロールした
りします。 

) [ミュージックファインダー ]ボタン ................70ページ

弾きたい曲を検索します。  

* [画面コントラスト]つまみ(CVP-503/501)... 17ページ

画面の明暗比を調節します。 

+ [ミキサー ]ボタン ............................................... 84ページ

鍵盤パート間やソング/スタイルチャンネルごとの、
音量バランスや音色調節をします。  

, [チャンネル オン/オフ]ボタン.....53ページ、60ページ
パートのオン/オフを設定したりします。  

-画面コントロール................................................ 20ページ
画面の表示内容を操作します。  

. [USB]ボタン................................. 25ページ、80ページ

USB記憶装置内のデータを選んだり、CVP-509/
505/503ではオーディオ録音/再生機能を使用します。 

/ [ファンクション]ボタン
(「機能詳細編もっと楽しむCVP」参照)

詳細設定を行ないます。 

0 鍵盤パートオン/オフボタン .............................39ページ

鍵盤パートをオン/オフします。 

1 [インターネット]ボタン.....................................90ページ

楽器を直接インターネットに接続します。 

2 ソングコントロールボタン ................................56ページ

ソングを選んだり、再生したりします。 

3 [ピアノリセット]ボタン.....................................30ページ

ピアノの音をすぐに呼び出します。 

4 レジストレーションメモリーボタン.................77ページ

パネル設定を保存します。 

5 ボイスコントロールボタン ................................37ページ

ボイスを選びます。 

6 ワンタッチセッティング(OTS)ボタン.............52ページ

スタイルに連動して最適なパネル設定を呼び出します。 

7 [ボイスエフェクト]ボタン.................................43ページ

ボイスにさまざまなエフェクトをかけます。 

8 電源ボタン ......................................................14ページ

電源をオン/オフします。 

9 ドラムキットアイコン........................................40ページ

スタンダードキット1を選んだときに、各鍵盤に割り当
てられる打楽器のイラストです。

! "

$

% &

+

,

-

*

'
)

(

操作パネル （CVP-503/501） 

#

A-1 B-1 C0 D0 E0 F0 G0 A0 B0 C1 D1 E1 F1 G1 A1 B1 C2 D2 E2 F2 G2 A2 B2 C3 D3 E3
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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譜面立て
15ページ

キーカバー
14ページ

端子パネル
94ページ

譜面止め
15ページ

鍵盤ガイドランプ
61ページ

電源ボタン
14ページ

ペダル
32ページ

譜面立て
15ページ

譜面止め
15、16ページ

鍵盤ガイドランプ
61ページ

電源ボタン
14ページ

ペダル
32ページ

端子パネル
94ページ

キーカバー
14ページ
CVP-509/505/503/501取扱説明書 13  
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ご使用前の準備

　　 

1 電源コードを接続します。
最初に本体側のプラグを差し込み、次にコンセント側(家庭用AC100V)のプラ

グを差し込みます。 

2 キーカバーを開けます。 

3 電源ボタンを押して電源を入れます。
本体パネル中央の画面に表示が現れます。また、本体前面左の電源ランプが点灯

します。

電源オン

1-1 1-2
CVP-509/505 CVP-503/501

キーカバーを開閉するときは、両手
で静かに行ない、途中で手を離さな
いでください。また、ご自分や周り
の方、特にお子様などが、キーカ
バーの端と本体の間に手や指をはさ
まないようご注意ください。

注意 

キーカバーを開けるとき、キーカ
バーの上に金属や紙片などを置かな
いでください。
本体の内部に落ちて取り出せなくな
り、感電、ショート、発火や故障な
どの原因になります。

注意 

手や指をはさまないように注意 

本体正面のくぼみに手を掛け、 
キーカバーを持ち上げます。 

少し持ち上げて、奥へ押し込みます。 

手や指をはさまないように注意 

CVP-501CVP-509/505/503

電源ランプが点灯
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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4 [音量]ダイアルで音量を調節します。

鍵盤を弾いて音を出しながら調節してください。 

5 使い終わったら、電源ボタンを押して電源を切ります。
画面の表示が消え、本体前面左の電源ランプも消灯します。 

6 キーカバーを閉めます。

(CVP-509/505/503)
譜面立てを手前に起こします(一定の位置で止まります)。

譜面止めを使うと、譜面立てに置いた楽譜のページを固定できます。

譜面立てを倒すときは、中央部を持ち上げてから、回転させるようにゆっくり戻します。

電源を切った状態でも微電流が流れ
ています。楽器を長時間使用しない
ときは、必ずコンセントから電源プ
ラグを抜いてください。

注意 

手や指をはさまないように注意 手や指をはさまないように注意 

本体パネル上部の金属部分を持ち、 
キーカバーを閉めます。 

手前に引いて、静かに下ろします。 
CVP-501CVP-509/505/503

譜面立てを使う
譜面立てを立てるとき/倒すときは、
途中で手を離さないでください。

注意 

譜面止め 

譜面立てを倒す前に、譜面止めを下
ろしてください。譜面立てと譜面止
めの間に指をはさみ、お客様がけが
をするおそれがあります。

注意 

手や指をはさまないように注意 

譜面止めは下ろしておく 
CVP-509/505/503/501取扱説明書 15   
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(CVP-501)

譜面立てを手前に起こし、裏にある左右2つの金具を下ろしたあと、譜面立てを戻します。

譜面立てを倒すときは、譜面立てを手前に起こし、裏にある左右2つの金具を上げたあ
と、手を添えながらゆっくり戻します。

ヘッドフォンを使う場合は、楽器本体底面の左側にある[PHONES]端子に接続します。

接続端子は2つありますので、ヘッドフォンを2本接続して2人で演奏を楽しむこともで
きます。1本だけ接続する場合は、どちらの端子を使っても構いません。

ヘッドフォンハンガーを取り付ける

本体には、取り付け式のヘッドフォンハンガーが同梱されています。ヘッドフォンハン
ガーを取り付けると、本体にヘッドフォンを掛けられます。

付属のネジ(4×10mm) 2本で、図のように取り付けてください。

譜面立ては、金具が固定されない位
置で使用または放置しないてくださ
い。

注意 

ヘッドフォンを使う

CVP-501

標準フォーンプラグ 

MIN MAX

INPUT MIC. MIC. LINE PHONESVOLUME LINE IN

CVP-509/505/503

大きな音量で長時間ヘッドフォンを
使用しないでください。聴覚障害の
原因になります。

注意 

ヘッドフォンハンガーにヘッドフォ
ン以外のものを掛けないでくださ
い。本体またはヘッドフォンハン
ガーが破損する場合があります。

注意 CVP-503/501CVP-509/505
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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画面に表示されるメッセージ、ファイル名などの言語を指定します。 

1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] OWNER 

2 [4 ▼▲]/[5 ▼▲]ボタンで、言語を選びます。

画面の左上にある[画面コントラスト]つまみを回して、画面のコントラストを調整します。

画面に表示される言語を切り替える

2

1

この取扱説明書では、設定画面を表
示させるための操作手順を「→」で
表記しています。

画面のコントラスト(明暗)を調整する

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

(CVP-509/505)
視認性の高い画面ですので、コント
ラストを調整する必要はありません。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 17  
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用
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備 
オープニング画面(電源を入れたときに表示される画面)に、あなたの名前を表示できます。 
1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] OWNER 
2 [I] (OWNER NAME)ボタンを押して、名前入力用の画面を表示させます。

文字の入力方法は、27ページを参照してください。

デモでは、ソングを再生するだけでなく、クラビノーバの持つさまざまな機能や魅力を

画面で説明します。クラビノーバでどんなことができるのか見てみましょう。 

1 [デモ]ボタンを押して、デモをスタートさせます。

デモは、ストップするまで繰り返し再生されます。

オープニング画面にオーナーネーム
(OWNER NAME)を表示する

(CVP-509/505)
手順2で[J] (MAIN PICTURE)を押
すと、メイン画面の背景を変えるこ
とができます。

楽器のバージョンを確認する

手順1の画面で[7 ▲▼]/[8 ▲▼](VERSION)ボタンを押すと、楽器のバージョンが表示されます。

バージョン表示を閉じるには、[戻る]ボタンまたは[8 ▲▼]ボタンを押します。

デモを見る
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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2 [7 ▲▼]/[8 ▲▼]ボタンを押して、デモのメニューを表示させます。 

3 [A]～[D]ボタンで、説明を見たいメニューを選びます。
[E]ボタンを押すと、手順2の画面に戻ります。

選んだメニューにさらに番号が付いた項目がある場合、該当する番号の[ ▲▼]ボ
タンで見たい項目を選びます。 

4 [戻る]ボタンを何度か押して、デモ画面を抜けます。

3

2

お持ちの機種によって、デモメ
ニューに表示される内容は異なりま
す。

一つ前の画面に戻るには、[戻る]ボ
タンを押します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 19   
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ご
使
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前
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備 
画面に表示された内容は、画面の周辺にあるボタンで選択/設定できます。

[A] ～ [J] ボタン

ボタンの横に表示されている項目を選びます。 

■ 例1 

■ 例2

画面の操作方法

[A]～[E]ボタン(下記参照)

タブ切替 [ E][ F]ボタン
(21ページ)

[1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタン(21ページ)

[ダイレクトアクセス]ボタン
(23ページ)

[データダイアル]/[エンター ]ボタン
(21ページ)

[戻る]ボタン(22ページ)

[F]～[J]ボタン(下記参照)

ファイル選択画面(25ページ)の場合、選びたいファイルに対応した
[A]～[J]ボタンを押します。

[A]/[B]ボタンでカーソル
を上下させます。

[C]、[D]、[H]、[I]ボタン
のそれぞれに対応する項目を
設定します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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タブ切替 [ E][ F] ボタン

画面の中に複数のページ(タブ)がある場合、このボタンで切り替えます。

[1 ▲▼] ～ [8 ▲▼] ボタン

ボタンの上に表示された項目を選んだり、設定値を増減させたりします。

[ データダイアル ]/[ エンター ]ボタン

画面に表示されている内容によって、2つの使い方があります。 

■ ファイル(ボイス、スタイル、ソングなど)を選ぶ

ファイル選択画面(25ページ)では、[データダイアル]で目的のファイル(ボイスなど)を選び、[エンター ]ボタンで決
定します。

この列に表示された項目は、
[1 ▲]～[8 ▲]ボタンで選び
ます。

この列に表示された項目は、
[1 ▼]～[8 ▼]ボタンで選び
ます。 スライダーやノブの形状の

設定項目は、[ ▲▼]ボタン
で値を調整します。

複数の選択肢を、
[ ▲▼]ボタンで切り替
えます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 21  
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■ 設定値を変更する

設定項目が画面の下に表示されている場合、変更したい項目を[1  ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで選んだあと、[データダイア
ル]を回して設定値を変更します。

テンポやトランスポーズを設定する場合にも、[データダイアル]を使って同様に値を変更できます。たとえば、テンポ

[＋]または[－]ボタンを押すと画面中央にテンポ画面が表示されるので、[データダイアル]で値を設定して[エンター ]
ボタンでテンポ画面を閉じます。

[ 戻る ] ボタン

1つ前の画面に戻ります。[戻る]ボタンを何度も押し続けると、メイン画面(24ページ)に戻ります。

操作中、画面にメッセージが表示されることがあります。メッセージが表示されたら、対応するボタンを押してください。

画面に表示されるメッセージの操作方法

変更したい項目を[1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで選ぶ

[データダイアル]で値を調整する
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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ダイレクトアクセス機能を使って、目的の画面をすばやく表示させることができます。 
1 [ダイレクトアクセス]ボタンを押します。

画面に、目的のボタンを押すように促すメッセージが表示されます。 
2 表示させたい設定画面に対応したボタン(またはペダル)を押します。

押したボタン(またはペダル)に関連のある画面が表示されます。
たとえば、[ガイド]ボタンを押すと、ガイドモードが選べる画面が表示されます。

ダイレクトアクセスできる機能については、別冊データリスト「ダイレクトアクセス一覧表」をご覧ください。

目的の画面をすばやく表示させる(ダイレクトアクセス)
CVP-509/505/503/501取扱説明書 23  
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ご
使
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前
の
準
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電源を入れたあとに表示される画面がメイン画面です。メイン画面を見れば、今どのボ

イスを選んでいるか、どのスタイルを選んでいるかなど、パネルの設定状態がひとめで
わかります。演奏中に表示させておくと便利です。

1ボイス名
右手1、右手2、左手パートで選ばれているボイスが表示されます(37ページ)。

ボイス名に対応する[A]～[C]、[F]～[I]ボタンを押すと、各パートのボイス選択画面
が開きます。

2スタイル情報
選ばれているスタイルの名前、拍子、テンポが表示されます。[D]ボタン(CVP-

509/505/503)、または[1 ▲▼]～[4 ▲▼]ボタン(CVP-501)を押すと、スタイル
選択画面(47ページ)が開きます。

3コード名
スタイルがオンの場合は、コード鍵域で押さえたコード名が表示されます。

コードデータが入っているソングの再生中は、ソングのコード名が表示されます。

4ソング情報

選ばれているソングの名前、拍子、テンポが表示されます。[I]ボタン(CVP-509/
505/503)、または[5 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタン(CVP-501)を押すと、ソング選択画面

(56ページ)が開きます。

5レジストレーションメモリーのバンク名

選ばれているレジストレーションメモリーのバンク名、レジスト名(CVP-509/
505/503)が表示されます。[J]ボタンを押すと、バンク選択画面(78ページ)が開き

ます。

6音量バランス

各パートの音量バランスが表示されます。CVP-501では、[C]ボタンを押すことで、
音量バランスの画面が開きます。

[1  ▲▼]～[7 ▲▼]ボタンで、各パートの音量バランスを調節します。

7トランスポーズ

半音単位のトランスポーズ量が表示されます(41ページ)。

8テンポ/小節

ソングまたはスタイルの、テンポと再生位置(小節数-拍数)が表示されます。

9USBオーディオ情報(CVP-509/505/503)
選択中のオーディオデータの情報(ファイル名や再生時間など)が表示されます。録音

中は、「REC」と表示されます。

)レジストレーションシーケンス

レジストレーションシーケンス(79ページ)がオンの場合、レジストレーションメモ
リーの順番が表示されます。

メイン画面の見かた

CVP-509 CVP-501  

1

9

5

4

6

7 )

)
8

2

3

1

5

4

7

8

2

3

6

CVP-509/505/503 CVP-501

[ダイレクトアクセス]ボタンを押し
てから[戻る]ボタンを押すと、どの
画面からでもすぐにメイン画面に戻
れます。

ボイス名に対応するボタンは、機種
によって異なります。
レフトホールド(44ページ)がオン
のときは、ボイス名の欄に「H」が
表示されます。

音量バランス画面が選ばれていない
とき(チャンネルON/OFF画面が選
ばれているとき)は、[戻る]ボタンを
押します。

レジストレーションシーケンスにつ
いては、インターネット上の「機能
詳細編もっと楽しむCVP」をご覧
ください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  



ご
使
用
前
の
準
備 
選択画面は、ボイスやスタイルなどさまざまなデータを選ぶための画面です。ボイスコ

ントロールボタンやスタイルボタン、ソング選択ボタンなどを押したときに表示されま
す。

1データの保存場所
「プリセット」を選ぶと、楽器にあらかじめ内蔵されているデータが表示されます。

「ユーザー」は、自分で作ったデータが保存できる領域です。「ユーザー」を選ぶと、
以前に作成(録音)したデータが表示されます。

「USB」を選ぶと、USB記憶装置(USBフラッシュメモリー/フロッピーディスクな
ど)に入っているデータが表示されます。「USB」は、USB記憶装置が[USB TO

DEVICE]端子に接続されている場合のみ表示されます(101ページ)。

2 データ(ファイル)一覧

画面上で選ぶことのできるファイルが表示されています。選べるファイルが多い場合
は、一覧の下に、画面のページを表す「P1」「P2」などが表示されるので、違う

ページを選ぶこともできます。ページが多くなると、「次へ」｢前へ｣などと表示され
ることもあります。

3ファイル/フォルダーを操作するメニュー

データの保存やコピー、移動、削除などを行なうメニューです。また、ファイルに名
前を付け直したり、フォルダーを作ってファイルの場所を管理したりもできます。

操作方法は65～68ページをご覧ください。

選択画面の見かた

3

2

1

この取扱説明書では、このページ以
降、USBフラッシュメモリー /フ
ロッピーディスクなどを総称して
「USB記憶装置」と表記しています。

楽器内では、データは「ファイル」
として保存されています。

USB記憶装置の中のファイルを選
ぶときには、[USB]ボタンを押した
あと画面上でファイルの種類を選べ
ば、ファイル選択画面の「USB」
が開かれます。
[USB]→ [A]ソング/[B]スタイル/
[C]レジスト/[F]ボイス
CVP-509/505/503/501取扱説明書 25  
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フォルダーを閉じてひとつ上の階層を表示させる

内蔵のデータ(ファイル)は、いくつかまとめて「フォルダー」に入れられています。また、自分で

作成したファイルも、フォルダーを作って整理することができます(66ページ)。

現在表示されている(開かれている)フォルダーを閉じてひとつ上の階層を表示させるには、[8 ▲]

(上へ)ボタンを押します。

内蔵ボイス選択画面の例
内蔵のボイスは、カテゴリー別のフォルダーに収められています。

この画面に表示されているフォルダーに
は、ボイスがカテゴリー別に納められて
います。この画面は、フォルダーの中を表示さ

せている状態です。
[8 ▲] (上へ)ボタンを押すと、ひとつ上
の階層が表示されます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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ファイル/フォルダーに名前を付けたり、ミュージックファインダーやウェブページの

キーワードを入力したりするときの、文字の入力方法をご説明します。文字入力は、下
記のような入力画面で行ないます。 

1 [1 ▲]ボタンを押して、文字種を切り替えます。

画面を日本語表示にしている場合は、下記の文字種を選べます。

かな漢 ........... ひらがな(漢字変換)、全角記号

カナ ............... 全角カタカナ、全角記号
ｶﾅ ................... 半角カタカナ、半角記号

ＡＢＣ ........... 全角アルファベット(大文字、小文字)、全角数字、全角記号
ABC ..............半角アルファベット(大文字、小文字)、半角数字、半角記号

画面を日本語以外の言語表示にしている場合は、下記の文字種を選べます。
CASE............ 半角アルファベット(大文字)、半角数字、半角記号

case .............半角アルファベット(小文字)、半角数字、半角記号 

2 [データダイアル]で、文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。 

3 [2 ▲▼]～[6 ▲▼]、[7 ▲]ボタンで、文字や記号を入力します。

入力した文字を確定する場合、文字を表示したあとでカーソルを移動させたり、
別の文字入力ボタンを押したりします。

詳しくは、28ページの「文字入力中の操作」をご覧ください。 

4 [8 ▲] (OK)ボタンを押して、入力した文字列(名前/キーワードなど)を確定します。

文字を入力する

1 4

3

2

入力画面によって、使用できない文
字種があります。

インターネット環境設定画面などで
は、画面を日本語表示にしていて
も、文字種で「CASE/case」を選
べることがあります。

ひとつのボタンにはいくつかの文字が割り当てられています。
ボタンを繰り返し押して、文字を切り替えます。

サイトでパスワードを入力したり、
無線LANで暗号キーを入力したり
する場合は、入力した文字列が「*」
に置き換わります。

ファイル名は半角で41文字(全角
20文字)、フォルダー名は半角で
50文字(全角25文字)まで入力でき
ます。

途中で文字入力を中止する場合は、
[8 ▼] (CANCEL)ボタンを押します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 27  
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文字入力中の操作 

■ 文字を消す

[データダイアル]で消したい文字にカーソルを移動させ、[7 ▼] (DELETE)ボタンを
押します。入力した文字列を一度に消したいときは、[7  ▼] (DELETE)ボタンを押し

続けます。 

■ 濁点(゛)/半濁点(゜)を入力する

濁点/半濁点などを付けたい文字を入力し、文字を確定する前に[6 ▼]ボタンを押します。 

■ 記号やスペース(空白)を入力する 

1 文字を確定したあとで[6 ▼]ボタンを押して、記号一覧を表示させます。 

2 [データダイアル]で入力したい記号/スペースにカーソルを移動させ、[8 ▲] (OK)ボ
タンを押します。 

■ 漢字に変換する(文字種: かな漢)
入力した文字列が反転表示されているときに[1  ▲] (変換)または[エンター ]ボタンを

何度か押して、変換候補を表示させます。[データダイアル]で、漢字変換する範囲を
変えられます。目的の漢字が表示されたら、[1  ▼] (確定)または[8 ▲] (OK)ボタンを

押します。

変換中に[7  ▼] (DELETE)ボタンを押すと、ひらがなに戻ります。

変換中に[8  ▼] (CANCEL)ボタンを押すと、変換中の文字列がすべて消去されます。 

■ ファイル名の左に表示されるアイコンを変える 

1 [1 ▼] (ICON)ボタンを押して、アイコン画面を表示させます。 

2 [A]～[J]ボタン、[3 ▲▼]～[5 ▲▼]ボタン、または[データダイアル]で、

アイコンを選びます。

アイコン画面は何ページかに分かれています。ページをめくるときは、タブ切替

[ E][ F]ボタンを押します。 

3 [8 ▲] (OK)ボタンを押して、選んだアイコンを確定します。

いちばん右の鍵盤(C7)を押しながら電源を入れます。インターネット環境設定などを除

く設定が、初期状態に戻ります。

特定の設定だけを工場出荷時の状態に戻したり、お気に入りの設定を自分だけの初期化
ファイルとして保存しておいて必要なときに呼び出すこともできます([ファンクション]

→ [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] SYSTEM RESET)。
詳しくは、ウェブサイト上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」をご覧ください。

文字種が「かな漢」「カナ(全角)」
「ｶﾅ(半角)」以外の場合や、濁点や
半濁点が付かない文字を入力した直
後は、文字入力を確定する前に
[6 ▼]ボタンを押しても記号一覧が
表示されます。

アイコン選択を中止するときは、
[8 ▼] (CANCEL)ボタンを押しま
す。

設定を工場出荷時の状態に戻す(初期化)

C7

B6の鍵盤を押しながら電源を入れ
ると、レジストレーションメモリー
(77ページ)だけが初期化されます。

インターネット環境設定を工場出荷
時の状態に戻すには、[インター
ネット]→ [5 ▼] 環境設定→ [A]
接続設定→ [E] 設定初期化を選び
ます。
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本体の「ユーザー」ドライブ内のすべてのデータ(プロテクトソングは除く)と、イン

ターネット設定を含むすべての設定を、バックアップとしてUSB記憶装置に保存しま
す。

本体に保存したデータの万一の事故に備えて、大切なデータはUSB記憶装置にバック
アップとして保存することをおすすめします。 

1 バックアップ先のUSB記憶装置を、楽器本体に挿入/接続します。 
2 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] OWNER 

3 [D] (BACKUP)ボタンを押して、バックアップ先のUSB記憶装置に保存します。

バックアップしたデータを楽器に再読み込み(リストア)する際は、この画面で[E]
(RESTORE)ボタンを押します。いったん画面が消え楽器が再起動します。

データのバックアップ

USB記憶装置の取り扱いについて
は、はじめに「USB記憶装置を接
続する」(101ページ)をお読みくだ
さい。

2

3

「ユーザー」画面に保存したプロテ
クトソングは、リストアの前に移動
させてください。移動させないとリ
ストアしたときに失われます。

ボイス、ソング、スタイル、レジス
トレーションメモリーについては、
ファイルごとにUSB記憶装置にコ
ピーすることで、個別にバックアッ
プとして保存できます(67ページ)。

ミュージックファインダーのレコー
ド、エフェクト、MIDIテンプレー
ト、システムファイルについては、
[ファンクション] → [J] UTILITY
→ タブ切替[ E][ F] SYSTEM
RESETの画面で個別にバックアッ
プとして保存できます。詳しくは
「機能詳細編もっと楽しむCVP」を
ご覧ください。

注意 

バックアップ/リストアは、完了す
るのに数分かかります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 29  
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1

クラビノーバでピアノ曲を演奏する

クラビノーバでは、ワンタッチでピアノの音を呼び出せ、ペダルを使用してアコースティックピアノと同様の演奏がで
きます。また、ピアノ演奏に役立つメトロノーム機能も搭載されています。

電源を入れた直後のクラビノーバは、ピアノの音が鳴る状態になっています。

また、パネルがどんな設定になっていても、ワンタッチでピアノの設定に戻せます。

[ピアノリセット]ボタンを押します。

ピアノ設定を固定する

ピアノ設定を固定(ピアノロック)すると、本体パネルのボタンを押しても設定が切り替
わらず、ずっとピアノ設定のまま維持することができます。たとえば演奏会でピアノ演

奏をしているときにあやまって別の音を鳴らしてしまう、などのハプニングを防ぎます。 

1 [ピアノリセット]ボタンを3秒以上押し続けます。
画面にメッセージが表示されます。 

2 [F] (OK)ボタンを押して、ピアノ設定を固定します。

ピアノロックを解除するには、もう一度[ピアノリセット]ボタンを3秒以上押します。

ピアノの音を呼び出す
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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1

鍵盤を弾く強さを変えたときの、音の強弱の付き方(タッチ感度)を変えられます(鍵盤自

体の重さが変わるわけではありません)。選んだ設定は、ピアノ以外の音色を選んだ場合
にも共通で有効となります。 
1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [D] CONTROLLER → タブ切替[ E][ F] KEYBOARD/
PANEL → [A] 1 INITIAL TOUCH 

2 [1 ▲▼]/[2 ▲▼]ボタンで、鍵盤のタッチ感度を選びます。

HARD 2 ..........重いタッチです。強く弾かないと大きな音が出ません。

HARD 1 .......... HARD 2とNORMALの中間のタッチです。

NORMAL......... 標準的なタッチです。

SOFT 1............ SOFT 2とNORMALの中間のタッチです。

SOFT 2............ 軽いタッチです。弱く弾いても大きな音が出ます。

鍵盤のタッチ感度を変える

2

音に強弱を付けたくないときは、
[5 ▼]～[7 ▼]ボタンを押して、鍵盤
パート(39ページ)ごとにタッチを
オフにし、音量を[4 ▲▼]ボタンで
調節します。

楽器音(ボイス)によっては、音に強
弱が付かないものもあります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 31  
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1

クラビノーバには3本のペダルが付いています。 

■ ライトペダル(ダンパーペダル)

このペダルを踏むと、鍵盤から指を離しても音を長く響かせることができます。
ライトペダルはハーフペダル機能に対応しています。 

■ センターペダル(ソステヌートペダル)
ピアノボイスを選んでいるときにこのペダルを踏むと、ペダルを踏んだときに押さえ

ていた鍵盤の音だけを、鍵盤から指を離しても長く響かせることができます。ペダル
を踏んだあとに弾いた音には効果はかかりません。ピアノボイス以外を選んだときに

は、その音色にふさわしい機能が割り当てられます。 

■ レフトペダル
ピアノボイスを選んでいるときにこのペダルを踏むと、ボリュームがわずかに下がり、

音の響きが柔らかくなります。ピアノボイス以外を選んだときには、その音色にふさ
わしい機能が割り当てられます。

ペダルを使う

CVP-509/505 CVP-503/501

レフトペダル 

センターペダル 

ライトペダル 

レフトペダル 

センターペダル 

ライトペダル 

ハーフペダル機能とは
ペダルを踏んで音が響きすぎたと
き、踏み込んだ状態からペダルを少
し戻して音の響きを抑える(音の濁
りを減らす)機能です。

ストリングスやブラスなどの持続音
系のボイスでは、ライトペダルやセ
ンターペダルを踏むと、音が減衰せ
ずに、持続して鳴り続けます。

ライトペダル/センターペダルは、
ドラムキットなどの打楽器系ボイス
には機能しません。

ここでライトペダルを踏むと、
このとき押さえていた鍵盤と、そのあと
弾いた音すべてが長く響く。 

�� � �� ��

ここでセンターペダルを踏むと、
このとき押さえていた鍵盤の音だけが
長く響く。 

�� � �� ��

レフトペダル効果の深さは調節でき
ます。
ボイス選択画面→ [6 ▲] ボイス
セット→タブ切替[ E][ F]
CONTROLLER→ [A]/[B] LEFT
PEDAL
詳しくは、「機能詳細編もっと楽し
むCVP」をご覧ください。

ペダルにいろいろな機能を割り当てる

クラビノーバの3本のペダルと別売のフットコントローラー /フットスイッチには、ソングをスタート/
ストップしたり、スーパーアーティキュレーションボイスのコントロールとして使ったりなど、いろい
ろな機能を割り当てて使うこともできます(100ページ)。
ペダルに機能を割り当てておいた場合でも、[ピアノリセット]ボタンを押すと、上記の設定に戻ります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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1

メトロノーム[オン/オフ]ボタンで、メトロノームをスタート/ストップできます。正確
なテンポで練習したいとき、また、実際のテンポを音で確かめたいとき、メトロノーム

をお使いください。

メトロノームのテンポを調節する 

1 テンポ[－]または[＋]ボタンを押して、画面中央にテンポ画面を表示させます。 

2 テンポ[－]/[＋]ボタンで、テンポを調節します。
ボタンを押し続けることによって値が連続的に変わります。また、[データダイ

アル]でテンポを調節することもできます。
テンポ[－]/[＋]ボタンを同時に押すと、テンポは初期値に戻ります。 

3 [戻る]ボタンを押して、テンポ画面を閉じます。
[戻る]ボタンを押さずにいると、数秒後に自動的にテンポ画面が閉じます。

メトロノームを使う

テンポ画面の数値は、1分間に刻ま
れる4分音符の回数です。

メトロノームの拍子や音量などを変
えることもできます。
[ファンクション] → [J] UTILITY
→ タブ切替[ E][ F] CONFIG 1
→ [B] 2 METRONOME
詳しくは「機能詳細編もっと楽し
むCVP」をご覧ください。
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1

iAFCとは、クラビノーバから出る音に生楽器のような奥行き感を持たせる機能です。
ステージ上で演奏したときの音の響きや残響音、グランドピアノのダンパーペダルを踏

んだときのような弦の共鳴効果などが体験できます。 

1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [H] iAFC SETTING 
2 [D]ボタンを押して、iAFCをオンにします。 

3 [3 ▲▼]～[6 ▲▼]ボタンで、iAFCのかかり具合を調整します。
かかり具合は、0 (浅い)～127 (深い)で調節できます。

音に奥行き感を持たせる(iAFC)

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

iAFCがオンのときは、クラビノー
バの背面に付いているスピーカーを
ふさがないでください。このスピー
カーをふさぐとiAFCの効果を最適
にできません。

iAFCには、ハウリングに対する安
定化を図るために、当社のEMR
(Electronic Microphone
Rotator)技術が使われています。

注意 

[3 ▲▼]/
[4 ▲▼]

DYNAMIC DAMPER
EFFECT
(ダイナミックダンパー
エフェクト)

グランドピアノのダンパーペダルを踏んだときのような、
弦の共鳴効果が得られます。内蔵マイクは使用せず、
クラビノーバ内部の音を信号処理して疑似的な音の広が
りを作り出しています。

[5 ▲▼]/
[6 ▲▼]

SPATIAL EFFECT
(スペーシャルエフェクト)

内蔵マイクで拾ったクラビノーバの音を信号処理して背
面スピーカーから出すことにより、奥行き感のある立体
的な響きを作り出します。初期設定は0 (効果なし)に
なっています。
浅い設定では、生楽器(グランドピアノなど)が持つ楽器
の響きを、仮想的なサウンドボード(共鳴板)によって作
り出します。深い設定では、ステージ上で演奏したとき
の音の響きや残響音、合奏者の楽器の響きを表現し、
ステージで合奏している雰囲気を味わえます。

3
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4 (手順3でSPATIAL EFFECTを0以外に設定した場合) [I] (MIC

CALIBRATION)ボタンを押します。
iAFCの効果をキャリブレーション(自動調整)する画面が表示されます。 

5 [G] (CALIBRATION START)ボタンを押して、自動調整を開始します。
部屋の環境に合わせて、iAFCの感度や特性が最適になるよう、自動で調整され

ます。
自動調整が始まると、テストサウンド(ノイズ)が約5秒間鳴ります。この間は、

本体の周りで音を出さないようにしてください。

ヘッドフォンを使用している場合、
iAFCの効果を自動調整する前に、
ヘッドフォンを端子から抜いてくだ
さい。

5

手順4の画面で[J] (BASIC
SETTING)ボタンを押すと、自動調
整の結果が消去され、基本設定に戻
ります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 35   
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1

クラビノーバのお手入れ
クラビノーバをいつまでもきれいに保つため、下記のお手入れ
を定期的に行なうことをおすすめします。 

■ 本体やイスのお手入れ 

● 乾いたガーゼやネルのような柔らかい布や、水を固く絞った柔らかい布で拭いてください。 
   鍵盤の頑固な汚れには「エレクトーン・クラビノーバ用鍵盤クリーナー」をお使いください。 

 

 
 

 (つや出しモデルの場合)本体にほこりや手あかが付いた場合は、乾いたガーゼやネルのような柔らか
い布で軽くふき取ってください。強く拭くと、ほこりの粒子で本体の表面に傷がつく場合があります。
つやを保つためには、ユニコンをピアノクロスに含ませてムラなく拭き、別の布で伸ばすように磨き上げ
ます。 ユニコンは楽器店などでお買い求めいただき、使用上の注意をよくご確認のうえご使用ください。 

 
● 本体やイスのネジは、定期的に締め直してください。 

■ イスの高さ調節 

 ハンドルを時計回りに回すと高くなります。(ご購入時には、ハンドルは固めに設定されています。)

■ ペダルのお手入れ 

 ペダルは一般的なアコースティックピアノ同様経年変化によって変色することがあります。 
 その際はピアノ用コンパウンドを楽器店などでお買い求めいただき、使用上の注意をよくご確認の 
 うえご使用ください。 

■ 調律 

 調律の必要はありません。電源を入れるといつでも正しいピッチ(音の高さ)でお使いいただけます。 

■ 引っ越しの際の運搬方法 
 通常の荷物と一緒にお運びいただけます。組み立てた状態でも、組み立て前の部品に分解した状態 
 でも問題ありませんが、本体は立てかけたりせず、必ず水平に置いてお運びください。また、大きな 
 振動、衝撃を与えないでください。組み立てた状態でお運びいただいた場合は、設置の際、各部の 
 ネジのゆるみを確認し、ゆるんでいる場合は締め直してください。 
  
 (CVP-509のみ)本体を移動したあとでiAFC機能(　　　　　)の効果を最適にするために、以下の 
 ことを行なってください。 
 ● 本体の背面を壁から10cm以上離してください。 
 ● (スペーシャルエフェクト使用時) iAFCの自動調整を行なってください(　　　　　)。 

注意  ベンジンやシンナー、洗剤、化学ぞうきんなどは使用しないでください。変色/変質の原因になります。 

クラビノーバのお手入れ

34ページ

34ページ
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いろいろな楽器音で演奏する(ボイス)

クラビノーバでは、ピアノのほかに、弦楽器、管楽器など

のボイス(楽器音)を選んで弾くことができます。 

1 メイン画面で[A]/[B]/[F]/[G](右手1)ボタンを押して、右手1パートを選択し
ます。

鍵盤パートオン/オフボタンで[右手1]だけが点灯していることをご確認くださ
い。 

2 ボイスコントロールボタンの1つを押してボイスカテゴリーを選びます。

内蔵のボイスは、カテゴリー別に分けられています。パネルのボイスコントロー

ルボタンは、内蔵ボイスのカテゴリーを表します。たとえば、[ストリングス]ボ
タンを押すと、画面にチェロやバイオリンなど、たくさんのストリングス(弦楽

器)ボイスが表示されます。

内蔵のボイスを選んで弾く

パートについては、39ページをご
覧ください。

ボイスコントロールボタンについて
は、40ページをご覧ください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 37  
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3 [A]～[J]ボタンでボイスを選びます。

[1  ▲]～[5 ▲]ボタンを押すか、手順2で選んだボイスコントロールボタンをもう
一度押すと、画面のページを切り替えられます。 

4 鍵盤を弾いてみましょう。

2つのボイスを重ねて鳴らす 

1 鍵盤パートオン/オフ[右手1]ボタンが点灯していることを確認します。 
2 鍵盤パートオン/オフ[右手2]ボタンを押して、右手1パートに右手2パートを重

ねます。 

3 ボイスコントロールボタンの1つを押してボイスカテゴリーを選ぶと、右手2

パートのボイス選択画面が表示されます。 
4 [A]～[J]ボタンでボイスを選びます。 
5 鍵盤を弾いてみましょう。

ボイス名の上には、「Natural!」な
どボイスの特徴が表示されるものが
あります。ボイスの特徴について
は、40ページや「機能詳細編 もっ
と楽しむCVP」をご覧ください。

(CVP-509/505) [7 ▲] (情報)ボタ
ンを押すと、選んだボイスの情報画
面が開きます(ボイスによっては、
情報画面がないものもあります)。
情報画面を閉じるには、[戻る]ボタ
ンを押します。

ボイスの特徴がわかる演奏を聞く

[8 ▼] (デモ)ボタンを押すと、選ばれているボイスのデモ演奏がスタートします。もう一度[8 ▼]
ボタンを押すと、デモ演奏は止まります。

ボイスコントロールボタンだけで右手1、右手2パートのボイスを選ぶ

パネルのボイスコントロールボタンを使って、右手1パートと右手2パートのボイスをすばやく設定
できます。
ボイスコントロールボタンの1つを押しながら、別のボイスコントロールボタンを押すと、最初に
押したボタンに対応したボイスが右手1パートに、あとに押したボタンに対応したボイスが右手2
パートに設定されます。

この設定をレジストレーションメモ
リーに保存しておくことができま
す。77ページをご覧ください。
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鍵域を左右に分けて別々のボイスで弾く 

1 鍵盤パートオン/オフ[右手1]/[右手2]ボタンのいずれか(または両方)が点灯して

いることを確認します。 
2 鍵盤パートオン/オフ[左手]ボタンを押して、右手パートと左手パートが同時に

鳴るようにします。 

3 ボイスコントロールボタンの1つを押してボイスカテゴリーを選ぶと、左手パー
トのボイス選択画面が表示されます。 

4 [A]～[J]ボタンでボイスを選びます。 
5 鍵盤を弾いてみましょう。

左手で弾いた鍵盤では手順4で選んだボイスが鳴り、右手で弾いた鍵盤では別の
ボイス(右手1/右手2パートのボイス)が鳴ります。

右手1パート 
右手2パート 左手パート 

この設定をレジストレーションメモ
リーに保存しておくことができま
す。77ページをご覧ください。

鍵盤パート(右手1、右手2、左手)について

ボイスには、右手1、右手2、左手の3つの鍵盤パートがあります。鍵盤パートオン/オフボタンで
この3つのパートを組み合わせて同時に鳴らすことにより、厚みのある演奏ができます。

左手パートがオフのときは、全部の鍵盤で右手1、右手2パートの音が鳴ります。左手パートがオン
のときは、F♯2よりも低い鍵盤では左手パートの音が鳴り、これより高い鍵盤では右手1、右手2
パートの音が鳴ります。右手パートと左手パートの境目(スプリットポイントといいます)では、鍵
盤ランプが点灯します。

ボイスを選択/編集したい場合には、メイン画面上で目的のパートが選ばれているか確認する必要が
あります。(CVP-509/505)選ばれているパートは、ボイスの横に「 E」「 F」が表示されま
す。

右手1、2パートの鍵盤 
左手パートの鍵盤 

スプリットポイント(F♯2)

スプリットポイントは変更できま
す。
[ファンクション] → [C] STYLE
SETTING/SPLIT POINT/
CHORD FINGERING → タブ切替
[ E][ F] SPLIT POINT
詳しくは「機能詳細編 もっと楽し
むCVP」をご覧ください。
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ボイスの種類 

■ ボイスの特徴

ボイスの特徴は、画面上でボイス名の上に、Live!、Cool!、Sweet!などと表示され
ます。各表示の詳しい説明は、「機能詳細編 もっと楽しむCVP」をご覧ください。こ

こでは、MegaVoice (メガボイス)とS.Articulation! (スーパーアーティキュレー
ション: SA)、S.Articulation2! (スーパーアーティキュレーション2: SA2)につい

て紹介します。これらは、生楽器の演奏方法をリアルに再現する表現豊かなボイスで
すが、その特性を活かすにはいくつかの注意が必要です。

メガボイス(MegaVoice) (CVP-509/505/503)
メガボイスでは、ベロシティー (鍵盤を弾く強さ)によって音量/音質が変わるだけで

はなく、選ばれているボイスの違う奏法のサウンドが呼び出されて鳴ります。
たとえば、ギターのさまざまな奏法(オープンソフト、デッドノート、スライドなど)

のサウンドを鳴らすために、従来の電子楽器では奏法ごとに違うボイスを呼び出すな
どしていましたが、メガボイスではベロシティーを変えることで、1つのボイスでそ

れらを呼び出せるのです。
このようなしくみのボイスですから、予期せぬサウンドを鳴らしてしまう可能性があ

り、鍵盤演奏には適していません。スタイルデータなど、頻繁にボイス変更をするこ
とでデータが重くなることを避けたいMIDIシーケンスデータをステップ入力で制作

する場合に使うと、たいへん有用です。

スーパーアーティキュレーションボイス(CVP-509/505)

「アーティキュレーション」とは、奏法の違いによって演奏にさまざまな表情を付け
ることを表します。スーパーアーティキュレーション(SA)ボイスと、スーパーアー

ティキュレーション2 (SA2)ボイスの2種類があり、鍵盤の弾き方しだいで、演奏に
繊細で微妙な表情を与えられます(SA2ボイスはCVP-509のみ)。

･SAボイス(S.Articulation!)
メガボイスと同様の効果がありますが、よりリアルタイム演奏に適したボイスです。

たとえば、サックスのSAボイスでは、ドとレの音をレガートで続けて弾くと、
2つの音が滑らかにつながって、サックス奏者が一息で演奏したときのように聞

こえます。ギターのSAボイスで同様に弾くと、レの音はハンマリング(右手で弦
をはじくのではなく、左手で弦をたたく弾き方)の音になります。

ほかにもトランペットのリップトリル(シェイク)やブレスノイズ、ギターのフ
レットノイズなどが鳴らせるなど、弾き方しだいで演奏をよりリアルなものにで

きます。

オルガンフルートボイス
(45ページ)

ドラムキットボイス
[ドラムキット]ボタンで選べるボイスのうち「***キット」という名前のボイスは、打楽器音色が各鍵盤に
割り当てられています。別冊データリストのドラムキットリストを参考にして鳴らしてみてください。

メガボイス、SAボイス、SA2ボイ
スは、他のモデルとの互換性があり
ません。したがって、これらのボイ
スを使ったスタイル/ソングデータ
を、メガボイス/SAボイス/SA2ボ
イスを搭載していない楽器で再生し
た場合は、この楽器で鳴っていたサ
ウンドを再現できません。

メガボイス、SAボイス、SA2ボイ
スは、演奏する鍵域や鍵盤を弾く強
さ(ベロシティー)などによって鳴り
方が変わります。したがって、
HARMONY/ECHOのエフェクト
をかけたり、移調したり、ボイス
セットの設定を変えたりすると、意
図しない鳴り方になることがありま
す。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   



い
ろ
い
ろ
な
楽
器
音
で
演
奏
す
る(

ボ
イ
ス)

2

･SA2ボイス(S.Articulation2!) (CVP-509)

ヤマハのAEM技術を用いて作られたボイスです。特に管楽器の音について、弾
き始めや弾き終わりの音にベンドやスライドの効果をかけたり、2つの音を滑ら

かにつなげたりなどの繊細な表現が可能です。鍵盤をレガートやスタッカートで
弾いたり、オクターブほど離れた音を続けて弾いたりしたときに、これらの効果

が現れます。たとえばクラリネットのSA2ボイスでは、ドの音を押さえたまま
で上のシ♭の音を弾くと、ドからシ♭までグリッサンドしたときの音が鳴りま

す。また、鍵盤をある一定の時間押さえると、鍵盤を離したときにグリッサンド
やベンドなどの効果が付きます。

ペダルを使ってSAボイスやSA2ボイスに表情を付けることもできます(42ページ)。

各ボイスについての詳しい演奏方法は、ボイス選択画面で[7▲] (情報)ボタンを押して
確認できます。

トランスポーズ[－]/[＋]ボタンで、楽器の音全体(鍵盤演奏、ソング再生、スタイル再生
など)を半音単位で移調できます。[－]と[＋]を同時に押すと、初期状態に戻ります。

SA2ボイスは、リアルタイム演奏
に最適な状態に設定されています
(ペダルによる効果やビブラート設
定など)。そのため、SA2ボイスを
使った演奏をソング録音すると、録
音したソングを再生した際に、演奏
時と異なって聞こえる場合がありま
す。

AEM技術とは

ピアノを弾くときには、「C」の鍵盤を押さえれば、いつも同じ「ド」の音が出ます。これに対し管
楽器では、ひとつの指使いでも、息の強さや長さを変えたり、あるいはリップトリルやベンドをか
けたりすると、さまざまに音が変化します。別の音へ移行する場合も、ピアノのように「ド」と
「レ」を独立した音として鳴らすのではなく、つなぎ目なく滑らかに音程が変化します。

AEM (Articulation Element Modeling)は、こうしたさまざまな奏法を再現するための技術です。
さまざまな音をサンプリングした膨大なデータの中から、演奏中にリアルタイムで最適なものを選
び出し、それを滑らかにつなげて発音させることで、自然なアコースティック楽器の演奏を再現し
ます。

この「異なる奏法のサンプリングデータを滑らかにつなげる」技術を活かし、リアルなビブラート
がかけられるのも大きな特長です。一般的に電子楽器では、音のピッチを人工的に揺らすことでビ
ブラート効果をかけます。しかし、AEM技術を使ったボイスでは、サンプリングしたビブラート波
形を分析し、成分ごとに分離して、リアルタイムに合成することによってリアルなビブラート音を
再現します。

移調(トランスポーズ)する

ドラム/SFXキットボイスは移調で
きません。

ミキサー画面からも移調できます。
この場合、鍵盤演奏音(KBD)、ソン
グ再生音(SONG)、本体が発音する
すべてのサウンド(MASTER)を
別々に移調できます。
[ミキサー] → タブ切替[ E][ F]
TUNE→ [1 ▲▼]～[3 ▲▼]
TRANSPOSE

Hz (ヘルツ)とは
音の高さ(1秒間に音波が何回振動す
るか)を示す単位です。ピアノでは
通常440.0Hzで調律することが多
いので、この楽器では440.0Hzを
基本設定としています。

ピッチの初期設定
楽器のピッチは、A3=440.0Hz、平均律で設定されています。ピッチや音律は、ファンクション
→ [A] MASTER TUNE/SCALE TUNEから変更できます。
パートごとにピッチを変えたい場合は、ミキサー画面のTUNEタブで設定できます。
ピッチ/音律の変更やミキサー画面の詳しい説明は、「機能詳細編もっと楽しむCVP」をご覧くだ
さい。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 41  
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左と真ん中のペダルを使って、SAボイスまたはSA2ボイスにアーティキュレーション
効果をかけ、楽器の特徴的な奏法を表現できます。右手1パートにSAまたはSA2ボイ

スを選ぶと、左とまん中のペダルが自動的にアーティキュレーション用の設定に切り替
わります。

かかる効果の例を下記に3つ紹介します。どのような効果がかかるかはボイスによって

異なりますので、詳しくは、ボイス選択画面で[7 ▲](情報)ボタンを押してご確認くだ
さい。 

■ ペダルを踏むと、楽器を弾き始めるきっかけとなるような音が鳴ります。

たとえば、管楽器のブレスノイズやキーノイズ、ギターのボディーをたたいたときの
音やフレットノイズなどがあります。 

■ ペダルを踏みながら鍵盤を弾くことで、別の奏法をしたときの音に変わります。

たとえば、ナイロン弦ギターボイスなどでは、ペダルを踏んでいる間だけハーモニク
スの音に変わるといった効果です。 

■ SA2 (CVP-509のみ)では、ペダルを踏みながら鍵盤を押さえたり離したりするこ

とで、ベンドアップ/ベンドダウン、グリッサンド、およびブラスフォールのような
効果をかけ、弾き始めまたは弾き終わりの音に表情を付けます。

スーパーアーティキュレーションボイスに表情を付ける

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

SA2ボイスはCVP-509のみ、SA
ボイスはCVP-509/505のみです。

音色によってペダルの設定が切り替
わるのをオフにすることもできます。
[ファンクション] → [D]
CONTROLLER→ [H] DEPEND
ONR1 VOICE

実際の楽器の鳴り方を再現するた
め、効果のかかり具合は演奏鍵域に
よって異なります。

2つ以上の鍵盤パートにSAボイス/
SA2ボイスが選ばれている場合、
ペダルを踏むことでそれぞれのボイ
スの効果が同時にかかります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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本体には、鍵盤での演奏音に深さや広がりを付け表現の幅を広げる、いろいろな種類の

エフェクトが用意されています。 
1 メイン画面を表示させます:

[ダイレクトアクセス] → [戻る] 
2 ボイス画面上で、エフェクトをかける鍵盤パートを選びます。

ボイスにエフェクト(効果)をかける

CVP-509/505/503

CVP-501
CVP-509/505/503/501取扱説明書 43  
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3 [ボイスエフェクト]ボタンを押して、設定画面を表示させます。 

4 画面下の[1 ▲▼]、[3 ▲▼]～[5 ▲▼]、[I] (HARMONY/ECHO)ボタンで、かけ

たいエフェクトONにします。

1 [1 ▲▼] LEFT HOLD
(レフトホールド)

鍵盤から指を離しても、左手パートのボイスを鳴らしたま
まにできます。ストリングスのように減衰しないボイスを
鳴り続けるようにしたり、ピアノのように減衰するボイス
をより遅く減衰するように(サステインペダルを踏んだよう
に)できます。

レフトホールドをONにすると、メイン画面の左手パート表
示部にHマークが表示されます。

2 [3 ▲▼] MONO/POLY
(モノ/ポリ)

ボイスを、モノフォニック(単音)で発音させるかポリフォ
ニック(複音)で発音させるか、切り替えます。
MONO (モノ)に設定すると、管楽器などの単音発音楽器を
よりリアルに演奏できます。
また(選んだボイスにもよりますが)、レガートに演奏したと
きにポルタメント効果が付きます。

3 [4 ▲▼]/
[5 ▲▼]

DSP/DSP
VARIATION
(ディーエス
ピー /ディーエ
スピーバリエー
ション)

内蔵のデジタルエフェクトにより、音に臨場感や広がり感
を付けることができます。たとえば、コーラスやディレイ
など、さまざまなエフェクトタイプが用意されています。 

•「DSP」では、現在選ばれている鍵盤パートのボイスに
対してDSPをかけるかどうかを設定します。 

•「DSP VARIATION」では、DSPのバリエーションを
切り替えます。バリエーションとは、たとえばロータ
リースピーカーエフェクトの回転スピード(速い/遅い)
などのことです。

4 [I] HARMONY/
ECHO
(ハーモニー/
エコー )

ONに設定して両手で鍵盤を弾くと、左手で弾いたコードに
応じて、右手鍵域で弾いた演奏にハーモニーやエコーの効
果を付けます。詳しくは「機能詳細編 もっと楽しむCVP」
をご覧ください。

4

1 2 3

ポルタメントとは、高さの異なる複
数の音をなめらかにピッチ変化させ
ることです。

DSPとは
デジタルシグナルプロセッサー
(Digital Signal Processor)の略
で、デジタル信号を加工してさまざ
まなエフェクトを作り出す専用マイ
クロプロセッサーのことです。

DSPエフェクトのかかり具合を細
かく設定することもできます。ボイ
ス選択画面から[6 ▲] (ボイスセット)
→ タブ切替[ E][ F] EFFECT/
EQ→ [A]/[B] DSPを選ぶと設定
画面が開きます。

HARMONY/ECHOのタイプに
よっては、左手で弾くコードに関係
なく効果が付きます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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[オルガンフルート]ボタンで、オリジナルのオルガンサウンドを作り自由に演奏できま

す。伝統的なオルガンのように、複数のフルートフッテージ(音栓に相当するボリューム)
のレベルを上げ下げして音を作ります。 
1 [オルガンフルート]ボタンを押します。

オルガンフルートのフッテージ画面が表示されます。 

2 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、フルートフッテージを調節します。

フッテージの設定により、オルガンフルートの基本音色が決まります。パイプが
長い(数字が大きい)ほどピッチが低くなります。

[1  ▲▼]ボタンでは、フッテージ16'と5 1/3'の両方を調節できます。[D]ボタン
で、どちらのフッテージを調節するかを切り替えます。

また、必要に応じて、オルガンタイプを変えたり、ロータリースピーカーやビブラート
の設定を変えたりもできます。

オルガン音色を作る

3

4

5

2

1

フッテージとは、異なる長さのパイ
プによって音作りが行なわれる伝統
的なパイプオルガンの音作りを参考
に付けられた用語です。

1 [A]/[B] ORGAN TYPE
(オルガンタイプ)

オルガン音色作成のもとになる音色のタイプを、
SINE (サイン波)かVINTAGE (ビンテージ)の中
から選びます。

2 [C] ROTARY SP SPEED
(ロータリースピーカースピード)

ロータリースピーカーの速度を切り替えます。
「EFFECT/EQ」画面で、DSPタイプに
「Rotary SP (ロータリースピーカー)」が選択
され、ボイスエフェクト「DSP」(44ページ)
がオンになっている場合のみ有効です。

3 [F] VIBRATO OFF
(ビブラートオフ)

オルガンフルートボイスに対するビブラート効
果をオン/オフします。

[G] VIBRATO ON
(ビブラートオン)
CVP-509/505/503/501取扱説明書 45  



46

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
音
で
演
奏
す
る(

ボ
イ
ス)

2

3 [I] (PRESETS)ボタンを押して、オルガンフルートの選択画面に入ります。 
4 タブ切替[ E][ F]ボタンで、作った音色を保存する場所(ユーザーまたは

USB)を選びます。 
5 [6 ▼] (保存)ボタンを押して保存画面を開きます。 
6 65ページの保存操作に従って、作ったオルガン音色を保存します。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」2章をご覧ください。

4 [H] VIBRATO DEPTH
(ビブラートデプス)

ビブラートの深さを調節します。ボタンを押す
たびに、1、2、3の順番で深さが切り替わり
ます。

5 [I] PRESETS
(プリセッツ)

プリセットのオルガンフルート音色を選ぶこと
のできる選択画面が開きます。ここで選んだオ
ルガンフルート音色を編集して、オリジナルの
音色を作ることもできます。

VOLUME/ATTACK画面や
EFFECT EQ画面については、
「機能詳細編もっと楽しむCVP」を
ご覧ください。

設定を保存せずにほかのボイスに切
り替えると、ここでの設定は失われ
ます。ご注意ください。

注意 

GM/XGボイスを選ぶ ボイス選択画面 → [8 ▲] (上へ) → [2 ▲] (P2)

ハーモニー /エコーの設定 [ボイスエフェクト] → [J] TYPE SELECT

ピッチに関する設定 

• 鍵盤全体のピッチを微調整する 

• 音律(調律法)を選ぶ 

• トランスポーズボタンを効かせ
るパートを選ぶ

[ファンクション] → [A] MASTER TUNE/SCALE TUNE
→ タブ切替[ E][ F] MASTER TUNE

[ファンクション] → [A] MASTER TUNE/SCALE TUNE
→ タブ切替[ E][ F] SCALE TUNE

[ファンクション] → [D] CONTROLLER → タブ切替
[ E][ F] KEYBOARD/PANEL → [A]/[B] 2
TRANSPOSE ASSIGN

ボイスを編集する(ボイスセット) ボイス選択画面 → [6 ▲] ボイスセット

ボイスに含まれる設定を呼び出さ

ないようにする

[ファンクション] → [E] REGIST SEQUENCE/FREEZE/
VOICE SET → タブ切替[ E][ F] VOICE SET

オルガンフルートの設定を編集する [オルガンフルート] → タブ切替[ E][ F] VOLUME/
ATTACKまたはEFFECT/EQ
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リズムや自動伴奏を鳴らす(スタイル)

スタイルを使えば、リズムのパターンに合わせて左手で
コードを押さえるだけでコードに合った伴奏を自動で鳴ら

すことができます。スタイルを使えば、一人で演奏しても、
バンドやオーケストラの伴奏付きの演奏を楽しめます。

スタイルには、ポップス、ジャズなどいろいろな種類があ
ります。

　　

リズムは、スタイルの一部です。リズムに合わせてメロディーを弾いてみましょう。

スタイルごとに違うリズムを鳴らすことができます。 
1 スタイルボタンの1つを押して、スタイルカテゴリーを選びます。 

2 [A]～[J]ボタンで、スタイルを選びます。
[1  ▲]～[4 ▲]ボタンを押すか、手順1で選んだスタイルボタンをもう一度押すこ

とで、画面のページを切り替えられます。 

3 [スタイル オン/オフ]ボタンがオフになっていることを確認します。 

4 スタイルコントロール[スタート/ストップ]ボタンを押して、リズムを鳴らします。

リズムに合わせて鍵盤を弾いてみましょう。もう一度スタイルコントロール
[スタート/ストップ]ボタンを押すと、リズムがストップします。

リズムだけを鳴らす

内蔵のスタイルにはリズムパートが
入っていないものもあります。この
ようなスタイルは、[スタイルオン
/オフ]をオンにしてお楽しみくださ
い(48ページ)。
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1 スタイルを選びます(47ページ手順1～2)。 
2 [スタイル オン/オフ]ボタンを押して、自動伴奏をオンにします。

鍵盤の左手側(39ページ)が、スタイル再生用のコードを押さえるための鍵域
(コード鍵域)になります。 

3 [シンクロスタート]ボタンを押して、シンクロスタートをオンにします。 

4 左手でコードを押さえると、スタイル(リズムと自動伴奏)がスタートします。

左手でコードを押さえながら、右手でメロディーを弾きます。 
5 スタイル[スタート/ストップ]ボタンを押して、スタイル再生をストップします。

自動伴奏を鳴らす

コードについては、49ページを
ご覧ください。

スタイル(自動伴奏)は移調できます。
41ページをご覧ください。

スタイルの特徴

内蔵のスタイルには、スタイルの特徴を表すアイコンが表示されます。 

• Pro (プロ)
あなたが指定したとおりのコードが鳴るスタイルです。テンションノートを含む複雑なコードを
曲中で指定しても音楽的なハーモニーをくずすことなくスタイルが鳴りますので、幅広いアレン
ジをお楽しみいただけます。 

• Session (セッション)
メインセクションに、スタイル独特のテンションノートやコード変化を伴う伴奏リフなどが加え
られ、よりリアルで派手な伴奏となっています。
ただし、メジャーコードを弾いただけでセブンスの音が伴奏に混ざる、オンベースコードに正確
に反応しない場合があるなど、曲によっては適切な伴奏が鳴らないことがあります。特定カテゴ
リーの曲で、パンチのある演奏を楽しむことができます。 

• Free Play (フリープレイ)(CVP-509/505)
テンポルバートでの演奏に特化したスタイルです。テンポにとらわれることなく、壮大な伴奏と
ともに自由な演奏表現をお楽しみいただけます。 

• Pianist (ピアニスト)
ピアノ音色のみによるスタイルです。左手でコードを押さえるだけでアルペジオパターンやスト
ライドピアノの左手パターンなどが演奏できます。

スタイルの相互性

この楽器のスタイルは、SFF GEフォーマット(9ページ)で作成されています。一般的なSFFファ

イルを読み込むこともできますが、読み込んだSFFファイルをこの楽器上で保存すると、SFF GE

フォーマットに変換されます。SFF GEフォーマットに変換されたスタイルファイルは、SFFGE

対応の楽器上でしか再生できなくなります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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コードの認識方法(フィンガリングタイプ)を変える

フィンガリングタイプを変更すれば、コードの構成音すべてを左手で押さえなくても、適切な自動伴奏が再生でき
ます。フィンガリングタイプは、[ファンクション] → [C] STYLE SETTING/SPLIT POINT/CHORD

FINGERING → タブ切替[ E][ F] CHORD FINGERINGで変更できます。

たとえば、以下のようなフィンガリングタイプがあります。

●シングルフィンガー (Single Finger)
簡単なルールに従って鍵盤を1～3つ押さえるだけで、メジャー、マイナー、セブンス、マイナーセブンスの

コードを認識します。コードの構成音が覚えられない場合に便利です。

●AIフルキーボード(AI Full Keyboard)

全鍵域で通常のピアノ両手演奏をするだけで、コードを押さえなくても自動伴奏が再生されます。特定のコード
の弾き方にとらわれず、鍵盤のどこで演奏してもリズム、ベース、コードやフレーズによる自動伴奏がつきます。

(曲のアレンジによっては、AIフルキーボードでの演奏に合わない場合もあります。)

このほかにも、さまざまなフィンガリングタイプが用意されています。

詳しくは「機能詳細編もっと楽しむCVP」をご覧ください。

ここでは、初めてコードを弾く方のために、基本的なコードをご紹介します。
このほかにもたくさんのコードがありますので、もっと詳しく知りたい場合は、
市販のコード表などをご参照ください。

メジャー

C

D

E

F

G

A

B

マイナー

Cm

Dm

Em

Fm

Gm

Am

Bm

セブンス

7C

7D

7E

7F

7G

7A

7B

マイナーセブンス

Cm7

Dm7

Em7

Fm7

GM7

AM7

BM7

メジャーセブンス

CM7

DM7

EM7

FM7

Gm7

Am7

Bm7

★がルート(根音)です。

「コード表」

C Cm 7C Cm7

メジャー
根音だけ押さえる

マイナー
根音と、左の黒鍵を押さえる

セブンス
根音と、左の白鍵を押さえる

マイナーセブンス
根音と、左の黒鍵と白鍵を押さえる
CVP-509/505/503/501取扱説明書 49  
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  再生スタート /ストップ 

■ スタイルコントロール[スタート/ストップ]ボタン
スタイルコントロール[スタート/ストップ]ボタンを押し

て、スタイルをスタートします。もう一度押すとストップ
します。 

■ [シンクロスタート]ボタン

このボタンを押すと、スタイル再生が待機状態になり、鍵盤

を弾くと同時にスタイル再生がスタートします。[スタイル
オン/オフ]ボタンがオンのときは、コード鍵域を押さえると

スタイル再生がスタートします。[スタイル オン/オフ]ボタン
がオフのときは、どの鍵盤を弾いてもスタイル再生(リズムの

み)がスタートします。スタイル再生中に[シンクロスタート]
ボタンを押すと、スタイル再生はストップし、待機状態に戻

ります。 

■ [シンクロストップ]ボタン

コード鍵域で鍵盤を押さえている間はスタイ
ルを再生させ、鍵盤から指を離すとスタイル

再生をストップします。スタイル停止中に[ス
タイル オン/オフ]ボタンをオンにしてから、

[シンクロストップ]ボタンを押します。 

■ イントロ[I]～[III]ボタン

演奏にイントロを付けることができます。各内蔵スタイル
に、3つのイントロがあります。スタイル再生をスタート

する前にイントロ[I]～[III]ボタンのいずれかを押し、スタイ
ルコントロール[スタート/ストップ]ボタンを押して、スタ

イルをスタートします。イントロの演奏が終わるとメイン
(51ページ「演奏中のセクション切り替え」参照)に移りま

す。 

■ エンディング/rit. [I]～[III]ボタン

演奏にエンディングを付けることができます。各内蔵スタイ
ルに、3つのエンディングがあります。スタイル再生中に、

エンディング[I]～[III]ボタンのいずれかを押すと、エンディ
ングが鳴ったあと、スタイルは自動的にストップします。エ

ンディング演奏中にもう一度同じボタンを押すと、リタルダ
ンド(徐々にテンポを遅くすること)をかけることができます。

スタイル再生を操作する

コードの指定方法(49ページ)でFull
KeyboardまたはAI Full Keyboard
を選んだ場合は、シンクロストップ
をオンにできません。

メインセクション再生中にエンディ
ング[I]ボタンを押すと、エンディン
グ1のパターンの前に、自動的に
フィルインが1小節入ります。

イントロ、メイン、ブレイク、エンディングボタンのランプについて 

• 赤点灯:データが入っていて、現在選ばれています。 

• 赤点滅:次に再生されるセクションです。
*メイン[A]～[D]ボタンは、フィルイン演奏中にも赤点滅します。 

• 緑点灯:データが入っていて、現在選ばれていません。 

• 消灯:データが入っていません。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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演奏中のセクション切り替え

演奏を盛り上げるために、同じスタイルの中で伴奏パターンを切り替えたりフィルイン

を入れたりできます。 

■ メイン[A]～[D]ボタン

曲のメイン部分の伴奏パターンです。数小節の伴奏パターンが繰り返し演奏されま
す。各内蔵スタイルに、4つのパターンがあります。スタイル再生中に、メイン[A]

～[D]ボタンのいずれかを押します。再生中のメインのボタンを押すと、フィルイン
が入ります。 

■ [ブレイク]ボタン

曲の流れを一時中断することで区切りを付けることができます。スタイ
ル再生中に[ブレイク]ボタンを押すと、1小節のブレイクが入ります。

テンポを変える 

■ テンポ[－]/[＋]ボタン
テンポ[－]/[＋]ボタンでテンポを変えられます。テンポ画面が表示されている間に、
[データダイアル]を回してテンポを調節することもできます。テンポ[－]/[＋]ボタン

を同時に押すと、初期テンポに戻ります。 

■ [タップ]ボタン

スタイル再生中に[タップ]ボタンを2回たたくと、たたいたテンポに切り替わります。
再生が停止しているときにタイミングを取りながらボタンをたたくと(4分の4拍子の

場合は4回)、そのテンポで再生がスタートします。

セクション切り替え時に自動的にフィルインを入れる

[フィルイン オン/オフ]ボタンをオンにしておくと、メインを切り替えたときに自動的

にフィルインが演奏されます。

再生中のメインセクションボタン(赤点灯)を押すと... フィルインが再生(赤点滅)
CVP-509/505/503/501取扱説明書 51



リ
ズ
ム
や
自
動
伴
奏
を
鳴
ら
す(

ス
タ
イ
ル)

3

52
  

レパートリー機能を使うと、スタイルに合ったパネル設定の候補が表示されます。
選択したスタイルでどのような曲が弾けるかわかります。 

1 スタイル選択画面(47ページ)で、パネル設定を呼び出したいスタイルを選びます。 
2 [5 ▲](レパートリー )ボタンを押します。

選択中のスタイルに合うパネル設定の一覧が表示されます。 

3 [2 ▲▼]～[3 ▲▼]ボタンでお好みのパネル設定(レコード)を選びます。

選んだスタイルに合ったボイス、エフェクト、およびペダル設定をワンタッチで簡単に
呼び出せます。使いたいスタイルが決まっているときは、ボイス選択をワンタッチセッ

ティングに任せてみましょう。 
1 スタイルを選びます(47ページ手順1～2)。 
2 ワンタッチセッティング(OTS) [1]～[4]ボタンのいずれかを押します。

ボイス、エフェクト、およびペダル設定など、選択中のスタイルに最適な設定が
呼び出されます。また、自動伴奏とシンクロスタートは、自動的にオンになります。

選んだスタイルに合ったパネル設定を呼び出す
(レパートリー )

レパートリー機能を使う前に、70ページの方法で、ミュージックファインダーの

レコードを付属CD-ROMから楽器に取り込んでおいてください。

3

レパートリー機能は、ミュージック
ファインダーの機能の一部です。
ミュージックファインダーを使う
と、さまざまな曲やパネル設定を検
索できます(72ページ)。

スタイルによっては、パネル設定の
候補がないものもあります。

選んだスタイルに最適なボイスなどを呼び出す
(ワンタッチセッティング=OTS)
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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3 左手でコードを押さえると同時にスタイルがスタートします。

1つのスタイルには、4つのワンタッチセッティングが用意されています。
ワンタッチセッティング(OTS) [1]～[4]ボタンを切り替えて、ほかの設定も試

してみてください。

ワンタッチセッティングの内容を確認する

ワンタッチセッティングの[1]～[4]ボタンにどんなボイスが入っているかを確認できます。 
1 スタイル選択画面で[7 ▲](OTS情報)ボタンを押します。

OTSインフォメーション画面が開き、各ボタンに設定されているボイスが確認
できます。 

2 [F] (CLOSE)ボタンを押して、OTSインフォメーション画面を閉じます。

スタイルは、RHY1 (リズム1)～PHR2 (フレーズ2)の8つのチャンネルで構成されて
います。スタイルを再生させながら各チャンネルをオン/オフして、スタイルの雰囲気

を変えてみましょう。

自分で作った設定をワンタッチセッ
ティングとして登録することもでき
ます。「機能詳細編もっと楽しむ
CVP」をご覧ください。

ワンタッチセッティングが実際に呼
び出されるタイミング(OTSリンク
タイミング)を変更できます。「機能
詳細編もっと楽しむCVP」をご覧
ください。

スタイルのメイン切り替えとワンタッチセッティングの切り替えを連動させる(OTSリンク)

[OTSリンク]ボタンをオンにしておくと、スタイルのメイン[A]～[D]を切り替えた

ときに自動的にワンタッチセッティングが切り替わります。メインのA～Dとワン

タッチセッティングの1～4が連動します。

2

[ダイレクトアクセス]ボタンを押し
たあとワンタッチセッティング[1]
～[4]ボタンのいずれかを押して、
OTSインフォメーション画面を開
くこともできます。

スタイルをチャンネルごとにオン/オフする

スタイルチャンネル 

• RHY1/2 (リズム1、2)
スタイルの中心となるリズムパートです。通常、ドラムやパーカッションのパターンが入っています。  

• BASS (ベース)
ベースパートです。 

• CHD1/2 (コード1、2)
ピアノやギターなどの音で作られる、コード伴奏のパートです。 

• PAD (パッド)
ストリングス、オルガンなどの音を使った、長く伸びるコードの響きを付けるパートです。 

• PHR1/2 (フレーズ1、2)
パンチの効いたブラスセクションやコードアルペジオなど、スタイルを装飾するパートです。
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1 [チャンネル オン/オフ]ボタンを押して、チャンネル ON/OFF (スタイル)画面

を表示させます。
チャンネル ON/OFF (スタイル)画面が選ばれていないときは、もう一度[チャン

ネル オン/オフ]ボタンを押します。 

2 [1 ▼]～[8 ▼]ボタンで、各チャンネルをオン/オフします。
1チャンネルだけ再生するときは、再生したいチャンネルのボタンを押し続けて

「SOLO(ソロ)」にします。ソロを解除するには、もう一度ソロチャンネルのボ
タンを押します。 

3 [戻る]ボタンを押してチャンネル ON/OFF画面を閉じます。

スタイルの再生音と鍵盤演奏音の音量バランスを調節できます。 
1 メイン画面を表示させます。

[ダイレクトアクセス] → [戻る]

(CVP-509/505/503)メイン画面下部に、音量バランスを設定する画面が表示
されます。

(CVP-501)メイン画面で[C]ボタンを押すと、音量バランスを設定する画面が表
示されます。 

2 [2 ▲▼]ボタンでスタイルの音量を、[5 ▲▼]～[7 ▲▼]ボタンで鍵盤演奏音の音
量を調節します。

ソングの再生音とマイクの音量(CVP-509/505/503)も、この画面で調節でき
ます。

各チャンネルのボイスを変更する

必要に応じて、[1 ▲]～[8 ▲]ボタンで各チャンネルのボイスを変更します。

[1 ▲]～[8 ▲]ボタンを押すと、ボイス選択画面が表示されるので、ボイスを選びます。

ボイスの選び方は37ページをご覧ください。

2

ここでの設定を、レジストレーショ
ンメモリーに保存できます。
77ページをご覧ください。

スタイル再生音と手弾き音の音量バランスを調節する

(CVP-509/505/503)バランス画
面が表示されないときは、[戻る]ボ
タンを押します。

ミキサー画面では、各スタイルパー
トのボリュームを調整することもで
きます(86ページ)。

スタイルの音量調節 鍵盤演奏音の調節
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」3章をご覧ください。

コードの押さえ方
(フィンガリング)を選ぶ

[ファンクション] → [C] STYLE SETTING/SPLIT

POINT/CHORD FINGERING → タブ切替[ E][ F]

CHORD FINGERING

スタイルに関する設定 [ファンクション] → [C] STYLE SETTING/SPLIT

POINT/CHORD FINGERING → タブ切替[ E][ F]

STYLE SETTING

スプリットポイントの設定 [ファンクション] → [C] STYLE SETTING/SPLIT

POINT/CHORD FINGERING → タブ切替[ E][ F]

SPLIT POINT

ワンタッチセッティングに
パネル設定を登録する

[メモリー ] ＋ ワンタッチセッティング(OTS) [1]～[4]

スタイルを制作する
(スタイルクリエーター )

[ファンクション] → [F] DIGITAL REC MENU → [B]

STYLE CREATOR 

• リアルタイム録音 

• ステップ録音 

• スタイル組み立て 

• リズムのノリを変える 

• チャンネル単位で編集する 

• スタイルファイルフォー
マットの項目を設定する

→ タブ切替[ E][ F] BASIC

→ タブ切替[ E][ F] EDIT → [G] STEP REC

→ タブ切替[ E][ F] ASSEMBLY

→ タブ切替[ E][ F] GROOVE

→ タブ切替[ E][ F] CHANNEL

→ タブ切替[ E][ F] PARAMETER
CVP-509/505/503/501取扱説明書 55
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曲を再生、練習、録音する(ソング)

クラビノーバでは、内蔵曲や、インターネットショップで
購入できるMIDI形式の曲データなどを総称して「ソング」

と呼んでいます。単に再生して楽しむだけでなく、ソング
を再生しながら演奏の練習をしたり、自分の演奏を録音し

て自分だけのソングを作成したりもできます。

以下のソングが再生できます。 

• 楽器に内蔵されているソング(ソング選択画面の「プリセット」タブ内) 

• この楽器での演奏を録音して作成したソング(録音方法については63ページ参照) 

• 市販のSMF (Standard MIDI File)形式またはESEQ形式のファイル 

1 [ソング選択]ボタンを押して、ソング選択画面を表示させます。 

2 タブ切替[ E][ F]ボタンで、再生したいソングが入っている場所を選びます。

内蔵曲は「プリセット」に入っています。USB記憶装置に入っている曲を再生
したい場合は、USB記憶装置をUSB TO DEVICE端子に差して「USB1」など

を選びます。 
3 手順2でプリセットを選んだ場合は、[A]～[C]ボタンで、ソングの選択方法を選

んだあと、[A]～[J]ボタンでソングのカテゴリーを選びます。手順2でユーザー
またはUSBを選んだ場合は、手順4へ進みます。 

4 [A]～[J]ボタンで、ソングを選びます。
ソングは、[データダイアル]で選んで[エンター ]ボタンを押して確定することも

できます。

ソングを再生する

この楽器で再生できるフォーマット
については、9ページをご覧くださ
い。

[A]～[J]ボタンをダブルクリックす
る(すばやく2回続けて押す)と、
ソングを選んでメイン画面に戻りま
す。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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5 ソングコントロール[スタート/一時停止]ボタンを押して、ソングをスタートし

ます。 

6 ソングコントロール[ストップ]ボタンを押すと、ソングがストップします。

ソング再生中の操作 

■ 演奏と同時にソングをスタートする(シンクロスタート)

ソングコントロール[ストップ]ボタンを押しながら[スタート/一時停止]ボタンを押し

てから鍵盤を弾くと、鍵盤を弾くと同時にソング再生がスタートします。
シンクロスタートを解除するときは、もう一度ソングコントロール[ストップ]ボタン

を押しながら[スタート/一時停止]ボタンを押します。  

■ ソングを一時停止する

ソング再生中に[スタート/一時停止]ボタンを押します。一時停止した位置からソン
グを再生するには、もう一度[スタート/一時停止]ボタンを押します。

次に再生するソングを予約する

ソング再生中に、次に再生させるソングを1曲だけ予約できます。ステージ演奏などでスムーズに

次の曲を再生させたいときに便利です。ソングを予約するには、ソング再生中に、ソング選択画面

で次に再生させるソングを選びます。

次に再生させるソングは、ソング名右上に「NEXT (ネクスト)」と表示されます。

ソングの予約を解除するには、[8 ▼] (ネクストキャンセル)ボタンを押します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 57 
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■ ソングを巻き戻し/早送りする

[巻き戻し]/[早送り]ボタンを1度押すと、1小節だけソングを巻き戻し/早送りしま
す。ボタンを押し続けると、ボタンから手を離すまで巻き戻し/早送りし続けます。

[巻き戻し]/[早送り]ボタンを押すと、ソング再生位置(またはフレーズマーク番号)を
示す画面が表示されるので、データダイアルで再生位置を変更することもできます。 

■ テンポを変える

スタイルのテンポ調節と同じ方法です。51ページをご覧ください。

フレーズマークがないソングの場合

フレーズマークがあるソングの場合

フレーズマークで巻き戻し/早送りしたくない場
合は、[E]ボタンを押して、「BAR」を選ぶと、
小節単位で巻き戻し/早送りできます。

フレーズマークとは、ソングデータ
に設定されている、ソング中のある
箇所を指定するデータです。

ソング再生音と手弾き音の音量バラ
ンスを調整できます。54ページを
ご覧ください。

ミキサー画面では、各ソングチャン
ネルのボリュームを調整することも
できます(86ページ)。

ソングの特定チャンネルをオン/オ
フすることができます。60ページ
をご覧ください。

ソングの再生音は移調できます。
詳しくは、41ページをご覧くださ

プロテクトがかかったソングの制限

市販のミュージックデータ(ソング)の中には、コピー防止や誤消去防止のためにプロテクトがかかっ

ているものがあります。プロテクトがかかったソングは、ソング名の左上に下記のような表示が出

ます。 

• Prot. 1
内蔵のソングを「ユーザー」画面に保存したものや、ピアノプレーヤ用のミュージックデータで
す。USB記憶装置にコピー /移動/保存できません。 

• Prot. 2 Orig
ヤマハのプロテクトフォーマットがかかったソングです。コピーができません。「ユーザー」画
面とUSB記憶装置に移動/保存できます。  

• Prot. 2 Edit
上記「Prot. 2 Orig」を編集し、保存したソングです。編集元のファイルと同じフォルダーに保
存します。コピーができません。「ユーザー」画面とUSB記憶装置に移動/保存できます。

Prot.2 OrigとProt.2 Editの扱い

Prot.2 OrigとProt.2 Editのソングは、同じフォルダーに保存してください。

Prot.2 Editのソングは、同じフォルダーにProt.2 Origのソングがないと再生できません。Prot.2

Editのソングを移動するときは、必ずProt.2 Origのソングと一緒に移動してください。

プロテクトソングの保存には、動作確認済みのUSB記憶装置をお使いください。動作確認済みの

USB記憶装置は、ヤマハのウェブサイトでご確認いただけます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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選んだソングの譜面(楽譜)を表示させます。譜面を見ながら演奏の練習をする場合に便

利です。 
1 ソングを選びます(56ページ手順1～4)。 
2 [譜面]ボタンを押して、譜面を表示させます。

ソングの停止中は、タブ切替[ E][ F]ボタンで譜面をめくれます。
ソングを再生すると、ソングの再生に合わせて、譜面上のボールが再生位置を移

動します。

[1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、表示サイズを変えたり、音名を表示させたりなど、譜面の

表示方法を変えられます。詳しくは、「機能詳細編 もっと楽しむCVP」をご覧ください。

ソングに歌詞データが入っている場合、画面上に歌詞を表示できます。弾き語りやカラ
オケをするときに便利です。 
1 ソングを選びます(56ページ手順1～4)。 
2 [歌詞/テキスト](CVP-509/505/503)/[歌詞](CVP-501)ボタンを押して、

歌詞画面を表示させます。
ソングに歌詞データが入っていれば、歌詞が画面上に表示されます。ソングの停

止中は、タブ切替[ E][ F]ボタンで歌詞のページをめくれます。
ソング再生を始めると、再生にあわせて歌詞の色が変わります。

譜面を表示する

譜面は、ご自分で録音したソングや
市販のソングでも表示させることが
できます。

表示される譜面はソングデータ
(演奏データ)をもとに作成されま
す。そのため、細かい音符が多い曲
や複雑な曲を表示するときは、市販
の楽譜とは異なる場合があります。

歌詞を表示する

CVP-509/505/503

CVP-501
CVP-509/505/503/501取扱説明書 59
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CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

テキストファイルを表示する

CVP-509/505/503では、コンピューターで作成したテキストファイル(拡張子.txt)

を画面に表示できます。歌詞やコードネーム、演奏のためのテクニックを表示させるな
ど、さまざまな使い方ができます。 
1 歌詞画面で[1 ▲▼] (TEXT)ボタンを押してテキスト画面を開きます。 
2 [5 ▲▼]/[6 ▲▼] (TEXT FILE)ボタンを押して、テキスト選択画面を表示させま

す。 
3 タブ切替[ E][ F]ボタンや[A]～[J]ボタンで目的のテキストを選びます。

歌詞画面に戻るには、もう一度[1 ▲▼] (LYRICS)ボタンを押します。
フォントサイズの変更など、歌詞/テキスト画面について詳しくは、「機能詳細編 もっと
楽しむCVP」をご覧ください。

ソングは、16のチャンネルで構成されています。ソングを再生させながら、各チャン

ネルをオン/オフしてみましょう。 
1 [チャンネル オン/オフ]ボタンを押して、チャンネル ON/OFF (ソング)画面を

表示させます。

チャンネル ON/OFF (ソング)画面が選ばれていないときは、もう一度[チャンネ
ル オン/オフ]ボタンを押します。 

2 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、各チャンネルをオン/オフします。
1チャンネルだけ再生するときは、再生したいチャンネルのボタンを押し続けて

「SOLO (ソロ)」にします。ソロを解除するには、もう一度ソロチャンネルのボ
タンを押します。

CVP-509/505では、歌詞/テキス
ト画面をテレビや外部モニター
(CVP-509のみ)に映すことができ
ます(95ページ)。

ソングをチャンネルごとにオン/オフする

2

CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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鍵盤ガイドランプは、鍵盤を弾くタイミングや押さえる鍵盤位置などを教えてくれま
す。弾きたいソングを選んでガイド機能をオンにすると、正しい鍵盤を弾くまで伴奏が

待ってくれるので、自分のペースで練習できます。ここでは右手パートを消音して、ガ
イドランプに合わせて右手の練習をしてみましょう。 
1 弾きたい曲(ソング)を選び、譜面を表示させます(59ページ)。 
2 [ガイド]ボタンを押して、ガイド機能をオンにします。 

3 [トラック1(右手)]ボタンを押します。
[トラック1 (右手)]ボタンのランプが消え、右手(メロディー)パートが鳴らない

状態になったことを示します。 

4 ソングコントロール[ F/ K](スタート/一時停止)ボタンを押して、ソングを

スタートさせます。
右手(メロディー )パート以外が再生されます。ガイドランプを見ながら、右手の

練習をしましょう。

練習が終わったら、[ガイド]ボタンを押して、ガイド機能をオフにしておきま
しょう。

ガイドランプを使って片手ずつ練習する

白鍵のガイドランプは赤、黒鍵のガ
イドランプは緑に光ります。

通常、[トラック1(右手)]ボタンに
チャンネル1、[トラック2(左手)]
ボタンにチャンネル2、[その他ト
ラック(スタイル)]ボタンにチャンネ
ル3～16が割り当てられています。

その他のガイド機能

ガイドには、ほかにも鍵盤を弾くタイミングだけを練習するAnyKeyというモードや、カラオケ練

習用のモードがあります。

[ファンクション] → [B] SONG SETTING → [A]/[B] GUIDE MODE

詳しくは、「機能詳細編もっと楽しむCVP」をご覧ください。
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難しいフレーズを繰り返して練習するときには、繰り返し再生を使うと便利です。

[くり返し]ボタンをオンにしてからソングを再生すると、1曲を繰り返して再生します。

繰り返し再生をやめるには、もう一度[くり返し]ボタンを押します。

指定した範囲を繰り返し再生する (AB リピート )

ソング内の特定の範囲だけを繰り返し再生できます。 
1 ソングを選びます(56ページ手順1～4)。 
2 ソングコントロール[スタート/一時停止]ボタンを押して、ソングをスタートし

ます。 
3 繰り返し位置を指定します。

繰り返し再生の開始位置(A点)にしたい所で[くり返し]ボタンを押します。繰り
返し再生の終了位置(B点)にしたい所で、もう一度[くり返し]ボタンを押します。

ソングは、曲に合わせたカウントが入ったあと、A点からB点までが繰り返し再
生されます。 

4 ソングコントロール[ストップ]ボタンを押して、ソングをストップします。
再生位置がA点に戻ります。次にソング再生をスタートすると、A点から再生が

始まります。 
5 [くり返し]ボタンを押して、繰り返し再生をオフにします。

繰り返し再生を使って練習する

複数のソングを続けて繰り返し再生
することもできます。
[ファンクション] → [B] SONG
SETTING → [H] REPEAT MODE

A点を曲の開始位置、B点を曲の途
中に設定したい場合は、下記の操作
をしてください。 
1. [くり返し]ボタンを押してから、
ソング再生をスタート 
2. 繰り返し再生の終了位置(B点)に
したいところでもう一度[くり返し]
ボタンを押す

A点だけを指定して、B点を指定せ
ずにいると、A点からソングの最後
までが繰り返し再生されます。

A B曲の開始 曲の終わり

ソングの停止中にA点とB点を指定する 

1 [早送り]ボタンを押して、A点にしたい所までソングを進めます。 
2 A点にしたい所で[くり返し]ボタンを押します。 
3 [早送り]ボタンを押して、B点にしたい所までソングを進めます。 
4 B点にしたい所で、もう一度[くり返し]ボタンを押します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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自分の演奏を録音してみましょう。全パートを同時に録音したり、スタイル再生、右

手、左手を別々に録音したりできます。練習している曲を録音して聞けば、練習ポイン
トをつかむことができます。また、連弾曲や数台のピアノのための曲などを弾く場合、

相手パートを録音しておけば、1人でも練習できます。
録音を始める前に、ボイスを選んでおきましょう。 
1 [録音]ボタンと[ストップ]ボタンを同時に押します。

録音のための空のソングが用意されます。 

2 [録音]ボタンを押します。 

3 演奏しましょう。

演奏を始めると自動的に録音がスタートします。 
4 [ストップ]ボタンを押して、録音を終わります。

録音が終わると保存を促すメッセージが表示されます。メッセージを閉じるに

は、[戻る]ボタンを押します。 
5 録音した演奏を試聴します。ソングコントロール[スタート/一時停止]ボタンを

押して、今録音した演奏を再生します。 

6 録音した演奏を保存します。
[ソング選択]ボタンを押してソング選択画面を表示させます。録音したデータの

保存は、ソング選択画面で行ないます。以降の操作は、65ページの「データを
保存する」をご覧ください。

演奏を録音する(クイック録音)

クイック録音では、1～3チャンネ
ルに鍵盤パート、9～16チャンネ
ルにスタイルパート(53ページ)が
録音されます。

特定のパートだけを録音する

手順2の代わりに、[録音]ボタンを押しながら[トラック1(右手)](または[トラック2(左手)])ボタン

を押すと、右手パート(または左手パート)の鍵盤演奏だけを録音できます。[録音]ボタンを押しなが

ら[その他トラック(スタイル)]ボタンを押すと、スタイル再生だけを録音できます。

録音したソングを保存せずにソング
を切り替えたり電源を切ったりする
と、録音したデータは失われます。
ご注意ください。

注意 
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チャンネルごとに録音する(多重録音)

ソングは、通常16チャンネルで構成されています。1チャンネルずつ重ねて録音することで、本格

的な曲作りが楽しめます。多重録音では、各チャンネルに割り当てるパートを変更できます。

多重録音の操作の流れは、63ページ「演奏を録音する(クイック録音)」と同じですが、手順2の代

わりに以下の操作をします。

[録音]ボタンを押しながら[1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンを押して、録音したいチャンネルを

「REC」にし、[C]/[D]ボタンでそのチャンネルに割り当てるパートを選びます。

たとえば、チャンネル1に右手1パートを録音したい場合は、[録音]ボタンを押しながら [1 ▲]ボタ

ンを押して、チャンネル1を「REC」にします。そのあとで、[C]/[D]ボタンで「RIGHT1」を選び

ます。

手順3～5に従って録音したら、上記の方法でチャンネルを選び直し、次々に音を重ねていきましょう。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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あなたが作ったデータ(録音したソング、編集したボイスなど)をファイルとして保存し

ます。ここでは、録音した演奏をソングとして保存する手順を例に、データの保存方法
を説明します。 
1 ファイル選択画面でタブ切替[ E][ F]ボタンを押して、ソングを保存したい

場所(ユーザーまたはUSB)を選びます。 

2 [6 ▼](保存)ボタンを押します。

ファイル名を付ける画面が表示されます。 

3 必要に応じて、ファイル名を入力します(27ページ)。
ファイル名はあとから付け直すこともできます(67ページ)ので、そのまま手順4

に進んでも構いません。 
4 [8 ▲](OK)ボタンを押して、ファイルを保存します。

保存されたファイルは、アルファベット/50音順に並べ替えられて表示されます。

データを保存する

1

2

保存を中止するときは、
[8 ▼](CANCEL)ボタンを押します。
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USB記憶装置やユーザーメモリー内に保存したファイルが増えると、目的のファイルを

探すのが大変になります。フォルダーを作ってファイルを整理したり、ファイルにわか
りやすい名前を付けたり、不要なファイルを削除したりすることで、ファイルが探しや

すくなります。ファイルの管理は、ファイル選択画面で行ないます。

フォルダーを作る

新しいフォルダーを作ります。フォルダーには、ファイルを種類別に分けて入れること
ができます。ファイル整理に活用しましょう。 

1 ファイル選択画面でタブ切替[ E][ F]ボタンを押して、フォルダーを作成した
い場所(ユーザーまたはUSB)を選びます。

すでにあるフォルダーの中に作成したい場合は、フォルダーも選びます。 

2 [7 ▼] (フォルダー )ボタンを押します。

新しいフォルダーの名前を入力する画面が表示されます。 

3 フォルダーの名前を入力します(27ページ)。

ファイルを管理する

「プリセット」画面には、フォル
ダーを作れません。

ひとつのフォルダーに保存できる
ファイル/フォルダーの数は250ま
でです。

「ユーザー」画面のフォルダー階層
は4階層までです。保存できるファ
イルとフォルダーの数は、ファイル
サイズやファイル名の長さによって
異なります。

1

2

次の半角記号はファイル名/フォル
ダー名として入力できません。
¥ / : * ? " < > |
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ファイル /フォルダーの名前を変える

ファイル/フォルダーの名前を書き換えます。 
1 ファイル選択画面で、名前を変えたいファイル/フォルダーがある画面を表示さ

せます。 
2 [1 ▼] (名前)ボタンを押します。

画面下部に、名前に関する画面が表示されます。 

3 [A]～[J]ボタンで、名前を変えたいファイル/フォルダーを選びます。 
4 [7 ▼] (OK)ボタンを押して、ファイル/フォルダーの選択を確定します。 
5 ファイル/フォルダーの名前(文字)を入力します(27ページ)。

名前を変えたファイル/フォルダーは、アルファベット/50音順に並べ替えられ

て表示されます。

ファイルをコピーまたは移動する

ファイルを別の保存場所にコピーまたは移動します。元の場所に残したまま別の場所に
コピーしたり、元の場所からは削除して別の場所に移動したりします。

フォルダー単位でもコピーできます(移動はできません)。 
1 ファイル選択画面で、コピーまたは移動したいファイルがある画面を表示させま

す。 
2 コピーしたい場合は[3 ▼] (コピー )ボタン、移動したい場合は[2 ▼] (カット)

ボタンを押して、ファイル/フォルダーをコピーまたはカットします。
画面下部に、コピー /カットに関する画面が表示されます。 

3 [A]～[J]ボタンで、コピーまたは移動したいファイル/フォルダーを選びます。

ファイル/フォルダーの選択を解除するときは、もう一度同じ[A]～[J]ボタンを
押します。

表示されているファイル/フォルダーをすべて選ぶには、[6 ▼] (ALL)ボタンを押
します。画面に表示されているすべてのファイル/フォルダー (画面に現れていな

い別ページも含む)が選択されます。もう一度[6 ▼] (ALL OFF)ボタンを押すと、
すべての選択が解除されます。

「プリセット」画面のファイル名は
変更できません。

名前変更を中止するときは、[8 ▼]
(CANCEL)ボタンを押します。

「プリセット」画面のファイルは移
動できません。

市販のミュージックデータは著作権
で保護されていますので、コピー機
能は個人で楽しむ範囲でご利用くだ
さい。市販のミュージックデータの
中には、コピーできないものもあり
ます。

コピー 

カット 
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4 [7 ▼] (OK)ボタンを押して、ファイル/フォルダーの選択を確定します。 
5 タブ切替[ E][ F]ボタンを押して、ファイル/フォルダーのコピー先/移動先

(ユーザーまたはUSB)を選びます。

コピー /移動先として特定のフォルダーを指定したい場合は、[A]～[J]ボタンで
フォルダーも選びます。 

6 [4 ▼](貼り付け)ボタンを押して、手順3で選んだファイル/フォルダーを貼り付

けます。
コピー /移動されたファイル/フォルダーは、アルファベット/50音順に並べ替

えられて表示されます。

ファイル /フォルダーを削除する

ファイル/フォルダーを削除します。 

1 ファイル選択画面で、削除したいファイル/フォルダーがある画面を表示させま

す。 
2 [5 ▼] (削除)ボタンを押します。

画面下部に、削除に関する画面が表示されます。 

3 [A]～[J]ボタンで、削除したいファイル/フォルダーを選びます。
ファイル/フォルダーの選択を解除するときは、もう一度同じ[A]～[J]ボタンを

押します。
表示されているファイル/フォルダーをすべて選ぶには、[6 ▼] (ALL)ボタンを押

します。画面に表示されているすべてのファイル/フォルダー (画面に現れていな
い別ページも含む)が選択されます。もう一度[6 ▼] (ALL OFF)ボタンを押すと、

すべての選択が解除されます。 
4 [7 ▼] (OK)ボタンを押して、ファイル/フォルダーの選択を確定します。 

5 画面メッセージに従って、操作を進めます。

･ YES 選んだファイル/フォルダーを削除します。
･ YES ALL 選んだファイル/フォルダーすべてを一度に削除します。
･ NO 選んだファイル/フォルダーを削除せず、残します。
･ CANCEL 削除を中止します。

中止するときは、[8 ▼] (CANCEL)
ボタンを押します。

「プリセット」画面のファイルは削
除できません。

削除を中止するときは、[8 ▼]
(CANCEL)ボタンを押します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書  
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もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」4章をご覧ください。

譜面の表示を変える [譜面] → [1 ▲▼]～[8 ▲▼]

テキスト表示を変える

(CVP-509/505/503)

[歌詞/テキスト] → [1 ▲▼]～[8 ▲▼]

ソングとスタイルを同時に再生する [スタイルオン/オフ] → スタイルコントロール[シン

クロスタート] → ソングコントロール[ストップ] ＋

[スタート/一時停止] → スタイルコントロール

[スタート/ストップ]

ソングに関する設定 

• ガイド機能の種類を選ぶ 

• パフォーマンスアシスタント機能を使う

[ファンクション] → [B] SONG SETTING

→ [A]/[B] GUIDE MODE

→ [8 ▲▼] P.A.T.

ソングを作成/編集する

(ソングクリエーター ) 

• メロディーをステップ録音する 

• コードをステップ録音する 

• 部分的に再録音する
(パンチイン/アウト録音) 

• チャンネル単位で編集する 

• データ単位で編集する

[ファンクション] → [F] DIGITAL REC MENU →

[A] SONG CREATOR

→ タブ切替[ E][ F] 1～16

→ タブ切替[ E][ F] CHORD

→ タブ切替[ E][ F] REC MODE

→ タブ切替[ E][ F] CHANNEL

→ タブ切替[ E][ F] CHORD、1～16、SYS/
EXまたはLYRICS
CVP-509/505/503/501取扱説明書 69
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弾きたい曲に合ったボイスや自動伴奏(スタイル)
などを呼び出す(ミュージックファインダー )

弾きたい曲に合ったパネル設定(ボイスやスタイルなど)が

わからない場合、ミュージックファインダー機能を使うと
便利です。ミュージックファインダーに登録されているさ

まざまなパネル設定の中から、弾きたい曲に合ったパネル
設定を呼び出すことができます。

また、いろいろな場所に保存された曲データをミュージッ
クファインダーに登録すれば、曲名を指定するだけで、簡

単に呼び出せます。ミュージックファインダープラス機能
では、楽器をインターネットに接続することにより、曲や

パネル設定を曲名から検索して楽器に追加できます。

USB記憶装置の取り扱いについて
は、はじめに「USB記憶装置を接
続する」(101ページ)をお読みくだ
さい。

置き換えを行なうと、全レコード
(ミュージックファインダー
「MUSIC FINDER」画面に表示さ
れるパネル設定/曲データ)が上書き
されます。失いたくないレコードが
ある場合は、ファイル選択画面(左
記手順4)で、ユーザーまたはUSB
に保存しておいてください。

注意 

付属のCD-ROMからパネル設定を読み込む

工場出荷時にミュージックファインダーに入っているのはサンプルのレコード(パネル設定)です。
付属CD-ROMには多数のパネル設定がファイルとして収録されていますので、本体に読み込めば、
よりミュージックファインダーの機能を充実させられます。またレパートリー機能(52ページ)も効
果的に使えるようになります。ミュージックファインダー機能を使う前に、下記の手順でCD-ROM
から設定を読み込んでおくことをおすすめします。

CD-ROMに入っているパネル設定のファイルは、下記ウェブサイトの「スタイルで弾く！Popular
Melodies 150」からダウンロードすることもできます。
http://www.yamaha.co.jp/product/piano-keyboard/net/ 

1 CD-ROMからミュージックファインダーのパネル設定ファイル(.mfd)を
USB記憶装置にコピーします。

詳しくは、別冊インストールガイドをご覧ください。 
2 ミュージックファインダーのパネル設定ファイルをコピーしたUSB記憶装

置を、楽器本体の[USB TO DEVICE]端子に接続します。 
3 [ミュージックファインダー ]ボタンを押して、ミュージックファインダー

画面を表示させます。 

4 [7 ▲▼](FILES)ボタンを押して、ファイル選択画面を表示させます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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5 タブ切替[ E][ F]ボタンを押して、CD-ROMからコピーしたパネル設定

ファイルが入っている「USB」画面を表示させます。 

6 ファイルに該当するボタンを押すと、パネル設定の置き換え/追加を選ぶ

メッセージが表示されます。 
7 [F] (REPLACE)ボタンを押して、全レコードをUSB記憶装置内のパネル

設定に置き換えます。
確認を求めるメッセージが表示されたら、[G] (YES)ボタンを押します。 

8 置き換え完了を知らせるメッセージ画面で[F] (YES)ボタンを押して、
ミュージックファインダー画面を開きます。
ミュージックファインダー画面に表示されるレコード数で、レコードが置

き換わったことを確認できます。

レコード数 

置き換えたあとでも、手順4で表示
させる画面で「プリセット」画面か
ら「MusicFinderPreset」ファイ
ルを選ぶと、工場出荷時の状態に戻
せます。

ミュージックファインダーのレコードについて

ミュージックファインダーの画面から呼び出せるデータの1つ1つを「レコード」といいます。
レコードには、下記の3種類があります。 

• パネル設定
ボイスやスタイルなどの設定データ 

• ソング(SONG)
ソング選択画面(56ページ)からミュージックファインダーに登録した曲データ 

• オーディオ(AUDIO) (CVP-509/505/503)
USBオーディオ選択画面(81ページ)からミュージックファインダーに登録した曲データ

ソングやオーディオのデータを
ミュージックファインダーに登録す
る手順については、74ページをご
覧ください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 71   
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1 [ミュージックファインダー ]ボタンを押して、ミュージックファインダー画面を

表示させます。
ALLページに全レコードが表示されます。 

2 [2 ▲▼]/[3 ▲▼]ボタンで、弾きたい曲に合ったパネル設定を選びます。
[データダイアル]で選んで[エンター ]ボタンで確定することもできます。 

3 コード鍵域(39ページ)でコードを押さえながら演奏してみましょう。

ミュージックファインダーの検索機能を使って、曲名やスタイル名からレコードを検索

できます。 
1 ミュージックファインダー画面のALLページで[6 ▲] (SEARCH 1)ボタンを押

して、検索画面を表示させます。

曲に合ったパネル設定を選ぶ

SONGやAUDIOの選択については、
75ページご覧ください。

レコードを表示する順番を切り替える

[F] (SORT BY)ボタンを押して、レコードを表示させる順番を切り替えます。曲名順(MUSIC)、
スタイル名順(STYLE)、拍子順(BEAT)、テンポ順(TEMPO)が選べます。また、[G] (SORT
ORDER)ボタンを押して、昇順(ASCENDING)か降順(DESCENDING)かを切り替えられます。

曲名順にレコードを表示させているときに[1 ▲▼]ボタンを押すと、同じ文字で始まる曲をスキップ
します(たとえば、Aで始まる曲名のレコードが選ばれているときに[1 ▼]を押すと、Bで始まる曲名
のレコードに移動します)。
スタイル名順にレコードを表示させているときに[4 ▲▼]/[5 ▲▼]ボタンを押すと、次のスタイルに
移動します。[ ▲]と[ ▼]ボタンを同時に押すと、一番上のレコードに移動します。

各レコードの曲名や 
スタイル名など 

スタイル再生中に別のレコードを選
んだときに、スタイルのテンポが変
わらないようにしたい場合は、[I]
(STYLE TEMPO)ボタンを押して
「LOCK」にします。

パネル設定を検索する
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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2 検索の条件を入力します。

検索を中止するときは、[8  ▼] (CANCEL)ボタンを押します。 
3 [8 ▲](START SEARCH)ボタンを押して、検索をスタートします。

検索をスタートすると自動的にSEARCH 1画面に切り替わり、検索結果が表示

されます。

複数のキーワードを入力するには、
カンマ(,)で区切って入力します。

BEATで2/4や6/8を選ぶと、2/4
拍子や6/8拍子の曲を演奏するのに
適したスタイルが検索できますが、
実際のスタイルは4/4拍子で制作さ
れています。

ソング/オーディオファイル(71
ページ)を検索するときには、下記
のようにしておく必要があります。

スタイル: 空白
ビート: ANY
テンポ:「---」～「---」

[A] MUSIC
(ミュージック: 曲名)

曲名で検索します。[A]ボタンを押して文字入力画面を表示さ
せ、曲名を入力します。入力した内容を消去するには、[F]
(CLEAR)ボタンを押します。

[B] KEYWORD
(キーワード)

キーワードで検索します。[B]ボタンを押して文字入力
画面を表示させ、キーワードを入力します。入力した内容を
消去するには、[G] (CLEAR)ボタンを押します。

[C] STYLE
(スタイル)

スタイル名で検索します。[C]ボタンを押すとスタイル選択画
面が開きます。スタイルを選んだあと、[戻る]ボタンを押して
検索画面に戻ります。選んだスタイルを消去するには、[H]
(CLEAR)ボタンを押します。

[D] BEAT
(ビート)

拍子を指定します。ANY (エニー )を選ぶと、すべての拍子が
検索の対象になります。

[E] SEARCH AREA
(サーチエリア)

検索対象となるページ(ミュージックファインダー画面上部の
タブ)を指定します。

[1 ▲▼] ALL CLEAR
(オールクリア)

入力したすべての検索条件を消去します。

[3 ▲▼] TEMPO FROM
(テンポ フロム)

テンポの範囲を指定します。

[4 ▲▼] TEMPO TO
(テンポ トゥー )

[5 ▲▼]/
[6 ▲▼]

GENRE
(ジャンル)

音楽ジャンルを指定します。

別の条件で検索したい場合は、
ミュージックファインダー画面で
[6 ▼] (SEARCH 2)ボタンを押して
検索します。検索した結果は
「SEARCH 2」画面に表示されます。
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5

いろいろな場所[ソング選択画面(56ページ)やUSBオーディオ選択画面(81ページ:

CVP-509/505/503)]に保存された曲データをミュージックファインダーに登録すれ
ば、曲名から簡単に呼び出せます。 

1 曲データを表示させる

ソング選択画面の曲データ(SONG)

[ソング選択]ボタンを押して、ソング選択画面の曲データ(ソングファイル)を表

示させます。

USBオーディオ選択画面の曲データ(AUDIO)(CVP-509/505/503) 

1-1 [USB]ボタンを押して、再生画面(AUDIO PLAYER画面)を表示させます。 

1-2 [8  ▲▼](FILE SELECT)ボタンを押して、接続中のUSB記憶装置に保存され

ている曲データ(オーディオファイル)を表示します。 
2 [A]～[J]ボタンで、登録したい曲データのファイルを選びます。 

3 [6 ▲] (MF登録)ボタンを押して、曲データをミュージックファインダーに登録

します。
自動的にミュージックファインダーの編集画面(MUSIC FINDER RECORD

EDIT画面)に移ります。 
4 [8 ▲](OK)ボタンを押して、登録をスタートします。

登録をキャンセルするときは、[8  ▼] (CANCEL)ボタンを押します。

曲データ(ソング/オーディオ)を登録する

登録したい曲データがUSB記憶装置
に入っている場合は、その曲データ
の入ったUSB記憶装置を[USB TO
DEVICE]端子に接続します。

USB記憶装置の取り扱いについて
は、はじめに「USB記憶装置を接
続する」(101ページ)をお読みくだ
さい。

3
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5

5 ミュージックファインダー画面で、曲データ(SONG/AUDIO)が追加されている

ことを確認します。
曲データは、STYLE欄に(SONG)または(AUDIO)と表示されます。

登録した曲データをミュージックファインダーから呼び出す

「曲に合ったパネル設定を選ぶ」(72ページ)や「パネル設定を検索する」(72ページ)と

同じ方法で、登録した曲データを呼び出すことができます。

･ 呼び出したソングデータを再生するには、SONGレコードを選んだあとで、ソングコ

ントロール[スタート/一時停止]ボタンを押します。

･ 呼び出したオーディオデータを再生するには、AUDIOレコードを選んだあとで、

[USB]ボタンを押し、[2 ▲▼] ( F/ K)ボタンを押します。

USB記憶装置(USBフラッシュメモ
リー/フロッピーディスクなど)に
入っているソングデータやオーディ
オデータを呼び出したいときには、
データが入っているUSB記憶装置
を、[USB TO DEVICE]端子に差
しておく必要があります。

左記のサービス内容は、変更するこ
とがあります。

インターネットでもっと便利に(ミュージックファインダープラス)

インターネットダイレクトコネクション機能(90ページ)で楽器をインターネットに接続すると、気
になったパネル設定のお手本曲やウェブページで気に入った曲のパネル設定を探したり、ダウン
ロードしたりできます。楽器をインターネットにつないで、ミュージックファインダー画面上の[J]
(MUSIC FINDER＋)ボタンを押してみましょう！

ミュージックファインダープラスについて詳しくは、インターネット上の下記ページをご覧ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/piano-keyboard/net/
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もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」5章をご覧ください。

お気に入りのレコードを簡単に
呼び出す

[ミュージックファインダー ] → タブ切替[ E][ F] ALL
→ [H] (ADD TO FAVORITE)

レコードを編集する [ミュージックファインダー ] → [8 ▲▼] (RECORD EDIT)

レコードを保存する [ミュージックファインダー ] → [7 ▲▼] (FILES)

ミュージックファインダープラス [ミュージックファインダー ] → [J] (MUSIC FINDER＋)
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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パネル設定を登録する
(レジストレーションメモリー )

レジストレーションメモリーは、ボイスやスタイルなどに

関するパネル設定をボタンに登録し、演奏中でもワンタッ
チで呼び出せる機能です。ボタンに登録したパネル設定

は、まとめて1つのバンク(ファイル)として保存します。 

1 ボイスやスタイルなどのパネル設定を、登録したい状態にします。
レジストレーションメモリーで登録できる内容は、別冊「データリスト(パラ

メーター一覧)」を参照してください。 
2 レジストレーションメモリー [メモリー ]ボタンを押して、登録する項目を選ぶ

画面を表示させます。 

3 登録する項目を選びます。

[2  ▲▼]～[7 ▲▼]ボタンで登録したい項目を選び、[8 ▲] (MARK ON)ボタンを
押してチェックマークを入れます。チェックマークを削除するには、[8  ▼]

(MARK OFF)ボタンを押します。
登録を中止するときは、[I] (CANCEL)ボタンを押します。 

4 レジストレーションメモリー [1]～[8]ボタンのうち、パネル設定を登録したい
ボタンを押します。

パネル設定が登録されると、ランプが赤に点灯します。 

5 ほかのボタンに別のパネル設定を登録するときは、手順1～4を繰り返します。
保存したパネル設定は、レジストレーションメモリー [1]～[8]ボタンを押すこ

とで呼び出せます。

パネル設定を登録する

2

3

ランプが消灯しているボタンに登録
することをおすすめします。ランプ
が点灯しているボタンは、すでにパ
ネル設定が登録されているボタンで
す。ランプが点灯しているボタンに
パネル設定を登録すると、そのボタ
ンに登録されていたデータは消え、
新しい設定に書き換わります。

注意 

登録したパネル設定は、電源を切っ
ても保持されます。登録したパネル
設定を一度に消去する場合は、いち
ばん右のB鍵盤(B6)を押しながら電
源をオンにします。

ランプの色について 

• ランプ(赤)点灯: パネル設定を登録済みで、現在選ばれています。 
• ランプ(緑)点灯: パネル設定を登録済みで、現在選ばれていません。 

• ランプ消灯: パネル設定が未登録です。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 77  
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78
  

レジストレーションメモリーでは、ボタンに登録した8個のパネル設定をまとめて1つ

のバンク(ファイル)として扱います。 

1 レジストレーションバンク[－]/[＋]ボタンを同時に押して、バンク選択画面を

表示させます。 

2 [6 ▼]ボタンを押して、バンクを保存します。

保存の手順については、65ページをご覧ください。

登録したパネル設定を呼び出す

ファイルとして保存したレジストレーションメモリーは、レジストレーションバンクボ

タン[－]/[＋]ボタンで順に呼び出したり、以下の方法で呼び出したりできます。 
1 レジストレーションバンク[－]/[＋]ボタンを同時に押して、バンク選択画面を

表示させます。 

2 [A]～[J]ボタンで、バンクを選びます。

[データダイアル]と[エンター ]ボタンで選ぶこともできます。 
3 レジストレーションメモリー [1]～[8]ボタンのうち、緑色に点灯しているボタ

ンの中から1つを選んで押します。

登録したパネル設定をファイルとして保存する

バンク01

バンク02

バンク03

バンク04

2
1

レジストレーションメモリーのバン
クは、CVP-509/505/503/501
で互換性があります。ただし、それ
ぞれの機器の仕様などにより、完全
な互換性が実現できない場合があり
ます。

USB記憶装置のソング/スタイルを
登録してある場合は、登録したデー
タが入っているUSB記憶装置を
[USB TO DEVICE]端子に差して
から呼び出してください。

1

2

CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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レジストレーションメモリーに登録された内容を確認する

レジストレーションメモリー [1]～[8]ボタンに、どんなボイス/スタイルが登録されて

いるかを確認できます。 
1 レジストレーションバンク[－]/[＋]ボタンを同時に押してバンク選択画面を表

示させ、[A]～[J]ボタンで目的のバンクを選びます。 
2 [7 ▲](情報)ボタンを押して、レジストインフォメーション画面を開きます。

レジストインフォメーション画面には、[1]～[4]ボタンの内容を確認する画面
と、[5]～[8]ボタンの内容を確認する画面があります。タブ切替[ E][ F]ボタン

で切り替えます。 

3 [F] (CLOSE)ボタンを押して、レジストインフォメーション画面を閉じます。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」6章をご覧ください。

現在選ばれているバンクの内容を確
認したいときは、[ダイレクトアク
セス]ボタンを押したあと、レジス
トレーションメモリー[1]～[8]ボ
タンのいずれかを押すと、すぐにレ
ジストインフォメーション画面が表
示されます。

2

3

(CVP-509/505)
ボイスパートがオフになっている
と、ボイス名はグレーで表示されま
す。

(CVP-503/501)
ボイスパートがオフになっている
と、ボイスパート名はグレーで表示
されます。

特定の項目を呼び出さな
いようにする

[ファンクション] → [E] REGIST SEQUENCE/FREEZE/

VOICE SET → タブ切替[ E][ F] FREEZE

レジストレーションメモ
リーを呼び出す順番を指
定する

[ファンクション] → [E] REGIST SEQUENCE/FREEZE/

VOICE SET → タブ切替[ E][ F] REGISTRATION

SEQUENCE
CVP-509/505/503/501取扱説明書 79
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オーディオファイルを再生/録音する
(USBオーディオ:CVP-509/505/503)

USBオーディオ機能を使えば、USBフラッシュメモリーに

入っているオーディオファイル(.WAVや.MP3)を楽器で再生
できます。また、ご自分の演奏をオーディオファイル

(.WAV)としてUSBフラッシュメモリーに録音することもで
きますので、コンピューターで再生したり、知り合いとお互

いの演奏データをやりとりしたり、オリジナルのCDを制作
したりするなど、さまざまな用途で楽しめます。

USBフラッシュメモリーに入っているオーディオファイルをこの楽器で再生してみま

しょう。

再生できるファイル形式

再生したいオーディオファイルの入っているUSBフラッシュメモリーを[USB TO

DEVICE]端子に接続します。 

1 [USB]ボタンを押して、再生画面(AUDIO PLAYER画面)を表示させます。 

2 [8 ▲▼] (FILE SELECT)ボタンを押して、接続中のUSBフラッシュメモリーに

保存されているオーディオファイルを表示します。

DRM付きファイルには非対応です。再生する

.wav サンプリング周波数44.1kHz、量子化ビット数16bit、stereo CVP-509
CVP-505
CVP-503

.mp3 サンプリング周波数44.1/48.0kHz、ビットレート64～320kbps
(可変ビットレートにも対応)、mono/stereo

CVP-509
CVP-505

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

USBフラッシュメモリーの取り扱
いについては、はじめに「USB記
憶装置を接続する」(101ページ)を
お読みください。

2

CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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3 [A]～[J]ボタンで、再生したいファイルを選びます。 

4 [戻る]ボタンを押して、再生画面(AUDIO PLAYER画面)に戻ります。 
5 [2 ▲▼] ( F/ K)ボタンを押して再生します。

再生中の操作

[1 ▲▼]～[6 ▲▼]ボタンで、停止、一時停止、選曲、巻き戻し、早送りができます。ま
た、[7 ▲]ボタンで連続再生の設定を、[7 ▼]ボタンで音量調整を行ないます。

再生中はUSBフラッシュメモリー
の抜き差しをしたり、楽器の電源を
切ったりしないでください。データ
が壊れるおそれがあります。

注意 

停止 前曲へ 早送り 

再生/一時停止 

巻き戻し 

次曲へ 
CVP-509/505/503/501取扱説明書 81   
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■ 連続再生する

[7  ▲] (REPEAT)ボタンを押したあと、[7 ▲▼]ボタンでオーディオファイルのリピー
トモードを設定します。[8  ▲▼]ボタンで設定を終了します。

OFF ............... 現在選ばれているファイルを1回だけ再生し、繰り返し再生はしません。

SINGLE ........現在選ばれているファイル1曲を繰り返し再生します。

ALL ............... 指定のフォルダー (現在選ばれているファイルがあるフォルダー )にある
ファイル全曲の連続再生を繰り返します。

RANDOM ....指定のフォルダー (現在選ばれているファイルがあるフォルダー )にある
ファイル全曲のランダム(順不同)再生を繰り返します。 

■ 再生音量(ボリューム)を調整する
[7  ▼] (VOL.)ボタンを押したあと、[7 ▲▼]ボタンでオーディオファイルの再生音量

を設定します。[8  ▲▼]ボタンで設定を終了します。

ご自分の演奏をオーディオファイル(WAVファイル)としてUSBフラッシュメモリーに
録音してみましょう。ギターやマイクを楽器につなげば、ギターと鍵盤演奏のアンサン

ブルや弾き語りも楽しめます。録音可能時間はUSBフラッシュメモリーの容量によって
異なります。この楽器が対応可能な録音時間は、1回の録音につき80分までです。

以下の音を録音できます。

･ 楽器内蔵の音

鍵盤パート(右手1、右手2、左手)、ソングパート、スタイルパート

･ ギターなどの楽器やマイクからの入力音([MIC./LINE IN]端子に接続)

･ オーディオ機器(CDプレーヤー、MP3プレーヤーなど)からの入力音([MIC./LINE
IN]端子に接続)

録音したデータは、一般的なCD音質(44.1kHz/16bit)のステレオWAVファイルとし
て保存されます。 

1 USBフラッシュメモリーを[USB TO DEVICE]端子に接続します。 
2 演奏で使いたいボイスなどの設定をします(ボイスの設定: 37ページ、スタイ

ル：47ページ、マイク接続: 97ページ)。

録音する

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

USBオーディオ機能での録音には、
動作確認済みのUSBフラッシュメ
モリーをお使いください。USBフ
ラッシュメモリーの取り扱いについ
ては、はじめに「USB記憶装置を接
続する」(101ページ)をお読みくだ
さい。

AUX IN端子からの入力音は録音で
きません

プリセットソングなど著作権で保護
されているソング(曲)や、メトロ
ノーム音は録音できません。また、
iAFCの効果(CVP-509のみ、34
ページ)は録音に反映されません。

録音方法には、ここで説明するオー
ディオ録音のほかにMIDI録音(ソン
グ録音)もあります(63ページ)。
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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3 [USB]ボタンを押します。 

4 [E] (RECORDER)ボタンを押して、録音画面(USB AUDIO RECORDER画面)

を表示させます。 

5 [J] (REC)ボタンを押して、録音を開始します。演奏を始めましょう。

録音が始まると、録音画面の右側に録音経過時間が表示されます。 

6 [J] (STOP)ボタンを押して、録音を終了します。
ファイル名が自動的に付けられ、ファイル名を知らせるメッセージが表示されます。

複数のUSB記憶装置が接続されて
いる場合、「USB1」の記憶装置が
録音先に選ばれます。「USB1」が
フロッピーディスクドライブのとき
はスキップされます。

録音先のUSBフラッシュメモリーの情報を見る
手順4の画面で[E] (PROPERTY)ボタンを押すと、録音先として選ばれているUSBフラッシュメモ
リーの番号、全容量や空き容量、録音可能時間の目安が確認できます。

[F] (OK)ボタンか[戻る]ボタンを押すと画面が閉じます。

録音中はUSBフラッシュメモリー
の抜き差しをしたり、楽器の電源を
切ったりしないでください。データ
が壊れるおそれがあります。

注意 

演奏を失敗した場合でも、上書き録
音はできません。ファイル選択画面
(25ページ)で失敗したファイルを
削除し、新たに録音し直してくださ
い。

録音中に[戻る]ボタンで録音画面を
閉じても録音は継続しています。
[E] (RECORDER)ボタンで録音画
面を再表示させ、[J] (STOP)ボタ
ンで録音を終了してください。
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音量バランスや音色などを調節する(ミキサー )

ミキサーとは、複数の音声信号をまとめて、音声バランス
やステレオ定位、エフェクトのかかり具合などを調節する

装置です。クラビノーバにはミキサーの機能が内蔵されて
いるので、鍵盤パート間やソング/スタイルチャンネルご

との音量バランスや音色調節ができます。 

1 [ミキサー ]ボタンを押して、ミキサー画面を表示させます。 

2 タブ切替[ E][ F]ボタンで、設定画面を選びます。
各設定画面の設定項目については、「機能詳細編 もっと楽しむCVP」をご覧くだ

さい。 

■ VOL/VOICE (ボリューム/ボイス)
各パートのボイスを変更したり、パン(ステレオ定位)や音量バランスを調節し

たりします(86ページ)。また、市販のXGソングデータを再生するときに、

データ中のXGボイスをCVPの内蔵ボイスに差し替えてより高品質なサウンド

に仕上げるソングオートリボイス機能もあります。 

■ FILTER (フィルター )

音のハーモニックコンテント(レゾナンス効果)や明るさを調節します。 

■ TUNE (チューン)
チューニングやトランスポーズ(移調)など、音の高さに関する設定をします。 

■ EFFECT (エフェクト)

各パートにかけるエフェクトの種類を選び、エフェクトをかける深さを設定

します(87ページ)。 

■ EQ (イコライザー )
イコライザーの設定値を編集して、音質や音色を補正します。 

■ CMP (マスターコンプレッサー )(CVP-509)

楽器で鳴るサウンド全体の音量を調整し、曲にまとまりを出します(88ページ)。

ミキサーの基本操作

2

マスターコンプレッサーは、USB
オーディオ再生とメトロノーム音に
は効果しません。
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3 [ミキサー ]ボタンを繰り返し押して、パートを選びます。

ミキサー画面は、パート別に分かれています。パート名は、画面上部に表示され
ます。パートが切り替わる順番は、下記のとおりです。 

4 [A]～[J]ボタンで設定項目を選び、[1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで設定値を変更し
ます。 

5 設定を保存します。 

■ PANEL PART (パネルパート)の保存
レジストレーションメモリーに登録します(77ページ)。 

■ STYLE PART (スタイルパート)の保存

スタイルデータとして保存します。 

1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [F] DIGITAL REC MENU → [B] STYLE

CREATOR 
2 [戻る]ボタンを押して、「RECORD」画面を閉じます。 
3 [I] (SAVE)ボタンを押して、保存の作業をする画面(スタイル選択画面)を

表示させます。スタイル選択画面で保存します(65ページ)。 

■ SONG CH 1-8 / 9-16 (ソングチャンネル1～8 / 9～16)の保存

ソングデータの一部として記憶(セットアップ)させてから、ソングを保存します。 

1 設定画面を表示させます:

[ファンクション] → [F] DIGITAL REC MENU → [A] SONG

CREATOR 
2 タブ切替[ E][ F]ボタンで「CHANNEL」を選びます。 
3 [A]/[B]ボタンで「SETUP」を選びます。 
4 [D] (EXECUTE)ボタンを押して、セットアップを実行します。 
5 [I] (SAVE)ボタンを押して、保存の作業をする画面(ソング選択画面)を表

示させます。ソング選択画面で保存します(65ページ)。

スタイルパートとソングチャンネル
は、[チャンネルオン/オフ]ボタン
(53、60ページ)を押して「スタイ
ル」または「ソング」を表示させた
ときのチャンネルと同じです。

PANEL PART

STYLE PART

SONG CH 1-8 

SONG CH 9-16

全パート
(ソング、スタイル、マイク入力(CVP-509/505/503)、左手、右手1、2)

スタイルパート
(リズム1、2、ベース、コード1、2、パッド、フレーズ1、2)

ソングチャンネル1～8

ソングチャンネル9～16

設定したい項目に対応する[A]～[J]
ボタンを押しながら[1 ▲▼]～
[8 ▲▼]ボタンを押す(または[データ
ダイアル]を回す)と、すべてのパー
トの設定値が同じ値になります。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 85 
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86
  

鍵盤パートや、スタイルの各チャンネル、ソングの各チャンネルのボイスを変更した

り、パート(チャンネル)間の音量バランスやパン(ステレオ定位)を調整したりできます。

ボイスを変更する 

1 84ページの基本操作1～3と同じです。手順2では、「VOL/VOICE」タブを選

びます。 
2 [C](または[H])ボタンを押して、画面上の「VOICE」の列を選びます。 

3 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、ボイスを変更したいパートを選びます。
ボイス選択画面が表示されます。 

4 ボイスを選びます。
パネル上のボイスコントロールボタンでカテゴリーを選び、[A]～[J]ボタンでボ

イスを選びます(37ページ)。 
5 [戻る]ボタンを押して、ミキサー画面に戻ります。 
6 設定を保存します(85ページ手順5)。

各パートのボイスやボリューム/パンを変更する

3

3

オルガンフルートなど一部のボイス
は、スタイルチャンネルには選べま
せん。

スタイルのリズム2チャンネルに
は、ドラム/SFXキットのみ選択で
きます。

ソングデータがGMモードのとき、
ソングの10チャンネルは
ドラムキット専用です。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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パン/ボリュームを調整する 

1 84ページの基本操作1～3と同じです。手順2では、「VOL/VOICE」タブを選

びます。 
2 各パートのパンを調整する場合は[D](または[I])ボタンを押します。ボリューム

を調整する場合は[E](または[J])ボタンを押します。 

3 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、各パートのパン/ボリュームを調整します。 
4 設定を保存します(85ページ手順5)。 

1 84ページの基本操作1～3と同じです。手順2では、「EFFECT」タブを選びます。 

2 [C]/[D]/[E]ボタンで、調節したいエフェクトを選びます。 

■ REVERB (リバーブ)
コンサートホールやライブハウスで演奏しているような臨場感が得られます。 

■ CHORUS (コーラス)

同時に複数のパートを演奏しているような厚みが得られます。 

■ DSP
初期状態では、選択中のボイスに最適なエフェクトが選ばれています。 

3 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで、各パートにかけるエフェクトの深さを調整します。 
4 設定を保存します(85ページ手順5)。

各パートのエフェクトを調節する

パン

ボリューム

2

[F] (TYPE)ボタンを押して、各エ
フェクトのタイプを変更することも
できます。詳しくは「機能詳細編
もっと楽しむCVP」をご覧ください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 87
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コンプレッサーとは、あるレベル(スレッショルド)以上の音声信号の出力を圧縮して抑
えるエフェクトです。ボーカル(マイク入力音声)サウンドなど強弱の差が激しい音声を

補正したり、ギターのような減衰楽器のスレッショルドを故意に低いレベルに設定する
ことで、減衰するはずのギターサウンドを減衰させないサウンドに変えたりできます。

また、ドラムセットのリズムパターンなどでアクセントの付いたサウンドを抑え、全体
サウンドの底上げをすることで迫力あるサウンドを実現させるなど、さまざまなサウン

ド作りができるエフェクトです。

マスターコンプレッサーを調節する

84ページの手順2で、「CMP」タブを選びます。

マスターコンプレッサーを使ってサウンド全体の音量
を調節する

1 [G] ON/OFF マスターコンプレッサーの効果を
オン/オフします。

2 [2 ▲▼] / [3 ▲▼] TYPE (タイプ) マスターコンプレッサータイプを選
びます。

3 [4 ▲▼] THRESHOLD OFFSET
(スレッショルドオフセット)

スレッショルドを調整します。
スレッショルドとは、コンプレッ
サーがかかる最低レベルのことです。
スレッショルドより大きい音に対し
て、コンプレッサーが働きます。

4 [5 ▲▼] RATIO OFFSET
(レシオオフセット)

コンプレッサーが効果する割合を調
整します。

5 [7 ▲▼] GAIN OFFSET
(ゲインオフセット)

ゲイン(出力レベル)を調節します。

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

2 3 4 5

1

GAIN REDUCTION
(ゲインリダクション)
とOUTPUT LEVEL
(アウトプットレベル)
が表示されます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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マスターコンプレッサーの設定を保存する

88ページで編集したマスターコンプレッサーの設定は、下記手順で保存できます。 
1 マスターコンプレッサー画面で[I] (SAVE) を押して、マスターコンプレッサー

保存画面を表示させます。 

2 [3 ▲▼]～[6 ▲▼]ボタンで、マスターコンプレッサーの保存先を選びます。 
3 [I] (SAVE)ボタンを押します。 
4 必要に応じて名前を付け(27ページ)、[8 ▲] (OK)を押して保存します。 
5 [戻る]ボタンを押して、マスターコンプレッサー保存画面を抜けます。

保存したマスターコンプレッサーは、マスターコンプレッサー画面の左下の
TYPE欄に表示され、プリセットのタイプと同じように選ぶことができます。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」8章をご覧ください。

XGソングの音をこの楽器のボイ
スに変換する(ソングオートリボ
イス)

[ミキサー ] → タブ切替[ E][ F] VOL/VOICE →
[G] SET UP

音のひずみや明るさを変える [ミキサー ] → タブ切替[ E][ F] FILTER

移調やチューニングに関する設
定を変える

[ミキサー ] → タブ切替[ E][ F] TUNE

エフェクトタイプを変える [ミキサー ] → タブ切替[ E][ F] EFFECT → [F] TYPE

イコライザーを設定する [ミキサー ] → タブ切替[ E][ F] EQ

3

2

CVP-509/505/503/501取扱説明書 89



90

ク
ラ
ビ
ノ
ー
バ
を
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る 

9

クラビノーバを直接インターネットに接続する
(インターネットダイレクトコネクション)

楽器を直接インターネットに接続して、クラビノーバ専用

サイトでいろいろなコンテンツを楽しむことができます。
この章では、インターネット機能の概要を説明します。接

続の手順や、接続に必要なインターネット用語の説明につ
いては、インターネット接続ガイド(ヤマハマニュアルライ

ブラリーからダウンロード可能)をご覧ください。

[インターネット]ボタンを押してインターネット機能に入ります。楽器がインターネッ

トに接続されていれば、クラビノーバ専用サイトが表示されます。接続されていない場
合は、下記「楽器をインターネットに接続する」を参考に、接続設定を行なってください。

インターネット機能を終了して楽器の画面に戻るには、[戻る]ボタンを押します。

ブロードバンドルーターまたはルーター機能付きモデムを通して、楽器を常時接続回線

(ADSL、光ファイバー、ケーブルテレビインターネット)に接続します。(あらかじめイ
ンターネットプロバイダーとの契約をしておく必要があります。)ブロードバンドルー

ターやモデムの設定は楽器上では行なえませんので、楽器を接続する前に、コンピュー
ターをインターネットに接続してください。

設定方法は、接続に使用する機器などによって異なります。詳しくはインターネット接
続ガイドをご覧ください。

インターネット接続ガイドを見る

コンピューター上で、インターネット接続ガイドをご覧いただけます。(コンピューター

をインターネットに接続する必要があります。) 
1 コンピューターのブラウザーで、マニュアルライブラリーのウェブサイトを開き

ます。

付属のCD-ROMのメニューから「マニュアルライブラリー」をクリックするか、
下記のURLを入力します。

http://www.yamaha.co.jp/manual/ 
2 「モデル名から検索」テキストボックスにモデル名(「CVP-509」など)を入力

して、「検索」ボタンをクリックします。 
3 検索結果の中から「インターネット接続ガイド」をクリックします。

インターネット機能に入る

楽器を直接インターネットに接続し
たときに表示できるのは、クラビ
ノーバ専用サイトだけです。

楽器をインターネットに接続する

インターネットの契約内容によって
は、接続できる機器(コンピュー
ターや楽器など)の台数に制限があ
る場合があります。契約内容をご確
認ください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   



ク
ラ
ビ
ノ
ー
バ
を
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る 

9

接続例 

■ 接続例1

有線で接続する(LANケーブルを使用) 

■ 接続例2
無線で接続する(無線LANイーサネットコンバーターを使用) 

■ 接続例3

無線で接続する(USB無線LANアダプターを使用)

モデム*

*モデム=ADSLモデム、ONU (光ネットワークユニット)、ケーブルモデム 

ルーター 
有線タイプ 

LANケーブル 

LANケーブル 

LAN端子

モデムの種類によっては、複数の機
器(コンピューターと楽器など)を接
続するために、別途ハブが必要な場
合もあります。
モデム自体にルーター機能が付いて
いる場合は、モデムと楽器をLAN
ケーブルで接続します。

モデム*

*モデム=ADSLモデム、ONU (光ネットワークユニット)、ケーブルモデム 

アクセス 
ポイント 

LAN端子 

無線LANイーサネットコンバーター

(CVP-509/505) [USB TO
DEVICE]端子は、パネル上と、
鍵盤左下(94ページ)の2箇所にあり
ます。

モデム*

*モデム=ADSLモデム、ONU (光ネットワークユニット)、ケーブルモデム 

アクセス 
ポイント 

USB TO  
DEVICE端子 

USB無線LANアダプター
CVP-509/505/503/501取扱説明書 91  
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リンクをたどる

インターネットに接続できたら、[データダイアル]と[エンター ]ボタンを使って、サイ
ト内のリンクをたどり、いろいろなコンテンツをお楽しみください。[6 ▼]/[7 ▲▼]/

[8 ▼]ボタンでリンクを選び、[8 ▲] (エンター )ボタンで決定することもできます。

直前に表示されていたウェブページに移動する

前の画面に戻るには[1 ▲▼] (戻る)ボタン、戻る前に表示していた画面をもう一度開くに

は[2 ▲▼] (進む)ボタンを押します。タブ切替[ E][ F]ボタンで移動することもできま
す。

専用サイトのトップページに戻るには[3 ▲▼] (ホーム)を押します。
ページを再読み込みするには[5 ▲] (更新)ボタン、読み込みを中止するには[6 ▲] (中止)

ボタンを押します。

クラビノーバ専用サイトの操作方法
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」9章をご覧ください。

インターネットの接続状態を見る

インターネット画面の下には、接続状態を示すメッセージやアイコンが表示されます。

ウェブページの読み込み状態に応じて、以下の3つのメッセージが表示されます。

「ネットに接続されていません」
インターネットに接続されていないときに表示されます。このメッセージが表示されているとき
は、ウェブページを見ることができません。1 のアイコンが表示されます。

「Webページを開いています…」
ウェブページを読み込み中です。2のアイコンが点滅します。

「Webページが表示されました」
ウェブページの読み込みが完了し、ページが完全に表示されます。2 のアイコンの点滅が止まり
ます。表示されているウェブページがSSLを使っているときは、3のアイコンが表示され、情報
が暗号化されて通信されていることを示します。

無線LANでインターネットに接続している場合には、電波の強さ(受信状態)が4に表示されます。
電波が弱い(または届かない)ときは、楽器をアクセスポイントの近くに移動し、電波が届く状態に
してください。

メッセージ 

4 弱 

中 

強 

接続不可 

1

2

3

SSLとは、情報を暗号化して通信す
る規格です。

専用サイトの閲覧情報を編集する [インターネット] → [5 ▼] 環境設定→ [D] ブラウザー設定

ウェブページをブックマーク
(お気に入り)に登録する

[インターネット] → [4 ▲▼] ブックマーク→ [3 ▲▼] 追加
CVP-509/505/503/501取扱説明書 93  
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他の機器と接続して演奏する

外部機器と接続するときは、すべての機器の電源を切ったうえで行なってください。また、電源を入れたり切ったりする前に、必ず機器のボリュームを
最小(0)にしてください。感電または機器の損傷のおそれがあります。

楽器の音を外部スピーカーから鳴らしたり、外部機器に録音した
りする

[AUX OUT]端子を使って楽器をアンプ内蔵スピーカーと接続すると、より大きな音で
迫力ある演奏を楽しめます。また、MDレコーダーなどのデジタルオーディオ機器と接

続すると、楽器の演奏をMDレコーダーなどに録音できます。CVP-509/505/503で
は、[MIC./LINE IN]端子からの入力音も一緒に出力されます。

CVP-509/505 CVP-503/501

本体右側 
(高音) 

本体左側 
(低音)

本体前(鍵盤側) 
CVP-509のみ 

本体左側 
（低音） 

本体右側 
（高音） 

本体前（鍵盤側） 

注意 

外部オーディオ機器と接続する
オーディオ接続ケーブルおよび変換
プラグは、抵抗のないものをお使い
ください。

モノ出力の場合(スピーカーを1台だ
け使う場合)には、[L/L＋R]端子を
ご使用ください。

楽器本体 

オーディオ接続ケーブル 

標準フォーンプラグ 標準フォーンプラグ 

入力端子 

アンプ内蔵スピーカー

楽器本体の音を外部機器に出力する
ときは、最初に楽器本体、次に外部
機器の順に電源を入れてください。
電源を切るときは、最初に外部機
器、次に楽器本体の順に行なってく
ださい。

注意 

[AUX OUT] 端子から出力した音
を、[AUX IN]に戻さないでくださ
い([AUX OUT]から外部オーディ
オ機器に接続した場合、その機器か
らふたたび楽器本体の[AUX IN]に
接続しないでください)。楽器本体
の[AUX IN]から入力された音はそ
のまま[AUX OUT]から出力されま
すので、オーディオ系の発振が起こ
り、正常な再生がなされないばかり
でなく、両機器の故障の原因になり
ます。

注意 
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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楽器本体のスピーカーから外部機器の音を出す

外部機器を楽器本体に接続して、外部機器の音を楽器本体のスピーカーから出すことが

できます。CDプレーヤーなどの音声出力端子([LINE OUT]端子など)を、オーディオ接
続ケーブルで、楽器の[AUX IN]端子([L/L＋R]と[R])(標準フォーン端子)に接続します。

楽器の[VIDEO OUT]端子を使ってテレビと接続することで、楽器本体の歌詞(Lyrics)/
テキスト(Text)をテレビに映し出せます。CVP-509では[RGB OUT]端子で外部モニ

ターと接続することもできます。[RGB OUT]端子を使うと、よりきれいな(解像度の高
い)画質で出力されます。

信号方式と表示内容を設定する 

1 設定画面を表示させます：
[ファンクション] → [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] SCREEN OUT

外部機器の音を楽器本体から出力す
るときは、最初に外部機器、次に楽
器本体の順に、電源を切るときは、
最初に楽器本体、次に外部機器の順
に、行なってください。

モノ入力には[L/L＋R]端子をご使
用ください。
[AUX IN]からの入力音は、楽器の
[音量]ダイアルで音量調節できます。

注意 

楽器本体の画面をテレビ/外部モニターに映し出す

楽器本体 

オーディオ接続ケーブル 

標準フォーンプラグ LINE OUT

RL/L+R

AUX IN

CDプレーヤー 

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

RCAピン端子 

VIDEO IN

Mini D-Sub15ピン 

(CVP-509のみ) 目の疲れや視力の低下を引き起こす
原因となりますので、長時間テレビ
やビデオモニターを見続けないよう
にしてください。定期的に休憩を
取ったり、焦点を遠くの物に合わせ
るなどして、目を休めてください。

注意 
CVP-509/505/503/501取扱説明書 95  
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2 信号方式と表示方式を設定します。

(CVP-509)
NTSCを選ぶと、画面下部が表示さ
れないことがあります。

[1 ▲▼]/
[2 ▲▼]

MONITOR TYPE
(モニタータイプ)

テレビの信号方式を選びます。テレビの対応している規格
に応じて、NTSCかPALかを選びます。初期値は、日本で
の標準であるNTSC方式に設定されています。
(CVP-509の場合)外部モニターと接続している場合は、
RGBを選びます。

[3 ▲▼]/
[4 ▲▼]

SCREEN CONTENT
(スクリーンコンテント)

表示方式(画面そのものの表示か歌詞/テキストの表示か)を
選びます。

LYRICS/TEXT:
楽器本体の画面表示にかかわらず、テレビ/外部モニターに
は歌詞やテキストが表示されます。

LCD:
楽器本体に表示されている画面がそのままテレビ/外部モニ
ターに表示されます。
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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[MIC./LINE IN]端子にマイクを接続すると、弾き語りやカラオケを楽しむことができま
す。マイク入力された音声は、楽器本体のスピーカーから鳴ります。下記では、マイク

を接続する手順を説明しますが、同様の手順でマイクの代わりにギターなどを接続し
て、楽器本体のスピーカーから音を出すこともできます。接続する機器により、出力レ

ベルが高い場合は、手順3で[MIC. LINE]切り替えスイッチを[LINE]側に設定してくだ
さい。 
1 [INPUT VOLUME]を最小にします。 

2 [MIC./LINE IN]端子にマイクを接続します。 

3 [MIC. LINE]切り替えスイッチをMIC.側に切り替えます。 
4 (電源付きのマイクの場合はマイクの電源を入れ、)マイクに向かって声を出しな

がら、[INPUT VOLUME]を調整します。
[シグナル]ランプ、[オーバー ]ランプを見ながら調節してください。[シグナル]

ランプは、音声が入力されたときに点灯します。このランプが点灯するように調
整してください。[オーバー ]ランプは、入力音声が大きすぎる場合に点灯します。

このランプが点灯しないように調整してください。

マイクやギターをつないで使う

CVP-501CVP-503CVP-505CVP-509

マイクは、ダイナミックマイクロ
フォンのみをお使いください。

[MIC./LINE IN]端子に何も接続し
ていない場合は、[INPUT
VOLUME]を常にMIN (最小)にして
ください。[MIC./LINE IN]端子は
感度が高いため、何も接続していな
い場合でもなんらかのノイズを拾っ
てしまう可能性があります。

MIN MAX

INPUT MIC. MIC. LINE PHONESVOLUME LINE IN

MIN MAX

INPUT MIC. MIC. LINE PHONESVOLUME LINE IN

32

楽器本体の電源をオフにする前にも
[INPUT VOLUME]を最小にしてく
ださい。

マイクを外す 

1 本体底面の端子パネルの[INPUT VOLUME]を最小にします。 
2 本体底面の端子パネルの[MIC./LINE IN]端子から、マイクを外します。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 97  
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マイクのエフェクトをオン/オフする

マイクで歌った歌声に、いろいろなエフェクト(エコーなどの効果)をかけることができ

ます。 
1 設定画面を表示させます。

[ファンクション] → [G] MIC SETTING/VOCAL HARMONY 
2 [2 ▲▼]～[7 ▲▼]ボタンで、オン/オフを設定します。

歌声にハーモニーを付ける(ボーカルハーモニー )

マイクで歌った歌声に、ハーモニーを付けることができます。 
1 設定画面を表示させます。

[ファンクション] → [G] MIC SETTING/VOCAL HARMONY 
2 [6 ▲]/[7 ▲]ボタンで、ボーカルハーモニーをオンにします。 

3 [H]ボタンを押して、ボーカルハーモニー選択画面を表示させます。

[2 ▲▼]/
[3 ▲▼]

TALK
(トーク)

ONに設定すると、一時的にエフェクトをキャンセ
ルします。
ライブやコンサートで、歌と歌の合間にトークを
入れたい場合に使うと便利です。

[4 ▲▼]/
[5 ▲▼]

MIC EFFECT
(マイクエフェクト)

ONに設定するとエフェクトがかかります。
エフェクトタイプは、ミキサー画面(87ページ)で
選べます。

[6 ▲▼]/
[7 ▲▼]

VOCAL HARMONY
(ボーカルハーモニー)

下記をご覧ください。

3

2

CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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4 [A]～[J]ボタンで、ボーカルハーモニーのタイプを選びます。

ボーカルハーモニーのタイプについては、別冊データリストをご覧ください。 

5 [スタイル オン/オフ]ボタンを押して、スタイルをオンにします。 

6 左手でコードを押さえるか、コードデータの入ったソングをスタートして、マイ

クに向かって歌います。
コードに合わせてハーモニーが付きます。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」10章をご覧ください。

鍵盤演奏とマイクの音量バランス
は、音量バランス画面(54ページ)
で調節できます。

マイクに関する設定 [ファンクション] → [G] MIC SETTING/VOCAL
HARMONY → [I] MIC SETTING→ タブ切替
[ E][ F] OVERALL SETTING

トーク設定 [ファンクション] → [G] MIC SETTING/VOCAL
HARMONY → [I] MIC SETTING→ タブ切替
[ E][ F] TALK SETTING

ボーカルハーモニーを編集する [ファンクション] → [G] MIC SETTING/VOCAL
HARMONY → [H] VOCAL HARMONY TYPE→
[8 ▼] (EDIT)
CVP-509/505/503/501取扱説明書 99   
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[AUX PEDAL]端子に別売のフットスイッチ(FC4またはFC5)やフットコントローラー

FC7を接続すると、足を使ってさまざまな機能をコントロールできます。機能のオン/
オフを切り替えるときにはフットスイッチを、ボリュームなどの連続した値をコント

ロールするときにはフットコントローラーをお使いください。 

■ <例1> フットコントローラーで手弾き音のボリュームをコントロールする
フットコントローラー FC7を[AUX PEDAL]端子に接続します。工場出荷状態では、

特別な設定は必要ありません。 

■ <例2> フットスイッチでソング再生をコントロールする
フットスイッチFC4またはFC5を[AUX PEDAL]端子に接続します。

[ファンクション] → [D] CONTROLLER → タブ切替[ E][ F] PEDAL画面で
[SONG PLAY/PAUSE]を選んで、AUXペダルにソング再生スタート/ストップの
機能を割り当てます。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」10章をご覧ください。

フットスイッチやフットコントローラーを接続する

AUX PEDAL

フットスイッチ
FC4(別売)

フットスイッチ
FC5(別売)

フットコントローラー
FC7(別売)

フットペダル

フットスイッチやフットコントロー
ラーの抜き差しは、電源を切った状
態で行なってください。

注意 

フットスイッチに割り当てる機能を
設定する

[ファンクション] → [D] CONTROLLER → タブ
切替[ E][ F] PEDAL
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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[USB TO DEVICE]端子にUSB記憶装置を接続すると、楽器上で設定した内容や制作したデータをUSB記憶装置に保

存できます。

USB記憶装置を接続する

USB TO DEVICE端子ご使用上の注意

USB TO DEVICE端子にUSB機器を接続する場合は、以下の
ことをお守りください。 

n USB機器の取り扱いについては、お使いのUSB機器の取扱
説明書もご参照ください。 

■ 使用できるUSB機器 

• USB対応の記憶装置(フラッシュメモリー、フロッピー
ディスクドライブ、ハードディスクドライブなど) 

• USBハブ 
• USB-LANアダプター

動作確認済みUSB機器については、ご購入の前にインターネッ
ト上の下記URLでご確認ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/piano-keyboard/ 

n 上記以外のUSB機器(マウス、コンピューターのキーボード
など)は、接続しても使えません。 

■ USB機器の接続 

• USB TO DEVICE端子の形状に合うプラグを上下の向き
に注意して差し込んでください。

トップパネルのUSB TODEVICE端子にUSB機器を接
続している場合は、キーカバーを閉める前に外してくだ
さい。USB機器を接続したままキーカバーを閉じると、
USB機器がキーカバーに当たって破損するおそれがあり
ます。 

• 1つのUSB TODEVICE端子に2台以上のUSB機器を同時
に接続したい場合は、USBハブを使います。電源付き(セ
ルフパワード)のUSBハブを、電源を入れてご使用くださ
い。USBハブは1台のみ使用可能です。USBハブの使用中
にエラーメッセージが出た場合は、本機からUSBハブを抜
き、本機の電源を入れ直した上で、再度USBハブを接続し
てください。 

• 本機はUSB1.1に対応していますが、USB2.0の機器でも
使用できます。ただし転送スピードはUSB1.1相当になり
ますので、ご了承ください。

USB記憶装置の取り扱いについて

本機にUSB記憶装置を接続すると、楽器本体で制作したデータ
をUSB記憶装置に保存したり、USB記憶装置のデータを楽器
本体で再生したりできます。 

n USB記憶装置としてCD-R/RWドライブを接続した場合、
CD-ROMのデータ(MIDIデータ)を楽器本体で再生/再現す
ることはできますが、楽器本体のデータを保存してCD-
ROMを作ることはできません。 

■ 接続できるUSB記憶装置の数

同時に使用できるUSB記憶装置は、2台までです。(USBハブ
を使用した場合でも、同時に使用できる記憶装置は2台までで
す。)また、1台のUSB記憶装置について4ドライブまで認識がで
きます。 

■ USB記憶装置のフォーマット

USB記憶装置の中には、本機で使用する前にフォーマットが必
要なものがあります。USBTO DEVICE端子にUSB記憶装置
を接続したとき(またはUSB記憶装置にフロッピーディスクな
どのメディアを挿入したとき)に、フォーマットを促すメッセー
ジが表示された場合は、フォーマットを実行してください(102
ページ)。

フォーマットを実行すると、そのメディアの中身は消去
されます。必要なデータが入っていないのを確認してか
らフォーマットしてください。特に複数のUSB記憶装置
を接続しているときは、ご注意ください。 

■ 誤消去防止

USB記憶装置には、誤ってデータを消してしまわないようライ
トプロテクト機能のついたものがあります。大切なデータが
入っている場合は、ライトプロテクトで書き込みができないよ
うにしましょう。逆にデータを保存する場合などは、ご使用の
前にお使いのUSB記憶装置のライトプロテクトが解除されてい
ることをご確認ください。 

■ USB記憶装置の抜き差し

USB記憶装置を外すときは、保存/コピー /削除などデータの
アクセス中でないことをあらかじめ確認したうえで外してくだ
さい。

USB記憶装置の頻繁な電源のオン/オフや抜き差しをし
ないでください。楽器本体の機能が停止するおそれがあ
ります。保存/コピー /削除/フォーマットなどデータの
アクセス中やUSB記憶装置のマウント中は、USBケー
ブルを抜いたり、USB記憶装置からメディアを取り出
したり(USBフラッシュメモリーを抜いたり)、双方の電
源を切ったりしないでください。メディアが壊れたり、
楽器本体/メディアのデータが壊れたりするおそれがあ
ります。

注意 

注意 

注意 
CVP-509/505/503/501取扱説明書 101  
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USB記憶装置のフォーマット(初期化)

[USB TO DEVICE]端子にUSB記憶装置を接続したとき(USBフラッシュメモリーを差

したときや、USBフロッピーディスクドライブにフロッピーディスクを入れたときなど)
に、記憶装置をフォーマット(初期化)するように促すメッセージが表示されることがあ

ります。その場合は、フォーマットを実行してください。 

1 フォーマットするUSB記憶装置を楽器の[USB TO DEVICE]端子に差し込みま
す。 

2 設定画面を表示させます:
[ファンクション] → [J] UTILITY → タブ切替[ E][ F] MEDIA 

3 [A]または[B]ボタンを押して、手順1で差し込んだUSB記憶装置に対応したデ

バイスを選びます。
接続している機器の数によって、接続した順にUSB1、USB2などと表示されま

す。 
4 [H](FORMAT)ボタンを押して、フォーマットします。

[LAN]や [USB TO DEVICE]端子を使ってインターネットに接続できます。接続につ
いては、90ページと、ウェブサイトからダウンロード可能なインターネット接続ガイ

ドをご覧ください。

フォーマットを実行すると、そのメ
ディアの中身は消去されます。必要
なデータが入っていないのを確認し
てからフォーマットしてください。
特に複数のUSB記憶装置を接続し
ているときは、ご注意ください。

注意 

USB記憶装置の容量を確認する

手順4で[F] (PROPERTY)ボタンを押すと、USB記憶装置の空き容量が確認できます。

インターネットに接続する

2

4

3

CVP-509/505 CVP-503/501 
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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USBケーブルを使って楽器の[USB TO HOST]端子とコンピューターを接続すると、

コンピューターとデータをやり取りしたり、コンピューター用の音楽ソフトを楽しんだ
りできます。

コンピューターと接続する

重要
楽器をコンピューターに接続する前
に、コンピューター上にUSB-MIDI
ドライバーをインストールする必要
があります。詳しくは、別冊インス
トールガイドをご覧ください。CVP-509/505

CVP-503/501

楽器のMIDI [IN]/[OUT]端子を使っ
てコンピューターと接続することも
できます。この場合は、USBケー
ブルの代わりにヤマハUX16などの
MIDIインターフェースを使用しま
す。接続方法については、MIDIイ
ンターフェースの取扱説明書をご覧
ください。

USB TO HOST端子ご使用上の注意

USB TO HOST端子でコンピューターと接続するときは、以下のことを行なってください。以下の
ことを行なわないと、コンピューターや本体が停止(ハングアップ)して、データが壊れたり、失わ
れたりするおそれがあります。
コンピューターや本体が停止したときは、アプリケーションやコンピューターを再起動したり、
本体の電源を入れ直してください。 

• USBケーブルは、ABタイプのものをご使用ください。また、3メートル以下のケーブルを
ご使用ください。 

• USB TO HOST端子でコンピューターと接続する前に、コンピューターの省電力
(サスペンド/スリープ/スタンバイ/休止)モードを解除してください。 

• 本体の電源を入れる前に、USB TO HOST端子とコンピューターを接続してください。 

• 本体の電源オン/オフやUSBケーブルの抜き差しをする前に、以下のことを行なってください。
すべてのアプリケーションを終了させてください。
本体からデータが送信されていないか確認してください。(鍵盤を演奏したりソングを再生さ
せたりしても、本体からデータが送信されます。) 

• 本体の電源オン/オフやUSBケーブルの抜き差しは、6秒以上間隔を空けて行なってください。

楽器本体は、USB接続後しばらく
してから通信を開始します。

楽器とコンピューターをUSBケー
ブルで接続する場合は、ハブを経由
せず直接接続してください。

使用するコンピューターやシーケン
スソフトウェアでの必要なMIDI設
定については、それぞれの取扱説明
書をお読みください。
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MIDI端子を使用して、外部MIDI機器(キーボード、シンセサイザー、シーケンサーなど)

と接続できます。MIDIケーブルをご使用ください。

MIDI IN ............MIDIデータを受信する端子です。
MIDI OUT........MIDIデータを送信する端子です。

MIDI THRU.....MIDI INで受信したデータをそのまま出力する端子です。複数の機器に
MIDIデータを供給する場合などに使います。

MIDIに関する楽器本体の設定(送信/受信チャンネルや、送受信するデータの内容など)

については、「機能詳細編 もっと楽しむCVP」をご覧ください。

もっと進んだ使いかた

詳しくはインターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」10章をご覧ください。

外部MIDI機器と接続する

MIDIに関する設定 [ファンクション] → [I] MIDI → [8 ▼] (編集)

MIDI OUT MIDI IN

MIDI 受信 

MIDI 送信 

外部MIDI機器 

MIDI OUT MIDI IN CVP-503/501 

CVP-509/505
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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楽器全体に関する設定(ユーティリティー )

[ファンクション]ボタンの中には、さまざまな設定ができ

るUTILITY (ユーティリティー )メニューがあります。
ここでは、楽器全体にかかわる設定や、特定の機能に関す

る詳細の設定など、いくつかの項目が含まれています。
また、楽器の中にあるデータのバックアップや、USB記

憶装置の容量確認も行なえます。 

1 設定画面を表示させます：
[ファンクション] → [J] UTILITY 

2 タブ切替[ E][ F]ボタンで、設定したい項目のある画面を開きます。

ユーティリティーメニューには、下記の6つの画面があります。 

■ CONFIG1
フェードイン/アウトの時間設定、メトロノーム音、タップテンポのタップ音の設定な

どがあります。 

■ CONFIG2
ヘッドフォン使用時のスピーカーオン/オフ、ポップアップ画面の表示時間などを設定

します。 

■ SCREEN OUT (CVP-509/505)
テレビや外部モニターと接続したときに、信号方式や表示方法を設定します(95ページ)。 

■ MEDIA
USB記憶装置のフォーマット(102ページ)や、容量確認を行ないます。 

■ OWNER
所有者名を登録したり(18ページ)、画面に表示させる言語を選んだりします(17ページ)。

また、データのバックアップもこの画面で行なえます(29ページ)。 

■ SYSTEM RESET
楽器を初期化します。 

3 必要に応じて、[A]/[B]ボタンで、設定したい項目を選びます。 
4 [1 ▲▼]～[8 ▲▼]ボタンで設定内容を変更したり、[A]～[J]ボタンで操作を実行

したりします。

ユーティリティーの詳しい内容や操作方法については、「機能詳細編 もっと楽し
むCVP」11章をご覧ください。

基本操作
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CVP-509/505 の組み立て方 

■ 組み立ては、平らな場所で行なってください。 

■ 部品をまちがえたり、向きをまちがえないように注意して、手順ど
おりに組み立ててください。 

■ 組み立ては、必ず2人以上で行なってください。  

■ ネジは付属の指定サイズ以外のものは使用しないでください。
サイズの違うネジを使用すると、製品の破損や故障の原因になるこ
とがあります。 

■ ネジは各ユニット固定後、ゆるみがないようきつく締め直してくだ
さい。 

■ 解体するときは、組み立てと逆の手順で行なってください。 

1 下記の部品を取り出します。 

2 キーカバーを閉めたまま、Aを壁に立てかけます。

1毛布などの柔らかい布を壁の前の床に敷きます。

2鍵盤側を壁に向けて、Aを布の上に置きます。

3Aを背面側から起こして、鍵盤側が下になるように壁に立て
かけます。 

3 BとCをAに固定します。

1 Bの突起をAの穴に差し込みます。

2A底面側を、長いネジ2本で固定します。

注意 

ネジのサイズに合ったプラス(＋) のドライバーを用意してください。

本体 

後脚 左前脚 右前脚 

ペダル 
ボックス 

ペダル 
ボックス金具 

電源コード 後脚金具カバー 

裏側にペダルコードが 
束ねてあります。 

組み立て中にキーカバーが開かないように、キーカバーを 
上から押さえてシートをしっかり挟み込んでください。 

長いネジ（5×30mm）: 4本 

短いネジ（5×18mm）: 10本 

注意 

ワッシャー: 4個 

保護パッド: 2個 

B C

E

G

FF

AA

D

細いネジ（4X20mm）: 3本 

カバー用ネジ（4×10mm）: 2本 

約10cm約10cm

鍵盤の下に保護パッドを置く

・指をはさんだりしないよう十分
ご注意ください。

・本体を逆さに置かないでください。

注意 

・譜面立ての上側は固定
されていません。譜面
立てが倒れないよう、
譜面立てに手を添えな
がら作業してください。

・背面側を下にして置か
ないでください。

注意 

保護パッド

大きくて柔らかい布

スピーカーネットには手をかけないでください。スピーカーが破損
するおそれがあります。

注意 

BB

A

A

B

AとBの間にすき間ができないよう、Bを
Aの外側から内側に押さえつけながら固
定する。
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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3スピーカーボックス側面を、短いネジ2本で固定します。

ネジの位置が合わない場合は、ほかのネジをゆるめて、Bの位
置を調整してください。

4Cも同様に固定します。 

4 EをDに短いネジ2本で固定します。 

5 Dを固定します。

1A底面側を短いネジ2本で固定する。

ネジの位置が合わない場合は、ほかのネジをゆるめて、Dの位
置を調整してください。 

6 Aを起こします。
左右の前脚を支えにしてAを起こします。 

7 Fを固定します。

短いネジにワッシャーを
取り付けてから、ネジを締める。 

A

B

DDEE

DD A

2スピーカーボックス側
を短いネジ2本で固定
する。

･ 指をはさんだりしないよう、十分ご注意ください。
･ 本体を起こすときは、キーカバーを持たないでください。

注意 

AA AA

2 Fの底面に束ねてある
ペダルコードをほどき
ます。 

DD

 

FF

1Dのプラスチックカバーを
外します。

F

細いネジ3本を使用します。 

DD
F

3ペダルコードをDの
下からAの後ろ側へ
出します。

4 Fを固定します。
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8 ぺダルコードを接続します。 

9 Gをカバー用のネジで取り付けます。 

10 電源コードを接続します。
電源コードのプラグを差し込みます。 

11 アジャスターを回します。

DD
E

1ペダルコードのプラグをペダル端子
に差し込みます。

プラグの矢印( )のある面が前面(鍵盤

側)になる向きで差し込みます。プラグが

うまく入らない場合は、無理に押し込ま

ないで、プラグの向きをもう一度確認し

てから差し込みます。

2後脚の溝にペダルコードを入
れ、プラスチックカバーをは
めます。

プラスチックカバーは、ずれて溝

に入ってしまわないように注意し

ながら、正しくはめます。

ペダルコードは、
DとEの間から
出します。

GG

A

(本体正面から見て右側の底面)

組み立て後、必ず以下の点をチェックしてください。 

■ 部品が余っていませんか？
→組み立て手順を再確認してください。 

■ 部屋のドアなどがクラビノーバにあたりませんか？
→クラビノーバを移動してください。 

■ クラビノーバがぐらぐらしませんか？
→ネジを確実に締めてください。 

■ ペダルを踏むと、ペダルボックスがガタガタしませんか？
→アジャスターを回して床にぴったりつけてください。 

■ ペダルコード、電源コードのプラグが、確実に本体に差し込ま
れていますか？

使用中に本体がきしむ、横ゆれする、ぐらぐらするなどの症状がで
たら、組み立て図に従って各部のネジを締め直してください。

組み立て後、本体を移動するときは、必ず本体の底面を持ってくだ
さい。

天板やキーカバーを持たないでください。本体が破損したり、
お客様がけがをしたりする原因になります。

アジャスターを回して、床にぴったりつける。

注意 

ここを持ってください。 
ここを持たないで 
ください。 
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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CVP-503の組み立て方 

■ 組み立ては、硬くて平らな場所で行なってください。 

■ 部品をまちがえたり、向きをまちがえないように注意して、手順ど
おりに組み立ててください。 

■ 組み立ては、必ず2人以上で行なってください。  

■ ネジは付属の指定サイズ以外のものは使用しないでください。サイ
ズの違うネジを使用すると、製品の破損や故障の原因になることが
あります。 

■ ネジは各ユニット固定後、ゆるみがないようきつく締め直してくだ
さい。 

■ 解体するときは、組み立てと逆の手順で行なってください。 

1 箱を開けてCを取り出したあと、スチロールパッド
2個を取り出し、その上にAを置きます。
スチロールパッドは、A左下のヘッドフォンジャック部を
保護するように配置してください。 

2 DとEにCを固定します。 

3 Bを固定します。
モデルによっては、Bの裏表で色が違う場合があります。
この場合は、演奏者側から見たときにBの色とD、Eが同じ
になる向きで、Bを取り付けます。

1 Bの下側を足のふちにのせてから、上側をはめます。

2上側を、細いネジ(4×12mm)で仮留めします。

3DとEの下部を左右から押しながら、下側の左右を、先のと
がったネジ(4×20mm)で固定します。

4下側の残り2ヵ所を先のとがったネジ(4×20mm)で固定し
ます。

5仮留めした上側のネジ(手順3-2)をきつく締め直します。 

4 Aをのせます。

必ずAの底面の端から10cm以上内側を持ってのせます。

注意 

ネジのサイズに合ったプラス(＋) のドライバーを用意してください。

ネジセット 電源コード 

長いネジ（6X25mm）：4本 

先のとがったネジ 
（4X20mm）：4本 

短いネジ（6X16mm）：4本 

コードホルダー：2個 細いネジ（4X12mm）：2本 

裏側にペダルコードが束ねてあります。 

組み立て中にキーカバーが開かないように、
キーカバーを上から押さえてシートをしっかり
挟み込んでください。 

スチロールパッド ヘッドフォンジャック 

注意 

AA

B

C

D E

本体 

背面板 
 

ペダルボックス 

左側板 
 

右側板 
 

･ 指をはさんだりしないよう、十分ご注意ください。
･ 指定した位置以外を持たないでください。

D

E
C

1Cの底面に束ねてあるペダルコー
ドをほどきます。
(外したビニールひもは、手順6で
使用します。)

2長いネジ(6×25mm)で固定します。D、Eのどち
らかを先に固定してから、もう片方を固定します。

25

3

3

1

4

B

E

D

注意 

A

10cm 
以上 
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5 Aを固定します。
1前面から見て、Aの張り出し部分が左右均等になるように調
整します。

2前面から、短いネジ(6×16mm)で固定します。 

6 ぺダルコードと電源コードを接続します。 

7 アジャスターを回します。
アジャスターを回して、床にぴったりつけます。

A

A

1ペダルコードのプラグを
背面から、ペダル端子に差し
込みます。

3コードホルダーを図
の位置に貼り付け、
ペダルコードを固定
します。

2ペダルコードを、
ビニールひもで
束ねます。

4電源コードの
プラグを背面
から差し込み
ます。

組み立て後、必ず以下の点をチェックしてください。 

■ 部品が余っていませんか？
→組み立て手順を再確認してください。 

■ 部屋のドアなどがクラビノーバにあたりませんか？
→クラビノーバを移動してください。 

■ クラビノーバがぐらぐらしませんか？
→ネジを確実に締めてください。 

■ ペダルを踏むと、ペダルボックスがガタガタしませんか？
→アジャスターを回して床にぴったりつけてください。 

■ ペダルコード、電源コードのプラグが、確実に本体に差し込ま
れていますか？

使用中に本体がきしむ、横ゆれする、ぐらぐらするなどの症状がで
たら、組み立て図に従って各部のネジを締め直してください。

組み立て後、楽器を移動するときは、必ず本体(A)の底面を持ってく
ださい。

天板やキーカバーを持たないでください。本体が破損したり、
お客様がけがをしたりする原因になります。

注意 

ここを持ってください。 ここを持たないで 
ください。 
CVP-509/505/503/501取扱説明書    



付
録 

12
CVP-501の組み立て方 

■ 組み立ては、硬くて平らな場所で行なってください。 

■ 部品をまちがえたり、向きをまちがえないように注意して、手順ど
おりに組み立ててください。 

■ 組み立ては、必ず2人以上で行なってください。  

■ ネジは付属の指定サイズ以外のものは使用しないでください。サイ
ズの違うネジを使用すると、製品の破損や故障の原因になることが
あります。 

■ ネジは各ユニット固定後、ゆるみがないようきつく締め直してくだ
さい。 

■ 解体するときは、組み立てと逆の手順で行なってください。 

1 箱を開けてCを取り出したあと、スチロールパッド
2個を取り出し、その上にAを置きます。
すべての部品を取り出し、部品がそろっているかを確かめ
てください。 

2 DとEにCを仮留めします。

1ペダルコードをほどきます。外したビニールひもは、手順7
で使用します。

2Cの両端にDとEを合わせて置きます。

3長いネジ(6×20mm)で仮留めします。 

3 Bを固定します。
モデルによっては、Bの裏表で色が違う場合があります。
この場合は、演奏者側から見たときにBの色とD、Eが同じ
になる向きで、Bを取り付けます。

1 Bの下側を足のふちにのせてから、上側をはめます。

2上側を、細いネジ(4×12mm)で仮留めします。

3DとEの下部を左右から押しながら、下側の左右を、先のと
がったネジ(4×20mm)で固定します。

4下側の残り2ヵ所を先のとがったネジ(4×20mm)で固定し
ます。

5仮留めした上側のネジ(手順3-2)をきつく締め直します。 

4 Cを締め直します。

注意 

ネジのサイズに合ったプラス(＋) のドライバーを用意してください。

下記の部品を取り出します。 

スチロールパッド 

ネジセット 

裏側にペダルコードが束ねてあります。 

長いネジ（6X20mm）：4本 

先のとがったネジ（4X20mm）：4本 
短いネジ（6X16mm）：4本 

コードホルダー：2個 細いネジ（4X12mm）：2本 

A

B

C

D E

電源コード 

本体 

背面板 
 

ペダルボックス 

左側板 
 

右側板 
 

L

D

E

CC

2

3
1

25

3

3

1

4

B
D

E

CC

Cを仮留めしたネジ(手順2-3)を 
きつく締め直します。 
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5 Aをのせます。

必ずAの底面の端から10cm以上内側を持ってのせます。 

6 Aを固定します。 

7 ぺダルコードと電源コードを接続します。 

8 アジャスターを回します。
アジャスターを回して、床にぴったりつけます。

･ 指をはさんだり、Aを落としたりしないよう、十分ご注意くだ
さい。

･ 指定した位置以外を持たないでください。

注意 

R B D

E

A

10cm 
以上 

A
1前面から見て、Aの張り
出し部分が左右均等に
なるように調整します。

2前面から、短いネジ
(6×16mm)で固定します。

1ペダルコードのプラグを
背面からペダル端子に差し
込みます。

2ペダルコードを、
ビニールひもで
束ねます。

4電源コードの
プラグを背面
から差し込み
ます。

3コードホルダーを図
の位置に貼り付け、
ペダルコードを固定
します。

組み立て後、必ず以下の点をチェックしてください。 

■ 部品が余っていませんか？
→組み立て手順を再確認してください。 

■ 部屋のドアなどがクラビノーバにあたりませんか？
→クラビノーバを移動してください。 

■ クラビノーバがぐらぐらしませんか？
→ネジを確実に締めてください。 

■ ペダルを踏むと、ペダルボックスがガタガタしませんか？
→アジャスターを回して床にぴったりつけてください。 

■ ペダルコード、電源コードのプラグが、確実に本体に差し込ま
れていますか？

使用中に本体がきしむ、横ゆれする、ぐらぐらするなどの症状
がでたら、組み立て図に従って各部のネジを締め直してください。

組み立て後、楽器を移動するときは、必ず本体(A)の底面を持ってく
ださい。

天板やキーカバーを持たないでください。本体が破損したり、
お客様がけがをしたりする原因になります。

注意 

ここを持ってください。 ここを持たないで 
ください。 
CVP-509/505/503/501取扱説明書    
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フロッピーディスクドライブ(別売)の
取り付け方(CVP-509/505)
フロッピーディスクドライブをフロッピーディスクドライブケースとネジで楽器本体底面に取り付けることができます。
本機に取り付けられる別売のフロッピーディスクドライブについては、仕様の「別売品」(122ページ)を参照してくだ
さい。 

1 ケースの3か所の両面テープから、はくり紙をはが

し、フロッピーディスクドライブをケースに取り
付けます。 

2 USBケーブルを、ケースに収まるように折りたた

みます。 

3 フロッピーディスクドライブのネジ(4×10

mm)4本で、本体底面の左側にフロッピーディス
クドライブケースを固定します。 

4 USBケーブルを[USB TO DEVICE]端子に接続し
ます。

ネジのサイズに合ったプラス(＋) のドライバーを用意
してください。

ゴムのストッパーがある面を下にして
取り付ける

両面テープ
CVP-509/505/503/501取扱説明書 113  
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フロッピーディスクの取り扱いについて

フロッピーディスクドライブは別売品(122ページ)をご使用ください。

ディスク挿入口にフロッピーディスクを挿入すると、本体で作ったデータをディスクに保存したり、ディスク内のデータを本体に読み
込んだりできます。フロッピーディスクをご使用いただく場合は、以下のことをお守りください。 

■ 使用できるフロッピーディスクの種類 

• 3.5インチの2DD、または、2HDフロッピーディスクが使用
できます。 

■ フロッピーディスクのフォーマット 

• 新しいディスクや他の機器で使っていたディスクは、そのま
までは使えない場合があります。この機器のドライブに入れ
てもディスクが読めない場合は、フォーマット(初期化)をす
る必要があります。フォーマットの方法は102ページをご覧
ください。なお、フォーマットを行なうとディスク内のすべて
のデータは消去されます。あらかじめ、データの有無をご確認
ください。 

n この機器でフォーマットしたフロッピーディスクは、その
ままでは他の機器で使えない場合があります。 

■ フロッピーディスクの挿入/取り出し

フロッピーディスクの挿入

フロッピーディスクのシャッターに文字が書かれている方
(表面)を上にして、ディスク挿入口にカチッと音がするまで
ていねいに差し込みます。

フロッピーディスクの取り出し  

• あらかじめフロッピーディスクにアクセス中*でないことを確
認した上で(ディスク挿入口左下のユーズランプが消えたこと
を確認した上で)、ディスク挿入口の右上にあるイジェクトボ
タンをしっかりと奥まで押します。フロッピーディスクが押
し出されるので、取り出して(引き抜いて)ください。フロッ
ピーディスクが途中で引っかかり取り出せなくなった場合は、
無理に取り出そうとせず、もう一度イジェクトボタンを押し
なおすか、またはフロッピーディスクをディスク挿入口に完
全に押し込んでからやり直してください。

*アクセス中：録音や再生、データ削除などの作業中を指します。
また、電源が入っている状態でフロッピーディスクを挿入したと
きも、楽器本体がディスクの内容を確認するために自動的にアク
セス中になります。

アクセス中にフロッピーディスクを取り出したり、
楽器本体の電源を切ったりしないでください。
ディスク内容がこわれるだけでなく、フロッピー
ディスクドライブの故障の原因になります。 

• 電源を切るときは、フロッピーディスクはあらかじめディス
クドライブユニットから取り出してください。電源を切った
あと、フロッピーディスクを入れたまま長時間放置すると、
ディスクが汚れ、データの読み書きにエラーが生じる原因に
なります。 

■ 磁気ヘッドの定期的なクリーニング 

• ディスクドライブユニットは高精度の磁気ヘッドを使用して
います。ディスクドライブユニットを長時間使用していくう
ちに、磁気ヘッドはフロッピーディスクの磁性粉で汚れてき
ます。磁気ヘッドが汚れると、録音や再生にエラーが生じる
ことがあります。 

• ディスクドライブユニットを良好な状態でご使用いただくた
めに、磁気ヘッドを定期的に(1ヵ月に1回程度)クリーニング
していただくことをおすすめします。 

n 磁気ヘッドのクリーニングには、市販の「乾式ヘッドク
リーニングディスク」をご使用ください。なお、取扱説明
書巻末のヤマハ修理ご相談センターで、弊社推奨の「乾式
ヘッドクリーニングディスク」をお求めいただくこともで
きます。 

■ フロッピーディスクについてのご注意
フロッピーディスクの取り扱いと保管 

• (持ち運ぶ場合も含めて)必ず市販のケースに入れて保管し、
落としたり、物をのせたり、折り曲げたりしないでください。
また、ディスク内部に水やほこりなどが入らないようにして
ください。 

• 直射日光のあたる場所(日中の車内など)やストーブの近くな
ど極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いとこ
ろに置かないでください。 

• ディスクのシャッターを開けて、内部の磁性体に触れないで
ください。 

• 磁気を帯びたもの(テレビやスピーカーなど)には近づけない
でください。 

• シャッターやディスク自体が変形しているようなディスクは、
使用しないでください。 

• フロッピーディスクにはラベル以外のもの(メモなど)を貼ら
ないでください。ラベルは所定の位置にはがれないように
しっかりと貼ってください。

誤消去防止 

• フロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまわない
ようにライトプロテクトタブ(書き込み禁止タブ)が付いてい
ます。大切なデータが入っているディスクは、ライトプロテ
クトタブをオン(タブの窓が開いた状態)にして、書き込みが
できないようにしてください。 

• 逆に、データを保存する場合などは、ご使用の前にディスク
のライトプロテクトタブがオフになっていることをご確認く
ださい。

データのバックアップ

フロッピーディスクの万一の事故に備えて、大切なデータ
はバックアップとして予備のディスクに保存しておかれる
ことをおすすめします。 

n 市販フロッピーディスクの中には粗悪品もございます。
メーカー名をご確認の上、お求めください。

注意 

フロッピーディスク
の裏側

書き込み不可
(演奏を録音でき
ません。)

書き込み可
(演奏を録音でき
ます。)
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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困ったときは

全般

電源スイッチをオンまたはオフにした
とき、「カチッ」と音がする。

電気が流れたためです。異常ではありません。

クラビノーバから雑音が出る。 クラビノーバの近くで携帯電話を使ったり、呼び出し音が鳴ったりすると、雑音が出る場合が
あります。クラビノーバの近くでは携帯電話の電源を切ってください。

LCDディスプレイ内に、点灯しない
点や点灯したままの点がある。

(CVP-509/505) TFTカラー液晶の特性です。故障ではありません。

鍵盤を弾くと、機構音がカタカタ鳴る。 クラビノーバの鍵盤機構が、ピアノの鍵盤機構をシミュレートして設計されているためです。
ピアノの場合でも機構音は実際に出ています。異常ではありません。

鍵盤で弾く音にわずかな音質の違いが
ある。

楽器のサンプリングシステムによります。異常ではありません。

ループして(繰り返して)鳴る音がある。

ボイスによっては、高音になるほど雑
音やビブラートが付いてしまう。

全体的に音が小さい。まったく音が出
ない。 

• 全体ボリュームが下がっています。[音量]ダイアルでボリュームを上げてください。 

• 鍵盤パートが全パートオフになっています。鍵盤パート オン/オフ [右手 1]/[右手 2]/[左手]
ボタンを押して、鍵盤パートをオンにします。 

• 各パートの音量が下がっています。音量バランス画面で各パートの音量を上げてください
(54ページ)。 

• 鳴らしたいチャンネルがOFFになっています。OFFになっているチャンネルをONにしてくだ
さい(53、60ページ)。 

• ヘッドフォンが接続されています。ヘッドフォンのプラグを抜いてください。 

• スピーカーがOFFになっています。スピーカーをONにしてください(105ページ)。
詳しくはインターネット上の「機能詳細編もっと楽しむCVP」をご覧ください。

音がひずんだり、雑音が混じっている。 • ボリュームが上がり過ぎています。ボリュームを下げてください。 

• エフェクトやフィルターの設定に起因して音がひずんだり雑音が混じったりすることがありま
す。エフェクトやフィルターの設定を確認してください。詳しくはインターネット上の「機能詳
細編 もっと楽しむCVP」をご覧ください。

押さえた鍵盤の数だけ音が出ない。 最大同時発音数(120ページ)を超えています。最大同時発音数を超えた場合は、前の音を消して
あとの音を優先的に鳴らすしくみになっています。

鍵盤で弾く音が、ソングやスタイルの
再生音に比べて小さい。

鍵盤パートの音量が下がっています。音量バランス画面で鍵盤パート「右手1」「右手2」「左手」
の音量を上げたり、「スタイル」「ソング」の音量を下げたりして調節してください(54ページ)。

電源を入れてからメイン画面が表示さ
れるまでに時間がかかる。

USB外部記憶装置が接続されていると、装置によっては、電源を入れてからメイン画面が表示さ
れるまでに時間がかかることがあります。USB外部記憶装置を外してから電源を入れてください。

ファイル/フォルダー名が文字化けする。 言語設定を切り替えたためです。ファイル/フォルダー名に適した言語に切り替えてください
(17ページ)。

ファイルが楽器本体に表示されない。 • ファイルの拡張子(.MIDなど)が変更/削除されています。コンピューターで、ファイルの拡張
子を付け直してください。 

• ファイル名が半角で50文字(拡張子を含む)を越えるデータは、この楽器で扱えません。
ファイル名を半角50文字以下にしてください。
CVP-509/505/503/501取扱説明書 115  
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ボイス

ボイスを選んでから鍵盤を弾いても、
ボイスが変わらない。

ボイスを選んだパートと弾いている鍵盤パートが違っています。選んだパートがオンになってい
るか、鍵盤パートオン/オフ[右手1]～[左手]ボタンで確認してください。鍵盤パートについて詳
しくは、39ページをご覧ください。

変に音が重なって聞こえる。鍵盤を押
すたびに、わずかに音が異なって聞こ
える。

右手1と右手2パートがオンで、両パートに同じボイスが選ばれています。右手2パートをオフに
するか、ボイスを変更してください。

高音域や低音域で演奏すると、ピッチ
がオクターブ単位でジャンプしてしま
うボイスがある。

ピッチの限界に達するとピッチがシフトするボイスもあります。異常ではありません。

スタイル

スタイルコントロール [スタート/
ストップ]ボタンを押してもスタイル
が始まらない。

リズムパートが入っていないスタイルです。[スタイル オン/オフ]ボタンをオンにして左手鍵域を
弾くと、スタイル(自動伴奏)が再生します。

スタイルがリズムしか再生されない
(自動で伴奏が鳴らない)。 

• スタイルがオンになっていません。[スタイル オン/オフ]ボタンを押して、スタイルをオンに
してください。 

• スプリットポイントの右側の鍵盤を弾いています。スプリットポイントの左側のコード鍵盤を
弾いてください。

USB記憶装置内のスタイルを選択で
きない。

スタイルデータの容量が大きい(約120KB以上)と、楽器本体に読み込めず、選択できないことが
あります。

ソング

ソングを選択できない。 • 言語設定を切り替えたためです。ファイル名に適した言語に切り替えてください(17ページ) 

• ソングデータの容量が大きい(約300KB以上)と、楽器本体に読み込めず、選曲できないこと
があります。

ソングを再生できない。 • ソングが終わった位置で停止しています。ソングコントロール[ストップ]ボタンを押してソン
グの再生位置を先頭に戻してから、再生してください。 

• プロテクトがかかったソング(ソング名の左上に「Prot. 2 Edit」と表示)の場合、編集元の
ファイルが同じフォルダーにありません。編集元のファイル(ソング名の左上に「Prot. 2
Orig」と表示)が同じフォルダーにないと再生できません。 

• プロテクトがかかったソング(ソング名の左上に「Prot. 2 Edit」と表示)の場合、編集元の
ファイルの名前が変わっています。編集元のファイル(ソング名の左上に「Prot. 2 Orig」と
表示)を元の名前に戻してください。 

• プロテクトがかかったソング(ソング名の左上に「Prot. 2 Edit」と表示)の場合、編集元の
ファイルのアイコンが変更されています。プロテクトがかかったソングの場合、編集元のファ
イルのアイコンが変更されると再生できなくなります。

ソングの再生が途中で止まる。 ガイド機能がオンになっています(正しい鍵盤が弾かれるのを待っている状態です)。[ガイド]ボタ
ンを押して、ガイド機能をオフにしてください。

[巻き戻し]/[早送り]ボタンを押して
表示させる「ソングポジション」画面
で、小節番号が楽譜と異なる。

(ソングのテンポに関係なく)一定のテンポが設定されているミュージックデータを再生している
ためです。

ソングの再生時、再生されないチャン
ネルがある。

そのチャンネルが再生OFFになっています。OFFになっているチャンネルを再生ONにしてくだ
さい(60ページ)。

[ガイド]ボタンを押してソングを再生
しても、ガイドランプが光らない。

クラビノーバの鍵盤(88鍵)より高い/低い音は、ガイドランプが光りません。

ガイドランプが、1～2オクターブ異
なる鍵盤で光る。

選ばれているボイスによって、ガイドランプが、1～2オクターブ異なる鍵盤で光ることがあります。

テンポ、ビート、小節数、譜面が正し
く表示されない。

ソングのテンポに関係なく一定のテンポが設定されているミュージックデータを再生した場合は、
テンポ、ビート、小節数、譜面が正しく表示されません。
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USBオーディオ機能 (CVP-509/505/503)

「ドライブはビジー状態です」という
メッセージが表示され、録音が中断さ
れた。 

• 動作確認済みのUSB記憶装置をお使いください(101ページ)。 

• USB記憶装置の空き容量が十分かどうかご確認ください(83ページ)。 

• 録音や削除を繰り返し行なったUSB記憶装置をお使いの場合は、必要なデータが入っていな
いのを確認してからフォーマットし(102ページ)、録音し直してください。

オーディオファイルが選択できない。 楽器が対応していないファイル形式です。CVP-509/505ではWAVとMP3ファイル、CVP-
503ではWAVファイルが再生できます。(DRMファイルは再生できません。)

録音したファイルが、録音時の異なる
音量で再生される。

オーディオ再生のボリュームが変更されています。ボリュームを100に設定すると、録音時と同
じ音量で再生できます(82ページ)。

ミキサー

ミキサーでスタイルやソングのリズム
ボイス(ドラムキットなど)を変更した
ら、サウンドがおかしくなった。

スタイルやソングのリズムボイス(ドラムキットなど)を変更すると、ドラムボイスに関する細か
い設定がリセットされてしまい、もう一度元のリズムボイスに戻しても元どおりのサウンドに戻
らない場合があります。ソングの場合は、ソングを先頭に戻す、スタイルの場合はスタイルを選
び直すと元の音に戻ります。

マイク/ボーカルハーモニー (CVP-509/505/503)

マイクの音が録音できない。 ソング録音では、マイクの音は録音されません。USBオーディオレコーダー機能をお使いくださ
い(82ページ)。またAUX OUT端子に接続した外部オーディオ機器でも録音できます。

マイクの音にハーモニーが付く。 ボーカルハーモニーがオンになっています。ボーカルハーモニーをオフにしてください(98ページ)。

ボーカルハーモニーを使っているとき
に音がひずんだり雑音が混じったりす
る。

マイクが声以外の音を拾っています。 

• マイクに近づいて歌ってください。 

• 単一指向性マイクを使ってください。 

• [音量]ダイアルや音量バランス画面(54ページ)で音量を下げてください。

ペダル/AUX PEDAL

ペダルのダンパー機能、ソステヌート
機能、ソフト機能が効かない。 

• ペダルコードのプラグが本体に差し込まれていません。ペダルコードのプラグを本体に確実に
差し込んでください(108、110、112ページ)。 

• ペダルに別の機能が割り当てられています。それぞれのペダルに「SUSTAIN」
「SOSTENUTO」「SOFT」を割り当ててください(32ページ)。

AUX PEDAL端子に接続したフット
スイッチの、オンとオフが逆になる

電源を切り、フットスイッチから足を離した状態で電源を入れ直してください。

AUX IN端子

AUX IN端子から入力した音が途切れる。 AUX IN端子に接続した外部機器の音量(出力レベル)が小さいためです。AUX INに接続した機器
側の音量(出力レベル)を上げてください。楽器本体から出す音量の調節は、[音量]ダイアルで行
なってください。
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パネルボタンチャート

No........................................................ 12ページ「各部の名称」の番号と一致しています。ボタンの位置を知りたい場合にご活用ください。

操作子.................................................. パネル上の、ボタン、ダイアル、端子などのことです。

画面 .....................................................ボタンを押したときに表示される画面を表します。

機能詳細編もっと楽しむCVP ........ この欄に「●」が付いている画面については、インターネット上の「機能詳細編 もっと楽しむCVP」で詳しく説明し
ています。

No. 操作子 画面 ページ
機能詳細編
もっと楽しむ
CVP

1 [USB TODEVICE]端子 ー 101 ー

2 [音量]ダイアル ー 15 ー

3 マイク[シグナル]/[オーバー ]ランプ ー 97 ー

4 [デモ] デモ画面 18 ー

5 [メトロノーム オン/オフ] ー 33 ー

6 トランスポーズ [－]/[＋] トランスポーズ (ポップアップ) 41 ー

7 タップ ー 51 ー

テンポ[－]/[＋] テンポ (ポップアップ) 51 ー

8 スタイル
コントロール

[ポップ&ロック]～[ピアニスト] スタイル選択画面 47 ー

[スタイル オン/オフ] ー 48 ー

[フィルイン オン/オフ] ー 51 ー

イントロ [I]～[III] ー 50 ー

メイン[A]～[D] ー 51 ー

[ブレイク] ー 51 ー

エンディング/rit. [I]～[III] ー 50 ー

[シンクロストップ] ー 50 ー

[シンクロスタート] ー 50 ー

[スタート/ストップ] ー 50 ー

9 [ミュージックファインダー ] MUSIC FINDER画面 ALL 72 ー

FAVORITE 76 ●

SEARCH 1 72 ー

SEARCH 2 73 ー

) [画面コントラスト]つまみ
(CVP-503/501)

ー 17
ー

! [ミキサー ] MIXING CONSOLE
画面

VOL/VOICE 86、87 ●

FILTER 84 ●

TUNE 84 ●

EFFECT 87 ●

EQ 84 ●

CMP (CVP-509) 88 ー

@ [チャンネル オン/オフ] チャンネル ON/OFF
(ポップアップ)

ソング 60 ー

スタイル 54 ー

# タブ切替[ E][ F] ー 21 ー

[A]～[J] ー 20 ー

[ダイレクトアクセス] (メッセージ) 23 ー

[戻る] ー 22 ー

[1 ▲▼]～[8 ▲▼] ー 21 ー

[データエントリー ]ダイアル ー 21 ー

[エンター ] ー 21 ー

$ [USB] (CVP-509/505/503) USB/AUDIO PLAYER画面 80 ー

% [ファンクション] MASTER TUNE/
SCALE TUNE

MASTER TUNE 46 ●

SCALE TUNE 46 ●

SONG SETTING 69 ●

STYLE SETTING/
SPLIT POINT/
CHORD FINGERING

STYLE SETTING 55 ●

SPLIT POINT 55 ●

CHORD FINGERING 49、55 ●

CONTROLLER PEDAL 100 ●

KEYBOARD/PANEL 31、46 ●

REGIST
SEQUENCE/
FREEZE/VOICE SET

REGISTRATION SEQUENCE 79 ●

FREEZE 46 ●

VOICE SET 79 ●
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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% [ファンクション] DIGITAL REC MENU SONG CREATOR 69、85 ●

STYLE CREATOR 55、85 ●

MIC SETTING/VOCAL HARMONY
(CVP-509/505/503)

98
●

iAFC SETTING (CVP-509) 34 ー

MIDI MIDIテンプレート選択画面 104 ●

UTILITY CONFIG 1 105 ●

CONFIG 2 105 ●

SCREEN OUT 95、
105

ー

MEDIA 105 ●

OWNER 17、
29、
105

●

SYSTEM RESET 105 ●

^ 鍵盤パート
オン/オフ

[右手1]/[右手2]/[左手] ー 39 ー

& [インターネット] クラビノーバ専用サイト(インターネット接続時) 90 ●

* ソング
コントロール

[ソング選択] ソング選択画面 56 ー

[録音] チャンネル ON/OFF (ソング) (ポップアップ) 63 ー

[ストップ] ー 57 ー

[スタート/一時停止] ー 57 ー

[巻き戻し]/[早送り] ソングポジション(ポップアップ) 58 ー

[その他トラック(スタイル)] ー 61 ー

[トラック2(左手)] ー 61 ー

[トラック1(右手)] ー 61 ー

[譜面] SCORE画面 59 ●

[歌詞/テキスト]
(CVP-509/505/503)

LYRICS画面、TEXT画面 59 ●

[歌詞](CVP-501) LYRICS画面 59 ー

[ガイド] ー 61 ●

[くり返し] ー 62 ー

( [ピアノリセット] ー 30 ー

º レジストレー
ションメモリー

レジストレーションバンク[－]/[＋] レジストレーションバンク(ポップアップ) 78 ー

[メモリー ] REGISTRATION MEMORY CONTENTS画面 77 ー

[1]～[8] ー 77 ー

¡ ボイス
コントロール

[ピアノ]～[ドラムキット] ボイス選択画面 37 ー

[オルガンフルート] オルガンフルート
VOICE SET画面

FOOTAGE 45 ー

VOLUME/ATTACK 46 ●

EFFECT/EQ 46 ●

™ ワンタッチセッ
ティング(OTS)

[1]～[4] ー 52 ●

[OTSリンク] ー 53 ー

£ [ボイスエフェクト] VOICE EFFECT画面 44 ●

¢ 電源 オープニング画面 14 ー

No. 操作子 画面 ページ
機能詳細編
もっと楽しむ
CVP
CVP-509/505/503/501取扱説明書 119  
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仕様

製品名 CVP-509 CVP-505 CVP-503 CVP-501

サイズ/重量 幅
( )内はつや出し仕上げのモデルの場合

1430mm
(1430mm)

1430mm
(1430mm)

1432mm 1372mm

高さ
( )内はつや出し
仕上げのモデル
の場合

譜面立てを倒した場合 868mm
(871mm)

868mm
(871mm)

885mm 893mm

譜面立てを立てた場合 1025mm
(1027mm)

1025mm
(1027mm) 1042mm 1047mm

奥行き
( )内はつや出し
仕上げのモデル
の場合

譜面立てを倒した場合 611mm
(611mm)

611mm
(611mm)

613mm 595mm

譜面立てを立てた場合 609mm
(609mm)

609mm
(609mm) 613mm 595mm

質量
( )内はつや出し仕上げのモデルの場合

82kg
(84kg)

76kg
(78kg) 71kg 58kg

操作子 鍵盤 鍵盤数 88

鍵盤種 ナチュラルウッド(NW)鍵盤
象牙調仕上げ

(白鍵に木材を使用)

グレードハンマー 3 (GH3)鍵盤
象牙調仕上げ

グレードハンマー (GH)
鍵盤

タッチ感度 ハード2/ハード1/ノーマル/ソフト1/ソフト2

ペダル ペダル数 3

ハーフペダル ○

ペダル機能 ボリューム、サステイン、ソステヌート、ソフト、グライド、ソングスタート/一時停止、
スタイルスタート/ストップ、その他

スーパーアーティキュレー
ション/スーパーアーティ
キュレーション2ボイス

スーパーアーティキュ
レーションボイス

ー

ディスプレイ タイプ TFT カラー
VGA LCD

TFT カラー
QVGA LCD

モノクロ QVGALCD

サイズ 640×480ドット 320×240ドット

コントラスト ー ○

譜面表示 ○

歌詞表示 ○

テキスト表示 ○ ー

液晶画面背景変更 ○ ー

言語 6言語 (日・英・独・仏・西・伊)

パネル 言語 日

本体 鍵盤蓋 パネル一体型回転式 スライド式

譜面立て ○

譜面止め ○ ー

音源/音色 音源 音源方式 AWMダイナミックステレオサンプリング

ピュアCFサンプリング ○

ダイナミックステレオ
サンプリング

5 4 3

サステインサンプリング ○ ー

キーオフサンプリング ○ ー

ストリングレゾナンス ○ ー

発音数 最大同時発音数 128＋128 128

プリセット 音色数 811＋480 XG
＋26ドラム/SFXキット

＋GM2
(＋GSソング再生用)

689＋480 XG
＋23ドラム/SFXキット

＋GM2
(＋GSソング再生用)

398＋480 XG
＋19ドラム/SFXキット

＋GM2
(＋GSソング再生用)

296＋480 XG
＋15ドラム/SFXキット

＋GM2
(＋GSソング再生用)

スーパーアーティキュ
レーション2ボイス

11 ー ー ー

スーパーアーティキュ
レーションボイス

49 38 ー ー

メガボイス 23 18 15 ー

ナチュラルボイス 39 22 22 3

スイートボイス 27 24 23 11

クールボイス 64 46 33 16

ライブボイス 70 29 19 10

オルガンフルート 20 10 10 10
CVP-509/505/503/501取扱説明書   
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音源/音色 カスタマイズ ボイス編集 ○

音源
フォーマット

XG ○

XF ○

GS (再生専用) ○

GM ○

GM2 ○

VH ○ ー

AEM ○ ー

効果 タイプ リバーブ 42プリセット＋3ユーザー

コーラス 106プリセット＋3ユーザー 71プリセット＋3ユーザー

モノ/ポリ ○

DSP DSP 1:
272プリセット＋3ユーザー、

DSP 2～9:
272プリセット＋10ユーザー

DSP 1: 271プリセット＋3ユーザー、
DSP 2～4: 128プリセット＋10ユーザー

iAFC ○ ー

マスターコンプレッサー 5プリセット＋5ユーザー ー

マスターEQ 5プリセット＋2ユーザー

パートEQ 27パート

鍵盤パート デュアル(右手パート1、2) ○

スプリット(右手＋左手パート) ○

自動演奏関連 ボーカルハーモニー 60プリセット＋10ユーザー ー

伴奏スタイル プリセット プリセットスタイル数 442 362 272 191

プロスタイル 362 294 213 151

セッションスタイル 40 30 23 4

フリープレイスタイル 4 2 ー ー

ピアニストスタイル 36 36 36 36

ファイルフォーマット スタイルファイルフォーマットGE (ギターエディション)

フィンガリング シングルフィンガー、フィンガード、フィンガードオンベース、マルチフィンガー、AIフィンガード、
フルキーボード、AIフルキーボード

スタイルコントロール イントロ×3、メイン×4、フィル×4、ブレイク、エンディング×3

カスタマイズ スタイルクリエーター ○

その他特長 ミュージックファインダー
(内蔵を含む最大レコード数) 2,500 1,200

OTS
(ワンタッチセッティング) 各スタイルに4種類

ソング録音
再生

プリセット 内蔵曲数 122 51

録音 録音トラック数 16

データ容量 300KB

録音機能 クイック録音/多重録音/ステップ録音

互換性 再生フォーマット SMF (Format 0 & 1)、ESEQ、XF

録音フォーマット SMF (Format 0)

ファンク
ション

レジストレー
ションメモリー

ボタン数 8

コントロール レジストシーケンス、フリーズ

レッスン/ガイド
フォローライツ、エニーキー、カラオキー、ボーカルキュータイム

フォローライツ、
エニーキー、
カラオキー

ガイドランプ ○

パフォーマンスアシスタント ○

デモ デモ ○

USB
オーディオ

再生 .wav .mp3 .wav ー

録音 .wav ー

製品名 CVP-509 CVP-505 CVP-503 CVP-501
CVP-509/505/503/501取扱説明書 121  
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仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。

ファンク
ション

全体設定 メトロノーム ベルオン/オフ、ヒューマンボイス(5言語)

テンポ 5～500、タップ

トランスポーズ －12～0～＋12

チューニング 414.8～440～466.8 Hz

スケール 9

その他 ピアノリセットボタン ○

ダイレクトアクセス ○

メモリー /
接続端子

メモリー 内蔵メモリー 約3.2MB 約2.4MB 約1.4MB

外付けドライブ(別売) USB記憶装置(USBフラッシュメモリーなど)、フロッピーディスクドライブ

接続端子 ヘッドフォン ×2

マイク マイク/ライン入力、インプットボリューム ー

MIDI In/Out/Thru

AUX IN L/L＋R、R

AUXOUT L/L＋R、R

AUXPedal ○

VIDEO OUT ○ ー

RGB OUT ○ ー

USB TO DEVICE ×2 ×1

USB TO HOST ○

LAN ○

アンプ/
スピーカー

アンプ出力 (35W＋20W＋20W)×2
＋20W×2 40W×2 20W×2

スピーカー (16cm＋5cm＋2.5cm
(ドーム型))×2＋10cm×2

(16cm＋5cm)×2 16cm×2

定格電源 AC100V 50/60Hz

消費電力 70W 65W 60W 53W

付属品 イス(高さ調節付き)、ヘッドフォン、取扱説明書(本書)、データリスト、アクセサリーCD-ROM、
アクセサリー CD-ROM for Windowsインストールガイド、保証書、

ヤマハオンラインメンバー製品ユーザー登録のご案内

別売品 ヘッドフォン HPE-160

フロッピーディスクドライブ UD-FD01

フットスイッチ FC4/FC5

フットコントローラー FC7

サービス インターネットダイレクトコネクション ○

製品名 CVP-509 CVP-505 CVP-503 CVP-501
CVP-509/505/503/501取扱説明書 
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索引

数字
[1 ▲▼]～[8 ▲▼] .......................................21
1～16 .....................................................69

A
ABリピート ..............................................62
ADD TO FAVORITE ................................76
AEM ....................................................9, 41
AI Full Keyboard .....................................49
ASSEMBLY (スタイル) ............................55
AUDIO (ミュージックファインダー) ..........71
AUDIO PLAYER .....................................80
AUDIO VOLUME ....................................82
AUX IN ...................................................95
AUX OUT ...............................................94
AUX PEDAL .........................................100
[A]～[J] ...................................................20

B
BASIC (リアルタイム録音)  ........................55
BASS .....................................................53

C
CALIBRATION ........................................35
CD-ROM ...................................................9
CHANNEL ........................................55, 69
CHD1/2 .................................................53
CHORD ...................................................69
CHORD FINGERING .........................49, 55
CHORUS ................................................87
CMP .......................................................88
CONFIG1、2 ........................................105
Cool! (ボイス) ..........................................40

D
DSP ..................................................44, 87
DSP VARIATION ....................................44
DYNAMIC DAMPER EFFECT .................34

E
EFFECT ..................................................87
EFFECT/EQ ............................................46
EQ ..........................................................84
ESEQ ......................................................56

F
FILTER ....................................................84
FORMAT ...............................................102
Free Play (スタイル) ................................48
FREEZE ..................................................79

G
GAIN .......................................................88
GM .....................................................9, 46
GROOVE ................................................55
GS ............................................................9
GUIDE MODE .........................................61

H
H (レフトホールド) .............................24, 44
HARMONY/ECHO ..................................44
Hz ...........................................................41

I
iAFC .......................................................34
ICON .......................................................28
INPUT VOLUME .....................................97

K
KEYBOARD/PANEL ........................31, 46

L
LAN 端子 ........................................91, 102
LEFT HOLD ......................................24, 44
Live! (ボイス)  ..........................................40
LYRICS ..................................................69

M
MAIN PICTURE ......................................18
MASTER TUNE ......................................46
MEDIA  ..................................................102
MegaVoice ............................................40
MF登録 ...................................................74
MIC EFFECT ...........................................98
MIC SETTING/VOCAL HARMONY .........98
MIC./LINE IN ..........................................97
MIC./LINE切り替えスイッチ .....................97
MIDI (IN/OUT/THRU) ...........................104
MIDIインターフェース ............................103
MONITOR TYPE  .....................................96
MONO/POLY .........................................44
MP3  .......................................................80
MusicFinderPreset ................................71

N
NEXT (ソング再生)  ..................................57

O
ORGAN TYPE  ........................................45
OTS ........................................................52
OTSリンク ..............................................53
OTS情報 .................................................53
OWNER ......................................17, 18, 29
OWNER NAME .......................................18

P
P.A.T. .....................................................69
PAD  .......................................................53
PARAMETER (スタイル) .........................55
PHONES ................................................16
PHR1/2 .................................................53
Pianist (スタイル) ...................................48
PRESETS (オルガンフルート)  ..................46
Pro (スタイル) .........................................48
Prot.  .......................................................58

R
RATIO ....................................................88
REC MODE ............................................69
RECORD EDIT ........................................76
REGISTRATION SEQUENCE .................79
REPEAT (オーディオ再生) ........................82
REPLACE  ...............................................71
RESTORE ...............................................29
REVERB .................................................87
RGB OUT ...............................................95
RHY1/2 .................................................53
ROTARY SP SPEED ..............................45

S
S. Articulation!ボイス .......................40, 42
SAボイス ..........................................40, 42
SCALE TUNE ...................................41, 46
SCREEN CONTENT ...............................96
SCREEN OUT ........................................95
SEARCH ................................................72
Session (スタイル) ..................................48

SFF (Style File Format) GE ............... 9, 48
Single Finger ......................................... 49
SONG (ミュージックファインダー) .......... 71
SONG CREATOR ................................... 69
SONG SETTING .................................... 69
SPATIAL EFFECT .................................. 34
SPLIT POINT ................................... 39, 55
STEP REC ............................................. 55
STYLE CREATOR .................................. 55
STYLE SETTING ................................... 55
Sweet! (ボイス) ...................................... 40
SYS/EX ................................................. 69
SYSTEM RESET ............................ 28, 105

T
TALK ..................................................... 98
TEXT ...................................................... 60
THRESHOLD ......................................... 88
TRANSPOSE ASSIGN ........................... 46

U
USB (選択画面)  ....................................... 25
USB AUDIO RECORDER ....................... 83
USB TO DEVICE .................................. 101
USB TO HOST ..................................... 103
USB-MIDIドライバー ............................. 103
USBオーディオ ....................................... 80
USBボタン .............................................. 80
USB記憶装置 ........................................ 101
USB無線LANアダプター .......................... 91

V
VERSION ............................................... 18
VH ........................................................... 9
VIBRATO (オルガンフルート) ................... 45
VIDEO OUT  ............................................ 95
VOCAL HARMONY ............................ 9, 98
VOL. (オーディオ再生)  ............................. 82
VOL/VOICE ............................................ 86
VOLUME ATTACK ................................. 46

W
WAV ...................................................... 80

X
XF ............................................................ 9
XG ..................................................... 9, 46

ア
アイコン .................................................. 28
アセンブリー (スタイル) ............................ 55
アンプ内蔵スピーカー ............................... 94

イ
イーサネットコンバーター ......................... 91
イーシーク ............................................... 56
イコライザー ........................................... 84
一時停止 (ソング再生) ............................... 57
一時停止 (オーディオ再生) ........................ 81
移調→トランスポーズ ............................. 41
インストールガイド .................................. 10
インターネット ........................................ 90
インターネットダイレクトコネクション ...... 90
インターネット接続ガイド ......................... 10
イントロ .................................................. 50
インプットボリューム ............................... 97

ウ
上へ (ボタン) ........................................... 26
CVP-509/505/503/501取扱説明書 123  
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エ
エフェクト .........................................43, 84
エフェクト/イコライザー ...........................46
エンター ..................................................21
エンディング/rit. ......................................50

オ
オーディオ (ミュージックファインダー ) .....71
オーディオプレーヤー ................................80
オーナー ......................................17, 18, 29
オーナーネーム .........................................18
オーバーランプ .........................................97
オルガンタイプ .........................................45
オルガンフルート ......................................45
オルガン音色→ オルガンフルート ..............45
音律→ スケールチューン ..........................41
音量→ ボリューム (オーディオ再生) ..........82
音量→ ボリューム ..............................15, 54
お手入れ ..................................................36

カ
ガイド ......................................................61
ガイドモード ............................................61
ガイドランプ ............................................61
外部モニター ............................................95
楽譜立て→ 譜面立て .................................15
楽譜表示→ 譜面表示 .................................59
歌詞/テキスト ...........................................59
歌詞→ リリックス ....................................59
カット ......................................................67
画面 .........................................................12
画面の明るさ→ コントラスト ....................17

キ
キーカバー ...............................................14
キーボード/パネル ..............................31, 46
ギター ......................................................97
機能詳細編もっと楽しむCVP ....................10
キャリブレーション ...................................35

ク
クイック録音 ............................................63
クール (ボイス)  .........................................40
組み立て方 (CVP-501)  ...........................111
組み立て方 (CVP-503)  ...........................109
組み立て方 (CVP-509/505) ..................106
くり返し (オーディオ再生) → リピート .......82
くり返し (ソング)  ......................................62
グルーブ ..................................................55

ケ
ゲイン ......................................................88
言語 .........................................................17
鍵盤パート ...............................................39

コ
効果→ エフェクト ..............................43, 87
更新 (インターネット)  ...............................92
コード ................................................49, 69
コード1、2 ..............................................53
コードフィンガリング ..........................49, 55
コーラス ..................................................87
コピー ......................................................67
困ったときは ..........................................115
コントラスト ............................................17
コンピューター .......................................103
コンフィグ1、2 .....................................105

サ
サーチ ......................................................72
削除 .........................................................68

シ
シグナルランプ .........................................97
システムエクスクルーシブ .........................69
システムリセット ..............................28, 105
自動伴奏 →スタイル ................................47
情報 (ボイス) ......................................38, 41
情報 (レジストレーションメモリー) ...........79
初期化 (USB記憶装置) → フォーマット ....102
初期化 (楽器本体) .....................................28
シングルフィンガー ..................................49
シンクロスタート (スタイル) ......................50
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保証とアフターサービス
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、また
はお近くのヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

●保証書

本機には保証書がついています。
保証書は販売店がお渡ししますので、必ず「販売店印・
お買い上げ日」などの記入をお確かめのうえ、大切に保
管してください。

●保証期間

お買い上げ日から本体は1年間、ヘッドフォンは6カ月です。

●保証期間中の修理
保証書記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保
証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修
理させていただきます。
下記の部品については、使用時間や使用環境などにより
劣化しやすいため、消耗に応じて部品の交換が必要とな
ります。消耗部品の交換は、お買い上げ店またはヤマハ
修理ご相談センターへご相談ください。

●補修用性能部品の最低保有期間
製品の機能を維持するために必要な部品の最低保有期間
は、製造打切後8年です。

●修理のご依頼
まず本書の「困ったときは」をよくお読みのうえ、もう
一度お調べください。
それでも異常があるときは、お買い上げの販売店、また
はヤマハ修理ご相談センターへ修理をお申し付けくださ
い。

●製品の状態は詳しく
修理をご依頼いただくときは、製品名、モデル名などと
あわせて、故障の状態をできるだけ詳しくお知らせくだ
さい。

■修理に関するお問い合わせ

ヤマハ修理ご相談センター

携帯電話、PHS、IP電話からは TEL 053-460-4830

受付時間 月曜日～金曜日 9:00～18:00、
土曜日 9:00～17:00 (祝日およびセンター指定休日を除く)

FAX 053-463-1127

■修理品お持込み窓口
受付時間 月曜日～金曜日 9:00～17:45

(浜松サービスステーションは 8:45～17:30)
(祝日および弊社休業日を除く)

* お電話は、ヤマハ修理ご相談センターでお受けします。

北海道サービスステーション
〒064-8543
札幌市中央区南10条西1丁目1-50 ヤマハセンター内
FAX 011-512-6109

首都圏サービスセンター
〒143-0006
東京都大田区平和島2丁目1-1 京浜トラックターミナル内
14号棟A-5F
FAX 03-5762-2125

浜松サービスステーション
〒435-0016
浜松市東区和田町200 ヤマハ(株)和田工場内
FAX 053-462-9244

名古屋サービスセンター
〒454-0058
名古屋市中川区玉川町2丁目1-2 ヤマハ(株)名古屋倉庫3F
FAX 052-652-0043

大阪サービスセンター
〒564-0052
吹田市広芝町10-28 オーク江坂ビルディング2F
FAX 06-6330-5535

九州サービスステーション
〒812-8508
福岡市博多区博多駅前2丁目11-4
FAX 092-472-2137

*名称、住所、電話番号などは変更になる場合があります。

消耗部品の例
ボリュームコントロール、スイッチ、ランプ、リレー
類、接続端子、鍵盤機構部品、鍵盤接点など

※一般電話・公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。 

0570-012-808ナビダイヤル 
(全国共通番号)



このたびは、ヤマハクラビノーバをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

クラビノーバの優れた機能を十分に生かして演奏をお楽しみいただくため、本書をお読みください。 

また、お読みになったあとも、いつでもご覧になれるところに大切に保管してください。

この楽器のお取り扱いについては、ご使用の前に必ず4～7ページの「安全上のご注意」をお読みください。

組み立て説明については巻末をご参照ください。

CVP-509 / 505 / 503 / 501

取扱説明書

U.R.G., Pro Audio & Digital Musical Instrument Division, Yamaha Corporation
© 2009 Yamaha Corporation
WR05320 911MWAP5.2-03D0 Printed in China

ヤマハ株式会社

PA･DMI事業部 
DMIマーケティング部 CL・PKグループ
〒430-8650 静岡県浜松市中区中沢町10-1

ピアノ/キーボードのホームページ
http://www.yamaha.co.jp/product/piano-keyboard/

ヤマハマニュアルライブラリー
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/

あなたの音楽生活をフルサポート ミュージックイークラブ
http://www.music-eclub.com/

 
* 都合により、住所、電話番号、名称、営業時間などが変更になる場合が 
ございますので、あらかじめご了承ください。

クラビノーバの機能や取り扱いについては、ご購入の特約店または 
下記ヤマハお客様コミュニケーションセンターへお問い合わせください。

お客様コミュニケーションセンター  
電子ピアノ・キーボードご相談窓口

 

携帯電話、PHS、IP電話からは 053-460-5272

営業時間：月曜日～金曜日 10:00～18:00、土曜日 10:00～17:00

(祝日およびセンター指定休日を除く)

http://www.yamaha.co.jp/support/
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